















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　CONTENTS







１　八度目の生を受けたる我が君の名は魔王アハト

２　我が魔王のユニークスキルはＦＰＳなり

３　さあ、銃殺無双の開幕なり！

４　略奪こそが魔王の覇道と知るがよい

５　主のために我がすべてを奉げること、何の躊躇いがあらんや

６　姿を見せずに殺す術、それこそ魔王の一手なり！

７　魔族を穢した冒険者よ、罪は命で購うがよい

８　覗き見るは逃走の記憶

９　魔王より名を授かること、これ至上の喜びなり

10　先代魔王の最期の地──地下廃城

11　忍び寄る我が魔王の影に怯えるがよい！

12　竜たる魔王を手にかけし、七番目の咎人の名は──

13　愚劣極まる見世物を我が魔王は許さない

14　たかだか千の愚者どもよ、群れれば勝てると思うたか？

15　死を繰り返した我が君は命の重みを知る者なり

16　慮外者め、その力は魔王のものぞ！

17　我が君の行く手を阻むか、赤き壁よ！

18　命を捧げし同胞に……敬意を

19　紅の凶竜よ、魔王は独りではないと知れ！

20　英雄を名乗りし愚者よ、絶望の海で眠るがよい

21　新生のとき来たれり！

22　従魔再生のはずが──よもや

23　この世界で我が魔王の蒔いた種は芽吹くか？

[image: ]　界線ネツトに残されし古代の虚像






[image: ]




　──残留魔力、活性化。

　──再生ヲ開始シマス。




　世界の理システムの「声」が聞こえた。

　これで何度目だ？　ようやく転生が始まったらしい。




　──精神ノ再構築リビルドヲ確認。




　俺……今回は「俺」なのか。魔王としての個性は。

　俺は魔王。魔力より生まれ出る、魔族の頂点に立つ個体。

　だからこそ唯一「転生」をこなす。

　膨大すぎる魔王の魔力は、死しても散さん華げしきらない。長き時を経へた後に、こうして新たな肉体を構築する。

　……ああ、俺は。




『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　断だん末まつ魔まの叫さけびが蘇よみがえる。前回の、漆しつ黒こくの巨大な「魔竜」だったときの最さい期ご。

　あのとき七度目の生を受けた「我」は死んだ。

　背後から深々と、輝く白刃に貫かれて──。




『おのれえっ、おのれよくもおおおおおおおおおおおおおおお！』

　怨えん嗟さの声を逬ほとばしらせて絶命したのは、闇色の紅べにを差す美女となった「妾わらわ」だ。

　その美び貌ぼうごと、光魔法の奔ほん流りゆうに焼き尽くされ──。




『ゼエッ、ゼエッ……さあ……殺せ、よ！』

　黒衣の少年の姿で「僕」は、魔力切れにあえぐ。

　しかし命いのち乞ごいはしない。魔力の煌きらめきを纏まとう精霊銀ミスリルの矢に腕を、足を、三つの眼を順番に抉えぐられても──。




『こんな、バカな！　この■■がっ、■■■の■■■──!?』

　■度目の「■■」が、■■■■■■■■された。

　忘ぼう却きやくの向こうから、いくつもの死が思い浮かぶ。

　しかし……すべてを思い出せはしない。




　──記憶ノ欠けつ損そんヲ確認。

　──補完不可能。




　忘れた？　否いな。

　記憶のほとんどが奪われた。「我」が「妾」が「僕」が、「■■」が殺されたときに。




　──再生ニハ影響ナシ。続行シマス。




　すべては「冒険者」と名乗るヒトどものせいだ。

　かつて世界を統すべていたのは、魔王と魔族たちだったのに。

　それも遠い昔のこと。魔族はもう長い間、冒険者どもに蹂じゆう躙りんされてきた。




　──魔力ノ凝ぎよう縮しゆく、物質化ニ成功。

　──受じゆ肉にく変換シマス。




　魔族はヒトやその他の生物と違い、魔力で体を紡つむいでいる。

　姿形は個体によって様々で、長寿かつ強きよう靱じん。肉体の一部が欠損した程度では死なず、生きるために他者を食らう必要もない。

　故ゆえに、ヒトなど気にもかけなかった。

　短命で、弱くて脆もろいヒトどもも、魔族に近づこうともしなかったのだが……。

　ヒトはレベルアップする。

　ＨＰとＭＰをどこまでも高め、次々に職種ジヨブに合った魔法やスキルを身につけて、成長するのだ。

　魔族にはできない。たとえ魔王でも、生まれつき得たスキルと魔法しか使えなかった。




　──ユニークスキル、ランダム決定。

　──関連スル魔法ヲ取得シマス。




　そして、魔族は死ねば肉体を残さない。魔力の散華とともに消えるのみ。

　ただ一ひと欠片かけらの「遺物」を除いて。

　魔族の持つ自我や記憶、経験が結晶化した「心結晶コア・ハート」──。

　それがすべての元げん凶きようだった。




　──核ノ起動ヲ確認シマシタ。




　ドクン！　と俺の中で鼓こ動どうが生まれる。肉体が完成し、新たな心結晶コア・ハートが授けられた。

　これをヒトは「ＥＸＰ」と呼ぶ。奪い取り、取り込むことで……自分たちを急激に成長させる「経験値の欠片エクスペリエンス・ピース」だと。

　故に、ヤツらは魔族の命を狙うようになった。魔王すら倒し、誰よりも圧倒的な強さを手に入れるために。

　……そんなことのためだけに、ヤツらは俺たちを狩るのだ！




　──再生完了。




　それでも魔王の俺だけは何度でも生き返る。

　今度こそは、殺されてなるものか。さあ、この俺の新たな肉体はなんだ？

　八度目の転生を経た魔王にふさわしい、最強の姿とは？




　──名称ヲ付与シマス。魔王「８アハト」──。




　アハト。それが八番目の俺の名か。

　俺は瞼まぶたを開き……。





　　　　§






　青。青、青、青──。

　視界に飛び込んできたのは澄すんだ空の世界だった。

　魔王の体はいつもなぜか、空の高みで転生を果たす。そして遙はるか真下に見える大地へと落ちていくのだ。

　吹き付ける強い風圧が、受肉したばかりの俺の全身をビョウビョウと叩いていた。

　少々痛くもあるが、心地いい。新たな体に感覚が宿やどった証だから。

「ふははっ！」

　俺はつい嗤わらう。生まれ変わった直後の第一声──若い響きを持ったオスの声が、遙か頭上に吹き飛んでいく。

　それはいいが……風にはためく黒いマントと、鈍にび色いろの装飾品のついた黒衣が包むのは細身の体だ。

　五指を持つ腕が二本で、ブーツを履いた足も二本。頭は一つ。

　……なるほど。前回のような竜ではなく、ヒトそっくりな姿らしい。

　否。忌いま々いましくもヒトが勝手に、魔族のとる形に似ているだけ。

　しかし今回、本当にヒトとそっくり同じか。背中に翼もないようだ。

　風で暴れる銀髪の頭を触れば、魔王の証たるねじれた角が二本ついていたが……。

　落下を続ける俺は、雲を何度も突き抜ける。このままでは遙か真下に見えた、緑豊かな大地に叩きつけられるだろう。

　まず、そうはならないがな。

「目覚めよ、従じゆう魔ま！」

『はい、いつ何時も御おん身みのお側に。魔王さま！』

　呼びかけに応こたえて俺の懐ふところから飛び出したのは、一枚の黒い石板の欠片だ。

　魔王の物語を綴つづらせるため生み出した、俺の心結晶コア・ハートの分け身。故に──俺が死すたび記憶とともに削けずられて、今はもう小さな一欠片となってしまった。

　それでも空中で黒い魔力に煌めけば、石板従魔タブレツトオズは姿を変えた。

「お久しゅうございます、我が主よ……！」

　空を落ちながら頭こうべを垂れたのは、袖そでや裾すその短い漆黒のドレスを纏う少女体だ。サイドで丸く結んだ金色の髪が、叩きつける風に揺れる。

　ヒトが言うところのコドモ、幼女というやつだ。性的象徴たる胸の膨らみも小さい。

　……もとは妖よう艶えんで豊満な容よう姿しをしていたが、欠け続けた今、こんな姿で顕けん現げんするのが精一杯か。

【傾けい聴ちようせよ！】

　それでも堂々と力強く、オズが世界に呼びかけた。

　従魔のスキル【界線接続ネツトコネクト】は、理システムと繋つながれる。

【忠実なる従魔オズが主に代わって宣言する。今ここに八度の生を得て、魔族の王が復活を遂とげたことを！】

【愚ぐ劣れつなるヒトは怯おびえ、おののけ！　虐しいたげられし同どう胞ほうは主の帰還に歓喜し、涙せよ！】

【ともに心に刻きざみつけよ！　新たなる魔王、その名はアハト！】

　紡ぐのは声ではなく、魔力の輝きでできた連なる文字。

　それらは瞬またたく間に分裂し、世界へと拡散された──。

　これで魔族にもヒトにも俺の転生が知れ渡るだろう。

　正直、黙っていればいいのにとも思うが……。

「さあ、わたくしの愛いとしき魔王さま！　新たな伝説を綴りましょう」

　オズは満面の笑みだ。悪びれる様子がない。

　七度も殺された魔王を側で見ていながら、八度目の俺の勝利を信じて疑わないのだ。

　主の俺に忠実で、常に全肯定。

　ふ──それでこそ従魔か。

「オズ」

「はい！　魔王アハトさまのステータスを表示しますね」

　すべてを言わずとも従魔が悟る。オズは空中でドレスの胸元をはだけた。

　ほんのりと頰を染めたオズの、起伏の少ない白い胸が露あらわとなる。鮮やかな紋もん章しようが浮かび上がった。

　そこから、黒く輝く光の文字が飛び出してくる。





【魔王　アハト】

魔族／Ｌｖ９９

ＨＰ：６６／６６

ＭＰ：６６６６／６６６６

所持金：６６６６６６Ｃ






　……魔力数値ＭＰに比べて今回の俺は、体力数値ＨＰが極端に少ないな。

　いわゆる魔法特化型か。それも悪くない。ならば。

「はい、習得魔法リストに切り替えます。でも」





【魔法】

──Ｎｏｔｈｉｎｇ──






　は？　俺は絶句した。ナシ？

　……魔法の一つも覚えていない？　攻撃魔法はともかく、浮遊魔法や飛ひ翔しよう魔法は？

「オズ！　これは……！」

「ええ、さすがです魔王さま！」

　一緒に落下するオズだが、キラキラした目で俺を見ていた。

「よもや今度の魔王さまが魔法の一つも使えぬ身だとは、このオズも驚きました。これではきっと、このまま大地に叩きつけられてしまうでしょう。ＨＰ６６の御身では即死のはず……なんと潔いさぎよいことでしょうか！　転生したばかりで死ぬとは」

　ああっ、と恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「ヒトごときに倒されるくらいなら、此こ度たびは自みずから潔く散るということですね。ええ、ええ。わたくしにはわかります！」

　……俺の思考を読み取れる従魔だが、解釈は手前勝手だ。

　オズは俺の手を取ると、ぎゅっと抱きついてきた。はだけた胸を押しつけてくる。

【地表まで１０００ｍ】

　そこには残りの距離が現れ、【９７５ｍ】【９５０ｍ】とみるみる値が減っていく。

　ｍ──メートル？

　その単位は、なんだ？　なぜ初めてなのに俺にはわかる？

「従魔であるわたくしも、もちろんお供いたします……愛しております、魔王さま」

　混乱する俺とは違い、従魔は早くも諦あきらめていた。

　ぐんぐんと大地が迫る。くっつき合ったおかげでバランスが崩れ、俺たちは空中でひっくり返った。【８００ｍ】【７５０ｍ】【７００ｍ】と、明らかに落下の速度が上昇する。

　六つの大陸が一つに絡からみ合あう、ヒトが勝手に「英雄譚の大地サーガイア」などと呼ぶ世界。その端っこの、深い森の中へと真っ逆さまに──。

「オズ！」

「……はい。ただいま！」





【スキル】

・ＦＰＳ






　俺の咄とつ嗟さの呼びかけで、今度はオズが胸元に技能スキルリストを表示した。

　そこには一つだけ取得スキルが書かれていたが……これは？

「えふ、ぴー、えす？　なんでしょうか、これは」

　たどたどしくオズが読んで目を瞬しばたたかせる。俺も意味がわからない。知らない。

　否、これは俺のスキルだ。メートルを理解できたのもこのせいか？

　ならば使える。わからなくとも、応えてくれるはず！

　これに頼るしかない！　【４５０ｍ】【４００ｍ】──頭からオズとともに落ちながら、無我夢中で腕を伸ばした。

「おおおおおおおおおおおおおおお！」

　頼む！　俺はもう七度も命を失った。

　その悔くいを一度も晴らせず、死ぬわけには！

【パラシュート変換生成クリエイト】

　俺の願いに呼応して──理システムの文字がオズから飛び出した。腕にたまたま絡みついた俺のマントが黒い輝きに満ちる。

　魔力によってその形状が一瞬で変わった。できあがったのは、リュック？

　否、こいつは……！

　俺はリュックの肩紐に付いていた、金属製のリングを思い切り引いていた。

　直後、落下に急制動がかかる。逆さまだった状態から、反動で体が強く跳ね起きた。

「……魔王さま!?」

　一緒にくるりと回転したオズが、腕の中で面食らう。

　俺たちの頭上に展開したのはリュックから飛び出した、たくさんのコードで繋がる大きな四角い布地。

　落下の風圧を受け止めてゆっくり落ちる、黒いパラシュートだ。

　──然り、パラシュート。

「これは……！」

　わかる！　操作方法もだ。

　摑つかんだコードを引っ張れば、落下の方向がある程度制御できた。

　右に左にふらふらと、俺たちは空を漂ただよい──。

【０ｍ】

　落ちたのは生おい茂しげる森の中にぽっかりと開けた、小さな草地の中だった。
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　パラシュートで落ちた俺は、草原を二本の足で踏みしめる。

　勢いがついていたせいで従魔を抱いたまま、少し滑り──。

「魔王さま！」

　従魔オズが警告する。ようやく止まった俺たちに、ふわりと四角い影が落ちてきた。背中のリュックと繋つながる、黒いパラシュートが被かぶさってきたのだ。

　だが俺は落ち着いていた。抱いていたオズを解放し、空からのリュックを脱ぎ捨てる。

　リュックの肩紐は横紐で繋がっていたが、瞬時に外せた。初めて見る金具でも、俺の手が外し方を知っているのだ。

　そして転がって、パラシュートの下から脱出する。

「さすがです魔王さま！　……わぷっ!?」

　オズは覆おおい被かぶさってきたパラシュートの端に捕まった。俺が助け出すまでしばし、黒い布きれと格闘する。

「ぷはあ！　ありがとうございました、魔王さま。でもこれ、いったいなんなのです？　空を飛ぶ道具、のようですが……」

「オズ、貴様にはわからないのか」

　従魔として、主である俺の思考を読み取れるのに……オズはつぶらな瞳ひとみを瞬しばたたかせる。

　なるほど。スキルＦＰＳを持たないと理解の外、というわけだ。

「一瞬で魔王さまが造られたものだとはわかります。こちらは、魔王さまのマントを素材にしたのですか？」

「然しかり。そうなるな」

　だが、まだわからないことだらけだ。俺はパラシュートの一部をつまみ上げる。

　確かに俺のマントが変質したものだろう。実際に、背中のマントはなくなっていた。

「ふむ……面白いな」

　けれどもマントが変わったにしては手触りも違うし、サイズも遙はるかに大きくなっている。糸を何重にも束たばねたコードなんてものもあるし。

　──素材をもとに、組み替えて変換する能力。そう考えるのが妥当だろう。

　確か、こうやったはずだが。

「マントに戻れ！」

　俺は片腕を突き出し、今度は声に出して命じる。しかし──。

　ブブー！　理システムからの嫌な音が鳴り響いた。

　同時に、はだけられたままのオズの胸元に浮かんだのは【変換生成クリエイトは不可逆です】の文字だ。

　なに？

「不可逆……ということは、一度造られたものは元に戻せない、という意味でしょうか」

　オズが察する。……ふむ。

　どうやらマントはもう使い物にならないらしい。だがこの世界の理システムが反応するなら、スキルはちゃんと発動するという証だ。

「要は、新しく使える素材があればいいってわけだな。ならば」

　俺のスキルはＦＰＳ。

　その本質はたぶん──直感的に俺は、自分の衣服についていた装飾品に触れていた。

【ハンドガン変換生成クリエイト】

　鈍にび色いろに輝く首飾りと、無ぶ骨こつな肩当てがまるごと消失する。

　代わりに、黒い輝きとともに手の中に現れたのは一丁の拳けん銃じゆうだった。

　然り、銃だ。わかるぞ！

「こいつは……！」

　剣の柄つかほどの大きさしかない、黒い金属の塊かたまり。ずしりとした確かな重みがある。
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　ただし、握りしめたグリップはわずかにやわらかい。自動装塡ブローバツクする上部のスライドは金属製だが、それ以外は樹じゆ脂しに覆われた特殊な自動拳銃だ。

　全体的にシンプルな角張った形状をしていて、スライド側面には型名が刻きざまれていた。

　……ＧＬＯＣＫ１８Ｃ－ＭＡＯ８？

「拳銃ハンドガングロックの、１８Ｃ型だと！」

「魔王さま、それは？　……あっ！」

　従魔オズの胸元に、入手した銃のスペックが出現した。





■ＧＬＯＣＫ１８Ｃ（ＭＡＯ８）

使用弾薬：９×１９㎜

装そう塡てん数：１７

銃口初速：３７５ｍ／ｓ

連射速度：０・０６０ｓ

有効射程：５０ｍ






　一般的な９㎜パラベラム弾を１７発装塡できる拳銃ハンドガン、グロック１７。

　そこに連射機能を追加したのがグロック１８だ。スライド後部に、単発セミオート／連射フルオート切り替えの小さなセレクターレバーがついていた。

　その１８型に、さらに少し改良を加えたのがこの１８Ｃとなる。

　──などということが、すらすらと俺の頭の中に浮かんだ。驚きだ！

　だが、わかる。銃器の知識が俺にはある！　それがスキルＦＰＳの力らしい。

　しかし型名の最後についている「ＭＡＯ８」は、知らない。

　ふ。単純に魔王８アハトモデルということか？

「なるほど……俺が造った、俺のための銃か」

「じゅう？　そのアイテムの名ですか、魔王さま？」

　やはりオズにはわからないようだ。

「どうやらこれが、今回の俺の力らしい」

　俺はグリップの側面についているマグキャッチを押し込んだ。

　弾マ倉グのロックが外れ、縦長のケースが簡単に引き抜ける。

　そこにはもう弾が装塡されていた。先端に、黒光りする弾丸が一つ顔を出している。

　──弾は１発だけではない。

　弾マ倉グを確認すれば、小さな穴がずらりと二列に並んでいた。それぞれに番号が振られ、中に押し込められた弾の存在が確認できる。

　一番下の「１７」まで、弾薬がきっちり詰め込まれていた。

「１７発。フル装塡か」

　カシャッ！

　小気味いい音を立てて弾マ倉グをグリップに戻し、俺は銃のスライドを摑つかんだ。

　金属製のスライドはひやりと冷たい。

　ジャカッ！

　後方に引いて、離せば──これで初弾が銃内の薬室チヤンバーに送られた。いつでも撃てる状態になる。

「武器、ですか？」

　それくらいはオズにも伝わったようだ。

「小型のナイフよりは大きいですが……魔王さまにふさわしい装備だとは、とても」

「否いな。そうでもない」

　俺はぞくぞくしていた。よもや、こんな力を手にできるとは！

「ふは、ははははははは！」

「……魔王さま？」

「最高だ、これは！　もっと……もっと他のものも造れるだろう！」

　ブブー！

【素材が足りません】

「なに？」

　残念ながら、今ので身につけていた装飾品は使い切っていた。

　銃を生み出せる金属がない。今はこの拳銃ハンドガン一丁を生み出すのがやっとということか。

　……まあいい。

「ともかく、まずはグロックの試し撃ちだな」

「撃ち？」

　オズが驚いている。

　確かにこの世界にある、どんな武器とも異質だが……だからこそ俺も確かめてみたい。

　本当に弾は出るのか？　実際の威力は？

　けれども俺たちが降り立ったのは、なにもない草原だ。手頃な標的となるものがない。

　青空の下、足首に絡まるほどの草が好き放題に伸びているだけ。

「む……」

　俺はグロックを構えた。慣れ親しんだように自然とフォームが決まる。

　スライドの上部、先端と後部の二カ所に小さな出っ張りがある。

　凸とつ型がたの照しよう星せいと、凹おう型がたの照しよう門もん──それが拳銃ハンドガンの照準サイトだ。

　その凹おう凸とつどうしが重なるように見て、狙いを付ければいい。

　そうやって捉とらえるのはすべて、遙か向こうの木々だった。

　……ダメだ。遠すぎる。ここからだと、どこを見回しても１００～２００ｍはある。

　距離が感覚的にわかるのも、スキルＦＰＳのおかげだろう。

　グロッグの有効射程は５０ｍ。拳銃ハンドガンだからその程度だ。

　ともかく確実に当たる、１０～２０ｍあたりで試してみたい。

　俺はいったん構えを解き、手頃な樹木に向かって歩き出した。もちろんいちいち指さし図ずせずとも、従魔も後ろについてくる。

　そのときだった。

「いよおおおぉし！　見つけたぞ、きっとアレだぜッ!!」

【冒険者が現れた】

　やかましい声が聞こえたかと思うと、オズから理システムのメッセージが届く。

　俺たちが向かっていた前方から、木々を裂いて姿を見せたのはヒトだった。

　轟ごう！　風が……無数の枝葉をずたずたに引ひき千ち切ぎっていた。

　飛び出してきたのは魔法による暴風を纏まとう、鋼はがねの軽鎧ライトアーマーを着込んだ優やさ男おとこだ。草地の土を抉えぐりながら着地を決め、腰の鞘さやから片刃の剣を抜き放つ。

　その刀身は輝き、風を纏っている。風属性の魔法剣か！

【結界発動】

　同時に──草原を囲む形で四方に、輝く光の壁が現れた。

「結界魔法ですか!?　……魔王さま！」

「然り。らしいな」

　俺たちを戦闘領域に閉じ込めるためのもの。

　森の中から現れたのは、魔法剣の使い手だけではなかった。

「本当にあれが、復活した魔王!?　……見た目は我々と変わらないようですが！」

　青いローブを着た中年男が、ぶつぶつとなにかを唱えて片眼鏡を煌きらめかせる。

　こいつが結界を作った魔術師か？　不快な視線がまじまじと俺を捉えた。

　どうやら眼鏡にかけたのは、簡単な遠とお見みの魔法のようだ。

「確かに、あのツノの色は闇やみよりも深き黒！　伝承通りならば魔王の固有色ですね！」

「ラッキー！　さっきの魔王復活の知らせってマジモンだったし！」

　しゃん！　と手首の鈴を鳴らすのは、露出度の高い格好をした、褐かつ色しよくの肌の若い女だ。

　回復や補助魔法を使う踊り巫女ダンサーだろう。

「やったねユーク！　アンタの目ってすごいよ。一人で走り出したときは何事かって思ったけどさあ」

「……ワタシ、言った。鳥チガウ。あんな落ち方しない」

　最後に現れたのは、ゆらり……と陽炎かげろうのごとく姿を見せた、カタコトの男だった。

　耳の長い亜あ人じん種しゆ──狩りを得意とする森エルフの一人か。

　毛皮を纏った真っ白な肌には、独特の入れ墨が施ほどこされている。俺のわずかな記憶が確かなら、森を離れて魔族狩りハンターとなった者の証のはず。

【幻影脚ミラージユステツプ】

　エルフは金属製の大弓に矢をつがえると、またも揺らめき掻かき消きえた。

　狩るために身につけた、気配を断つスキルのようだ。

「現れるなり結界を張るや、勝手にしゃべるわ、姿を消すわ……なんと無礼な！」

　オズが従魔らしく前に出た。小さな体でも魔王の俺を守るために。

「よもやこの地に降り立ったばかりで、いきなり冒険者どもと遭そう遇ぐうするとは……！　いえ、さすがです魔王さま。不運さえ御おん身みの試練というわけですね！」

　この遭遇は、オズが理システムに飛ばした宣言のせいだろうが……。

　まあいい。俺の頰ほおが引きつっていた。

　自然と嗤わらっていたのだ。

「やはり。このような窮きゆう地ちに、さすがです！」

　俺と繋がるオズも笑った。

　然り。最高のタイミングだ！　──グロック１８Ｃの試し撃ちにはな。
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「魔王さま、冒険者どもの情報です！」

　石板従魔タブレツトのオズが胸元を大きくはだけ、そこに文字を表示させた。

【疾しつ風ぷうの魔法剣士　ザーパト　Ｌｖ６９】

【冷ややかな魔術師　オリエンス　Ｌｖ５３】

【黒き踊り巫女ダンサー　ノルテ　Ｌｖ４８】

【エルフの一級魔族狩りハンター　ユーク　Ｌｖ７１】

　ＨＰとＭＰの詳細な数値はわからないが、森から現れた冒険者どもは四人パーティだ。

【冒険者生存数　４／４】

　次いでそんな数値も現れる。……ほう？

　俺のわずかな記憶の中では初めてだ。スキルＦＰＳのおかげか。

　戦闘になった領域フイールド内の、敵の数をまとめたもの。便利だな。

「慌あわてるなよ、囲んで狩るぞ！　いつものようにな！」

　四人のうち優やさ男おとこの魔法剣士がリーダーか。軽やかに風に乗り、草地の上を飛ぶように回り込むと、じっくり距離を詰めてくる。

「スキル起動！　旋風竜巻斬スラツシユスラツシユスラツシユ！」

【必殺スペシヤルスキル発動成功：フルゲージまでカウント４０】

　その手に握る魔法剣には風の渦うずが発生し、徐々に大きくなっていた。

「さあ、風よ！　風よ風よ風の刃やいばよおッ！　溜ために溜めて、魔王でもなんでも一撃でぶった切ってやる！　そしてこのオレもついに英雄の仲間入りってわけだぜ！　ハハハ!!」

「独り占めですか、ザーパト？　魔王の膨大なＥＸＰは、トドメを刺した者に与えられるという話です。ならばこの私こそが！」

【魔法陣マジツクサークル生成開始】

　片眼鏡の魔術師が杖つえを構え、呪じゆ文もんの詠えい唱しように入った。足元に魔力の輝きが走り、複雑な魔法陣が形成されていく。

　──あの図形は、氷結系の範囲攻撃魔法か？

「どっちでもいいし！　魔王討とう伐ばつの報ほう奨しよう金きんを山分けできたらね♪」

　気楽に笑うのは褐かつ色しよくの踊り巫女ダンサーだ。

「どうせアタシ、バックアップしかできないし。あ、そーだ。英雄になった方の情婦オンナになったげよっか？　その方がお金に困らなそうだしさ。キャハハ！」

「……魔王、狩るはワタシ！　使命！」

　姿を消したエルフの魔族狩りハンターの声だけが聞こえた。

「転生を繰り返す、この世にそぐわぬ魂たましいを今度も、サーガイアから追い払う！」

【付与魔法バフマジツク発動成功】

　スキルで姿を消したエルフは、つがえた矢に威力増強の魔法でも込めたようだ。俺たちの斜め後ろに表示が出た。

　もとより魔王である俺には、魔力の揺らぎが丸見えだがな。

　エルフとの距離は２０ｍほど。相手の弓矢の射程圏内に入っているが……。

　ふ。俺のグロックにとってもいい距離だ。

「魔王さま！」

「オズ」

「……はい！　わたくしは魔王さまの盾に！」

　従魔に魔法剣士への注視を任せ、俺はくるりと反転する。

　同時に向けるのは手にしたグロック１８Ｃだ。

「はっ！　なんだそりゃ？」

　魔法剣を振り上げて、風を溜め続ける優男が嘲あざ笑わらう。

　他の者たちも同様だ。噴ふき出だした魔術師がつい詠唱を途切れさせ、踊り巫女ダンサーが首を傾かしげたのが見えた。姿を見せないエルフはどうか知らないが。

　こいつらは銃がなんだかわかっていない。当然か。

　スキルＦＰＳは俺にだけ与えられた、特別な力なのだから。

「ふ」

　思い知るがいい。俺は引き金トリガーに指をかけ──。

　パァン！

　乾いた音が一つ響いた。

　腕に反動が伝わった。銃口マズルがわずかに跳ね上がり、白煙が漏もれる。

　炎が噴き出ることはなかった。飛び出した弾丸を目視することもできない。

　しかし、一瞬でグロックのスライドが前後に動いていた。薬室チヤンバーのカバーから、筒状の薬莢カートリツジが一つ吐き出される。

　撃てた。──グロックは問題なくちゃんと、動作した！

「魔王さま!?」

　突然の破は裂れつ音おんに耳を塞ふさぐのは、側にいた従魔オズだ。地面に転がった黒い薬莢カートリツジにも驚いている。

「なんだ、今の！」

　魔法剣士の足が思わず止まる。が、鼻で笑って魔法剣を構え直した。

「魔法のこけおどしか？　はっ、くだらないぜ……！」

「違うな、貴様の認識不足だ」

　俺ははっきり言ってやった。

　空中にいきなり、魔法の煌きらめきを宿した矢が現れる。それは一筋の光となって空を駆け──無数に分裂し、あらぬ方向に落下した。

　キュドドドドド！

　地面が揺れて土煙がいくつも上がる。一瞬で草地の一画が穴だらけに抉えぐられた。

　……当たればさすがに危なかったな。

　だが、それがどうした？　先にこちらが当てればいいだけのこと。

　大弓を手にした格好で、消えていたエルフが姿を見せていた。前のめりに倒れ込む。

「なに!?　ユーク、おい！」

　魔法剣士が呼びかけるも、もうエルフは応えない。

　額ひたいに空いたのは銃弾の穴だ。流れ出る鮮せん血けつが、緑の草をみるみる赤く染めていく。

　当たった。狙い通りに！

「ヘッドショットだ」

【ＫＩＬＬ　１】

　絶命の証として、オズの胸元に赤い表示が現れた。

　キル？　いい響きだ。これが銃の威力──。

　相手のＨＰなど関係ない。ヒトの脆もろい箇所に当たれば即死させられる、というわけだ。

「今のが、魔王さまの新たなるお力？　さすがはわたくしの魔王さま！　お見事です！」

「ユーク？　噓うそ、マジ!?　なんでやられたの、即死系魔法!?」

　踊り巫女ダンサーの女が、側にいた魔術師にわめく。

「魔法武器とでもいうのですか!?　しかし今の攻撃に魔力の波動は感じませんでした！」

　魔術師も狼狽うろたえ、詠唱途中の魔法陣が歪ゆがんだ。

「ザーパト、迂う闊かつに踏み込まないでください！　少なくとも今のは飛び道具のようです！　それも凄すさまじい威力の！」

　ほう、やるな。すぐに銃の特性を見抜いたらしい。冒険者にしては頭の回る相手だ。

　しかし遅い。もう俺は次に、１０ｍにまで迫っていた魔法剣士へと狙いをつけて……。

　パン、パンッ！

「グッ、ガッ！」

　近い的ほど当てやすいものはない。鋼はがねの胸当てに二つの穴が穿うがたれた。

　今度は狙いを胴体にしたのは、わざとだ。金属製の鎧よろいを貫通できるかどうか試したのだが、この距離なら問題ないようだな。拳銃ハンドガンでも十分な威力だ。

「ゲハア！」

　血の混ざった息を吐いて、優男の顔が青ざめた。信じられないという表情だが。

「もういいぞ」

　パン！

　ダメ押しにもう１発、胸のど真ん中に叩き込んだ。

　──風が、散った。優男は魔法剣を抱いたまま膝ひざを折り、動かなくなる。

【ＫＩＬＬ　２】

　ああ、なんて簡単な作業なのか！　俺の指の動きだけで、こんなにあっさり冒険者どもをキルできるなんて。

　ぞくりとしたのは、命を奪った背徳感か？

　一方で、胸が──ときめく。

　これは……圧倒的な力による、愉ゆ悦えつ？　どうしようもなく笑みがこぼれていた。

「ふははっ、はははははははは！」

「やばい、なんかやばいし、魔王って！　……逃げよう、オリエンスぅ！」

　踊り巫女ダンサーの女が騒ぐが、一緒にいた魔術師は詠唱をやめない。

　３０ｍほど離れているため、呪文の中身を聞き取ることはできないが、術式を替えた？

【魔法陣マジツクサークル術式変換】

　足元に展開していた魔法陣が分解し、魔術師の背後にいくつも新たな図式が生まれる。

　ほう。俺の攻撃を見て、威力より速さと手数を優先した攻撃魔法に切り替えたか。

「だから？」

　……呪文の完成より先に、俺の指はグロック１８Ｃのセレクターレバーに触れていた。

　パララララッ！

　今度は連射フルオートで撃った。おお、単発セミオートとはまるで違う！

　グロックから一気に大量の弾丸が吐き出された。

「きゃあ！　魔王さまあ!?」

　オズが跳び上がって驚いた。俺もすぐに引き金トリガーから指を離す。

　１０発ほど撃っただろうか？　その間、わずか１秒にも満たない。

　思っていたよりも凄まじい速さでグロック１８Ｃは吠ほえた。白煙とともに時折、銃口マズルから炎すらぱっと上げて。

　排はい莢きようもあっという間で、地面に黒い薬莢カートリツジが散乱する。

　反動も単発セミオート時とは比較にならなかった。

　──グロック１８Ｃはただの１８型と違い、スライド上部に四角い穴が空いている。Ｃの名が象徴する「コンペンセイター」という、発射時のガスを逃がす機構だ。

　おかげで１８型よりも、撃ったときの跳ね上がりは抑おさえられるはずだ。しかし連射フルオートでは、さすがに銃口マズルが暴れた。

　故ゆえに、半数くらいは標的に当たらなかったが──。

【ＫＩＬＬ　３】

　片眼鏡を落として、頭と胸に弾を受けた魔術師が倒れた。

　術者を失い、俺たちを囲んでいた光の障しよう壁へきも掻かき消きえる。

「あー！　あー！　アタシの足がっ、足があああ────！」

　悲鳴を上げて転がったのは、巻き添えを食った踊り巫女ダンサーだ。

　女は慌てて虚こ空くうからなにかを取り出し、褐色の太ふと股ももを押さえる。

　傷を癒いやす薬草の類たぐいか。自分で回復魔法くらいは使えるだろうに、痛みのせいで混乱状態のようだ。

　だから俺はその間に、悠ゆう然ぜんと距離を詰めた。

「後は、残り一人ですね。我が魔王アハトさまを舐なめるからこうなるのです！」

　ついてきたオズが、数ｍにまで近づいた踊り巫女ダンサーに向かい、舌を出す。

　どうにか足は癒えたようだが、女は完全に怯おびえていた。支援系である踊り巫女ダンサーには、まともな戦闘力がないせいか。

　常に他の冒険者に頼り、誰かと組まなければ生きていくことができない脆ぜい弱じやくな存在。

　しかし今、女の近くにあるのは──倒れた魔術師の死体だけだった。

「た、助けて……お願いいぃ。アタシ、魔王の情婦オンナになるしいいいぃ」

　哀あい願がんし、いきなり服を脱ぎ始めた。褐色のたわわな胸が露あらわとなる。

「ね？　ね？　けっこういい体してるでしょ？　好きにしていいからさあぁぁ！」

「命いのち乞ごいか。貴様は間違っているぞ」

　つまらない。女の顔は涙と鼻水でぐちゃぐちゃだ。汚らしい。

「ヒトごときが、魔王さまの相手に相応ふさわしいとでも？　思い上がりもいいところです！」

　俺の言葉を従魔オズが代弁する。然しかり、こんなヤツなどいるものか。

　それにな。

「……貴様ら冒険者は、どれだけの魔族を殺してきた？」

　俺は女の正面に立つと、グロックの銃口マズルを鼻先に突きつけた。

　すでに銃の威力を知る踊り巫女ダンサーは、座り込んだまま硬こう直ちよくする。

　尻の下に広がるのは黄色い水たまりだった。

「ま、待って……待って、待ってええぇ！」

「魔族が命乞いしても、貴様らは許したか？　違うな」

　レベルがすべてを物語る。

　こいつらは魔族を殺してＥＸＰを得て、己を高めてきたのだ。

「殺したんだ。殺して、奪った。俺たちの存在の残ざん滓しを……！」

「ごめんなさい、ごめんなさあい！　もうしないからあああ」
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「ダメだな」

　絶対にキルする。許さない。だが……。

「否いな、最後に一度だけチャンスをやろう」

　俺は冒険者とは違う。グロックの銃口マズルを下ろすと、女が間抜け面づらを晒さらした。

「逃げてみろ。俺から逃げ切れれば見逃してやる。この草地を突っ切って、無事に向こうの森の中へ飛び込め」

「え……マジ、に？」

「然り、だ」

「魔王さまが噓を吐つくとでも思うのですか？　痴しれ者ものめ！」

　オズが怒鳴るが、俺には恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「さすがです、魔王さま！　わたくしは感服いたしました。よもやこのような下げ劣れつなヒトにも慈じ悲ひをかけるとは……」

「確かに、こいつを生かして帰してしまうかもな」

　ほら、どうした？　俺は女に光の障壁の消えた、草原の果てを指し示す。

　──踊り巫女ダンサーの表情が変わった。

　治った足で立ち上がり、魔術師の死体の脇をすり抜けて駆け出す。

　全力疾走だ。しゃんしゃんと手首に着けた鈴が鳴る。

【付与魔法バフマジツク発動成功】

　同時に、魔力の煌めきが女の下半身を包んだ。ほう？　あれは……。

「強化魔法ですか！」

　俺と同時にオズが見抜く。

　踊り巫女ダンサーは魔法の発動に言の葉を用いない。代わりに踊りや舞を通して、術式を起動する。

　それを走りながら行うとは、手て練だれの業わざだ。しかも脚力強化の魔法か。

　一ひと蹴けりごとに小型の魔法陣を踏みしめて、女は一気に加速していく。

【付与魔法バフマジツク発動成功】

　さらにもう一つ、光の衣を身に纏まとった。防御力強化の魔法も重ねるか！

「ふ」

　女は必死だ。後ろから撃たれるとわかっているのだろう。

　然り。俺は生き延びるチャンスをくれてやっただけ。

　グロック１８Ｃを構え直すと、遠ざかる彼女に狙いをつける。

　２０ｍ、３０ｍ──まだだ。

　４０ｍ。かなり小さくなったが……後少し。

　もういいか。

　パアン！

　セレクターレバーは単発セミオートに戻してある。

　俺はグロックの有効射程ぎりぎりでの射撃をしてみた。１発で女が転ぶ。

　なんだ。５０ｍでもちゃんと狙えば当たるではないか。

　だが、さすがにヘッドショットとはいかなかったらしい。まだ動く。

「なんでっ、なんでええええ！」

　遠くから泣きわめく声が聞こえた。

　着弾時に、光の衣の表面に防御魔法陣が展開したが、役に立たなかったからだろう。弾丸のパワーを甘く見たな。

　９㎜は貫通力の高い弾だ。そんなもので射程内の銃弾が止められるものか。

　パンッ、パンッ、パアンッ！

　俺は次々に弾を発射した。

　うち１発がバシッと見事に命中した。女の声が聞こえなくなり……。

【ＫＩＬＬ　４】

【冒険者生存数　０／４】

【掃そう討とう完了──魔王の勝利です】

「やりました魔王さま！　さすが、お見事です！　冒険者どもを殲せん滅めつですね！」

　立て続けに出た表示にオズが飛び跳ねる。

　……グロック１８Ｃ、いいではないか。使える！

　俺のＦＰＳというスキルは圧倒的だ。銃さえあれば俺は無敵──む？

　手にした愛銃に目を向ければ、そのスライドが後ろにずれたまま停止していた。

　自動装塡ブローバツクの最中にストッパーがかかったのだ。これは……。

「弾切れか」

「え？　それって、魔王さま！」

　グリップから弾マ倉グを抜けば、入っていた１７発すべてがきれいになくなっていた。空になったためグロックが、自動でスライドの動きを止めたのだ。

　弾薬の込められた次の弾マ倉グを装そう塡てんすれば、ストッパーを外すだけでスライドが戻り、新たに弾が送り込まれる──。

　もちろん俺はすぐに乞うた。

「新しい弾よ、出でよ！」

　ブブー！

【素材が足りません】

　俺の命令を理システムが拒絶した。

　……なに？
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　弾が造れない？

　必要な素材が足りないからか。ならば、補給するのみ。

　俺は草地に倒れる、朱あかに染まった魔術師の男の死体に目を向けた。

　……どれだけの素材が得られるかは、わからないが。

「戦利品の回収ですね。わたくしにお任せください！」

　俺の考えを察して、石板従魔タブレツトのオズが動いた。

　ぱん！　と小さな手を強く叩けば──魔術師の死体が黒い魔力の輝きに染まる。

【遠とお見みの片眼鏡×１】【白き加護のローブ×１】【革のロングブーツ】【聖せい鋼こうのショートスタッフ×１】【２５７３Ｃ】

　着ていたローブやブーツが死体から掻かき消きえ、落としていた金属製の杖つえや片眼鏡も消失した。

　所持していた金と一緒に、理システムと繋つながるオズがその身に取り込んだのだ。

　その対象はもちろん他の死体にも及ぶ。

【ライトアイアンアーマー×１】【鉄てつ塊かいのグレートソード×１】【１５７４Ｃ】【獣けものの毛皮×１】【森エルフの大弓×１】【破は魔まの矢×２９１】【森エルフの鉈なた×１】【１９３６Ｃ】【魅み惑わくの舞装束×１】【両手首用鈴飾り×１】【高級な首飾り×１】【約束の髪飾り×１】【羽根飾りのサンダル×１】【８１０６Ｃ】

　あちこちに離れて倒れていてもお構いなしだ。冒険者どもの装備品がすべてリストに代わり、オズの胸に収められた。

　ふむ、やはり従魔は便利だな。

「……魔王さま。お褒ほめの言葉をいただけると、わたくしものすごく喜びますが」

「然しかり。よくやった」

「えへへえ」

　ねぎらいに頭を撫なでれば、オズは嬉うれしそうにはにかんだ。

　本番はここからだ。それなりに素材となるものは得られたが……後は手探りだな。

　俺のスキルＦＰＳは特殊だ。まだそこらに転がっているパラシュートに、手にしたままのグロック１８Ｃと、できあがるものは様々だが。

「まずは弾だ。出でよ！」

【９×１９㎜ブリット変換生成クリエイト】

　じゃらららっ！

　……出た。出るではないか！　かざした手のひらから大量の黒い弾薬が吐き出され、ぶつかり合いながら草地の上に転がった。

「魔王さま！　これが、もしや……じゅう、とやらから飛び出て冒険者どもを射い貫ぬいたモノなのですね」

「然り。そのとおりだ」

　オズと一緒に拾い上げれば間違いなく、９㎜パラベラム弾だった。

　握っていたグロックから弾マ倉グを引き抜き、さっそく弾込めを始める。

　手作業が煩わずらわしいが、確かにきっかり１７発装そう塡てんできた。弾マ倉グをグリップに戻し、後退したままスライドを止めていたストッパーを下げる。

　カシッ！

　小気味いい音とともにスライドが元に戻った。これでいつでもすぐに撃てる。

　やれやれ、せっかくの銃も弾がなければ無力もいいところだからな。

　幸い生成した弾数には余裕があった。願えばまだまだじゃらじゃらと出てくる。

「こちら、いかがしましょう？」

　しかし、調子に乗って造りすぎたかもしれない。

　オズが短いスカートを持ち上げて、そこに集めた弾薬を山盛りに載せていた。

　重みで生地がたわみ、下着をうまく隠すほどだ。それでも足元には弾が余っていた。

　そもそも弾マ倉グに入れなければ弾は使えない。

「ふ。そうか、ならば」

【マガジン変換生成クリエイト】

　今度は何本もの弾マ倉グを生み出した。あまり深く考えずに生成したが──どれも弾薬が二列に収められる、グロック用のダブルカラム式だ。

　さすがはスキルＦＰＳ。無意識に必要なものを選別しているようだ。

「なるほど！　こちらに入れればよいのですね？」

　さっそく屈かがみ込こんだオズが先程の俺の装塡を真ま似ねて、空の弾マ倉グにスカートの上の弾を込め始めた。

　さすが俺の従魔。学習すればこれくらいは可能か。

　しかし……俺は手の中のグロック１８Ｃに目を落とす。よくよく考えてみればこいつには、造り出した時点で初めから弾薬が込められていたな。

　もしかすると。

【装塡マガジン変換生成クリエイト】

　俺の意図を汲くんで、スキルが新たに何本もの弾マ倉グを生成する。

　草地に落ちてもそれらはほとんど転がらず、明らかに重みがあった。

　拾い上げるまでもない。弾マ倉グの先端にはどれも黒い弾丸がちらりと顔を出している。……最初から具体的にこう願えばよかったのか。

　しかも、中にはこれまでのものより倍もの長さを持つ弾マ倉グが１本混ざっていた。

「ふむ、これは……」

　グロック用のロング弾マ倉グだ。摑つかんで装塡確認用の穴を見れば、通常の「１７」ではなく「３３」まで数字が刻きざまれていた。

　グリップに差し込むと長すぎて、下から突き出たままになるが、弾切れの隙すきが減る。

　ありがたい。もう何本かロング弾マ倉グがあってもいいだろう。

【装塡マガジン変換生成クリエイト】

　だが次に出てきたのは、鈍にび色いろの円盤型弾マ倉グだった。重い音を立てて大地に沈む。

　──ドラム弾マ倉グか！

「魔王さま、そちらは……？」

「これも弾マ倉グだ。大量に弾が入るタイプのな」

　音に驚くオズの前で、俺はドラム弾マ倉グを摑み上げた。

　……重い。腰に差し込んだロング弾マ倉グもそれなりだが、その倍以上の重量だ。

　片手では持ち上げるのもやっとなため、グロックも腰のベルトに挟み込んで、両手で改めて確認する。

　円盤は俺の手のひらほどもある大きさだ。そこから直接、１７発用と同じ形の弾マ倉グが生えている。なるほど、これもグロックの規格に合うものか。

　円盤の横には指をかける突起があり、そこを押し上げれば簡単にフタが開いた。

　中にはらせん状にぎっしりと、黒い弾薬が装塡されていた。中心にあるギアが回り、弾を送り出していくという仕掛けだ。

　その数はざっと５０発以上。ドラムの上に生えた弾マ倉グにも１７発入っているから、合計で７０発ほど撃てることになる。

　悪くない。だが……。

「ふ。さすがに重すぎるか」

　フタを閉め直して俺は試しに、グロックの弾マ倉グをドラム弾マ倉グに差し替えてみた。

　やはり……重量バランスがグリップ下に偏かたよって、狙いをつけても銃口マズルがブレる。

　連射フルオート機能付きの１８Ｃには弾が多い方がいいものの、これでは過剰だ。ロング弾マ倉グで事足りる。

　造ってしまった以上、仕方ないが──ともかく弾はもう十分だ。

「できました、魔王さま！」

　空の弾マ倉グにも装塡を終えて、両腕いっぱいに抱えたオズがやって来る。

「でも、いかがしましょう？　こちらは、どうにもわたくしの中に取り込むことができないのですが……」

「なに？　そうか」

　冒険者どもから奪った素材は収容できても、スキルＦＰＳで生成したものは不可能。

　──やはりこの力は異質なものなのだろうな。

　自分で持ち運ぶのは面倒だが、仕方あるまい。

　ならば。

【アクセサリー変換生成クリエイト】

　俺は追加で装備品を生成した。

　現れたのはポーチがたくさんついたベルトと、そこから垂れ下がる黒いホルスターだ。

　それと三角形の小型のバックパックが一つ。

「こんなものか」

「……背はい嚢のうですか？　それと、このベルトは……」

「最低限の装備というところだ」

　俺は新しいベルトを装着し、ホルスターは右の大だい腿たい部ぶに巻き付けた。

　レッグホルスターというわけだ。そこに普通の弾マ倉グに差し替えたグロック１８Ｃを収める。

　いいな。右手を伸ばせばすぐに銃を手にできた。それにベルトのポーチは予備の弾マ倉グを入れておくのに便利だ。とりあえず前に２本、左側に２本収納しておく。

　残りはバックパックに放り込んだ。ロング弾マ倉グやドラム弾マ倉グも一緒にすれば、さすがに重い。

　こういうときのための従魔だ。

「オズ」

「はい、魔王さま。……まあ！　こちらをいただけるのですか？」

「然り。貴様に任せる。背負っておけ」

「魔王さまの備品、大切にお預かりします！」

　小さな体でもバックパックをしっかり背負い、彼女はくるりと回ってみせた。

「あの、似合いますか？　魔王さま」

「ぴったりだな」

「ありがとうございます！」

　サイズがちょうどいい──という意味だったが、オズは無邪気に白い歯を見せた。

　気に入っているならいいだろう。とりあえず、これで必要なものはそろったか。

　──否いな、足りないものがまだあるな。

　生成した銃が拳銃ハンドガン一つだけでは心こころ許もとない。

　もう一丁、強力な銃器が欲しいところだが、できるか？　なるべく具体的にイメージすれば……。

　ダメだ。俺は腕を突き出したものの、固まった。

「魔王さま？」

「……大丈夫だ」

　不安を感じ取ったオズに応こたえるも、まいった。

　どんな銃を求めればいいのかが、頭に浮かんでこないのだ。

　手にした銃は事細かに理解できるが、手にするまではあまり知識が降りてこない。スキルＦＰＳとは、存外うまく使いこなせるものではないのだな。

　ならば、この際なんでもいい。

「新たなる銃よ、出でよ！」

【パーツ変換生成クリエイト】

　雑に願ったせいだろうか。生み出されたのは銃ではなかった。

　腕の長さほどもある、グロックと同色の塊かたまりだったが……グリップもなければ引き金トリガーもない。

「こいつは……」

　大きさの割に軽々と持ち上げられる。後部には折り曲げ式の銃床ストツクがついていたが、内部はごっそり空くう洞どうになっていた。

　コンバージョンキット。銃をカスタムするための大型パーツだ。

　側面を見れば名称がちゃんと刻まれていた。

「ｍｉｃｒｏＲＯＮＩ－ＭＡＯ８？　普通のＲＯＮＩではなく、一回り小型のタイプか」

　なぜこんなチョイスに？　確かにこのパーツは今持っている俺のグロックと合うはずだが、それでも小ぶりな「ｍｉｃｒｏ」の方である必要は──。

　そのとき、突然くらりと目め眩まいが襲った。

「ッ！」

　この感覚を俺は知っている。いつかの「僕」が体験した、命が掻き消えようとしているときのもの。

　……魔力切れだと？

「魔王さま!?」





【魔王　アハト】

魔族／Ｌｖ９９

ＨＰ：６６／６６

ＭＰ：４／６６６６

所持金：６５３５５５Ｃ






　オズが慌てて俺のステータスを表示する。

　ＭＰが残り４？

　魔族の魔力は生命力と直結している。１％を切れば、体の維持に変へん調ちようを来きたすのだ。

　だから俺は膝ひざをついた。コンバージョンキットを手から落とし、草地の上に倒れ込む。

　なぜＭＰがここまで尽きた？

　……考えられるのはただ一つ。どうやら俺のスキルＦＰＳによる変換生成クリエイトは、かなりの魔力を消費するらしい。

　迂う闊かつだった。まずいぞ、これは──。

「さすがです魔王さま！　その身が削けずられるのも構わず、お力を振るわれていたのですね？　なんというお覚悟……！」

　こんなときでもオズは従魔らしく感かん涙るいしていた。

　その言葉を聞きながら、俺の意識はゆっくりと闇に沈み……。
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【冒険者が現れた】

　放はなたれた鮮あざやかな魔法光が、ダンジョン深部の大空間を染め上げる。

　その中で「我」は、漆しつ黒こくの鱗うろこに守られた魔竜の巨体を持ち上げた。

『無ぶ粋すいな！　何者です！　ここが魔王セプテムさまの寝所と知っての狼ろう藉ぜきか！』

　魔竜の「我」とともにいた、黒いドレスの女がわめく。

　幼女の姿より背が高く、長く伸びた手足を持つ乙女おとめ。一世代前の従魔オズだ。

　セプテム──それが七度目の転生を経た「我」の名だったな。

　そしてここは魔族領域に残された、最後の地下遺跡だ。

　始し祖その魔王「ウーノ」が遺のこせし、魔族繁栄の時代の名残なごり……。だが今は「我」が身を隠すための拠きよ点てんとなっていた。

　そこにまた冒険者どもが侵入を果たしたのだ。

『ルオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　従魔に下がっていろ、と命じる代わりに「我」は吠ほえた。

　翼を広げ地下空間を揺るがして、ヒトよりも遙はるかに大きな足で一歩踏み出す。

　これまで六度、魔王は敗北を重ねた。そのたびに魔族の安息の地が奪われ、今はこの地下遺跡周辺のわずかな領域が残るのみ……。

　もう敗北は許されない。

　そのために得たのがこの巨体と、どんな魔法も跳ね返す全身の黒き鱗だ。





【魔王　セプテム】
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　オズが紋もん章しようの浮かぶ胸元をはだけ、美乳とともに「我」のステータスを見せつける。

　圧倒的なはずの数値だが……ヒトはＥＸＰを取り込むことで、どこまでも強くなる種だ。

【■■の聖騎士■■　Ｌｖ１■９】

【騎士■■■■■　Ｌｖ１２■】

【騎士■■■　Ｌｖ■１７】

【騎士■■■■　Ｌｖ１３■】

【従者■■　Ｌｖ■１】

　訪れた冒険者どものほとんどが、「我」を超える三桁けたのレベルに達した連中だった。

　しかし、表示がよく見えない。理システムに欠落が生じている。なぜ？

　なるほど……これは欠損した記憶の断片。

　魔王が「我」であったときの、最後の……。

『ようやく辿たどり着ついたぞ！　魔王セプテム！』

　凜りんとした女の声が放たれた。白銀の全ぜん身しん鎧よろいを着込んだ集団の、先頭に立つ女騎士だ。

『抜ばつ剣けん!!』

　彼女のかけ声とともに全員が腰の剣を抜く。

　その数、およそ二十本──。

　最後尾にいた無数の鞘さやを身につけた一人が、次々と宙に剣を投げていた。

【自動魔法オートマジツク発動】

　それらの白き刀身が纏まとうのは煌きらめく水だ。騎士どもの周囲に噴ふき出だした水柱に支えられ、それぞれがそそり立つ。

　魔法で操られた無数の刃やいばに遮さえぎられ、先頭に立つ女騎士の顔は──わからない。

『■■の聖騎士■■が率ひきいる、この誇り高き聖■■王国■■■騎士団が……今日こそ貴様を討とう伐ばつしてみせよう！』

　──そして記憶がいきなり飛んだ。

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　断だん末まつ魔まの叫さけびを「我」は上げていた。自慢の猛もう毒どくのブレスで倒した三人の騎士に続き、もう一人が死体となって混ざるところだ。水を纏いし剣もこれですべて床に落ちる。

　だが残った最後の一人が「我」の背後から、拾い上げた剣を突き立てたのだ。

　深々と刺さった白き刃の先端が、魔竜の胸を貫通していた。

　体内の心結晶コア・ハートをも貫く一撃だった。

【必殺の一撃クリテイカル・ヒツト！】

　魔族はたとえ魔王でも、心結晶コア・ハートに直接ダメージを受ければ致命傷となる。破は損そんし、命の鼓こ動どうが消え──魔力で実体化させていた肉体が崩れ始めた。

　死して世界から消滅するのだ。

　それでも魔王だけは、転生をこなす特別な個体。体内に宿やどした壊れた心結晶コア・ハートは、肉体を構成していた魔力とともに虚こ空くうへと取り込まれていく。

　代わりにこの世に残されるのは、魔王の一部として生み出された従魔のオズだ。

『魔、王、さ……ま』

　魔王の魔力でかりそめの命を得ているだけの従魔も、その体を維持できなくなる。媒ばい体たいとして造った黒い石板の姿に戻った。

『いつか、ま、た……あなたさまの、来世、で……』

　その言葉を最後に、六度の敗北で小さくなっていた石板が、さらに半分に割れる。

　──うち片方は「我」の心結晶コア・ハートとともに、虚空へと吸い込まれた。

　だがもう半分は、「我」を倒した女騎士の手に渡り……。
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　従魔オズがその身に綴つづってきた魔王セプテムの物語は、ＥＸＰとしてあの女騎士を急激に成長させたか。

　これまでもそうやって圧倒的な力を手にした冒険者は、自身を「英雄」と名乗る。

　だが──「我」を倒した女がその後どんな英雄になったのかは、もうわからない。

　死ねば意識も知覚も無になり、次の転生までなにもない虚空を漂ただようのみ。

　それでも、常にかすかなぬくもりは感じていた。ともに混ざり合った従魔の気配だ。

「魔王さま」

　一握りの欠片かけらとなっても、石板従魔タブレツトのオズだけは常に魔王の側にいる。

　その声を聞きながら俺はこんこんと眠り続けるのだ。

「魔王さま……」

　む？　しかしここまではっきりと聞こえたことはあっただろうか。

　転生前の俺は意識のない、ただの魔力の粒りゆう子しに過ぎない。

　再び自然と収束するまでは、従魔のオズも深い眠りについているはずだが……。

「ああ、魔王さま……！」

　小さくもやわらかな体の重みを俺は感じ取っていた。

　そして、ぬくもりが唇くちびるに触れ──。




　はっと瞼まぶたを開いたとき、眼前に目を閉じたオズの幼い顔があった。

「はむっ、ん……魔王さま、はあっ」

　一心不乱にやわらかな唇を重ね、小さな舌を絡からませてくる。

　口づけ──キス。魔族にとって特別な意味を持つ行為だ。

　オスとメスの間でのみ交わされる、性的なまぐわい。

　魔力で肉体を紡つむぐ魔族も子作りはする。種によって繁はん殖しよく力りよくに差はあれど、オスがメスに口づけし、魔力を注ぎ入れることで成されるのだ。

　だが今のオズがしているのはその逆だ。

「くちゅ、れろっ。お慕したい申もうしておりますぅ、魔王さま……」

　俺と体を重ね合わせ、絡めた舌と唇でオズが魔力を流し込んでいた。

　魔族のＭＰは、時間の経過で自おのずと回復するものだ。だが口づけを介しての供給を受ければ、もちろんそれだけ回復も早い。

　俺が意識を取り戻せたのもそのおかげだ。

　ただし、魔力を注ぎ込む行為は──魔力が揺らぎ快楽を伴ともなう。

「んっ、はあっ、魔王さま魔王さまあ」

　オズはすっかり夢中になって俺にキスし続けていた。

　──愛ういやつだ。俺からも舌を絡ませてやれば、びくりとして顔を離した。

「あ……目覚めたのですね、魔王さま。し、失礼しました。このようなこと勝手に……」

「構わぬ。続けろ」

「あむっ……ん、ひゃい、魔王さまぁあ」

　オズは嬉うれしそうに微笑ほほえむと、再びむしゃぶりついてくる。くちゅくちゅといやらしい音を立てながら、また魔力を注ぎ始めた。

　頰ほおもすっかり興奮で上気しているようだが──よくわからない。

　それもそのはず、周囲はすっかり暗くなっていた。

　夜の闇に包まれた森の中だ。そこに俺は寝かされていて、木々の隙すき間まからわずかに見えた星空だけが、静かに俺とオズを照らす。

　体の下に敷かれているのは黒い布だ。……俺が生成したパラシュート？

　わざわざ俺を寝かすために持って来たのだろう。しかもあの草地から移動して。

　冒険者どもの死体がある場所を嫌ったか、倒れた俺が誰かに襲われる危険を避けるためか？　ふ、さすがは俺の従魔だ。

　だが、ときに従魔は己の身を顧かえりみない。

「魔王、さ、ま……」

　濡ぬれた唇を離したかと思うと、恍こう惚こつの表情のままオズの体がゆるりと闇に溶け始めた。

　俺の命令通り、魔力を注ぎ続けたからだ。

　自身を構成する魔力のすべてを使い果たし、消えていく。

　ころん。

　代わりに俺の胸元に落ちたのは、黒い石板の欠片だった。

　──従魔は造られた魔族。心結晶コア・ハートの代わりに物質を核とするため、自身の魔力を使い果たしても死にはしない。

『平気です……魔王さま』

　肉体を失ってもオズは気丈に、魔力の波動で声を届ける。

『わたくしの中にあった、御おん身みの魔力をお返ししたに過ぎません。しばし時をいただければもとの姿に戻れるかと……』

「十分だ。しばらく休んでいろ」

『はい、魔王さま』

　胸の上で石板の欠片を撫なでれば、オズは声を弾ませた。

　従魔のおかげでどうにか動けるようになった。身を起こし、まずは現状を把は握あくする。

　星明かりの下で腰に触れれば、ポーチのついたベルトがきちんと巻かれていた。

　もちろん右の太ふと股ももには、グロック１８Ｃの収まるホルスターがある。ポーチの中にある４本の予備弾マ倉グを確認するついでに、空のポーチに石板の欠片を仕舞い込んだ。

　他の装備は？　大丈夫だ。

　シーツ代わりに敷かれたパラシュートの側には、オズに預けた小型バックパックもあれば、最後に生成したコンバージョンキットもあった。

　……こいつのせいか？

「オズ」

『はい。ただいま』





【魔王　アハト】

魔族／Ｌｖ９９
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　石板の姿でも主の意を汲くみ、ポーチの隙間からオズがステータスを表示させた。

　オズの献身もあってＭＰが４から回復しているが……６０００以上もあった数値がここまで減るとは。

　やはり俺のスキルＦＰＳによる変換生成クリエイトは、大量にＭＰを消費するらしい。銃を願ったのに、パーツでしかないコンバージョンキットしか出せなかったのもＭＰ切れのせいもあるか。

　──それと、素材か？

『魔王さま、残っている保有アイテムはこちらになります』





【白き加護のローブ×１】【獣の毛皮×１】【魅み惑わくの舞装束×１】【約束の髪飾り×１】【羽根飾りのサンダル×１】






　鋼鉄製の防具や武器もなければ、金属製の装飾品の類たぐいまできれいになくなっていた。

　造ったのは弾マ倉グと弾薬が中心だったが、ここまで消費するものなのか。素材の質も関係しているのかもしれない。

　それに弾も金属製だからな。俺は予備弾マ倉グを一つ取り出し、弾薬を確認した。

　黒く染まってはいるが、弾頭は剝むき出だしの鉛なまりか。スキルＦＰＳのおかげか指で触れれば感触でわかった。しかし、鉛は素材になかったはずだが……。

「否いな、違うな。オズ！」

『はい？』





【魔王　アハト】
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　怪け訝げんそうな声を出しながらも、オズがもう一度ステータスを呼び出した。

　間違いない。所持金が初期値の「６６６６６６」から減っている。

　倒した冒険者どもからアイテムとともに、Ｃキヤストも奪ったはずなのに。

　──この世界で流通する通貨Ｃキヤストは、鉛製の硬こう貨かだ。

　魔族繁栄時代に、この大地のあちこちで鉛が手に入ることから、理システムを介して流通させていたもの。今でも理システム内にその経路が残っており、俺が６６６６６６Ｃキヤストを持って転生したように──魔族は最初からいくらか所有して生まれ落ちる。

　それをヒトどもが魔族を狩って、入手して使うようになったのだが……なるほど。

「鉛のＣキヤストを弾頭に生成していたのか。それに」

　黒い弾薬を一つつまみ出せば、内部に魔力の波動を感知できた。

　よくよく集中しなければわからないくらいのものだが、鉄でできた筒状の薬莢カートリツジ内には、俺の魔力が凝ぎよう縮しゆくされているらしい。

　これが銃の中で火薬の代わりに反応し、鉛の弾頭を飛ばすようだ。

「……要するに弾の確保には、ＣキヤストとＭＰの両方がいるわけだな」

『さすがです魔王さま。わたくしごときにはよくわからない御身のスキルですが、ご理解されたようですね』

「然しかり。俺の手にしたこの力は……略りやく奪だつを強しいるものだ」

『なんと』

　オズが驚くのも無理はない。

　魔族は元来、闘争を好まない──。冒険者どもの蹂じゆう躙りんに抗あらがってきただけだ。

　最強の魔族である魔王も例外ではなかった。記憶の大半は欠けたままだが……これまでの七度の魔王の生はずっとそうだったはず。魔族領域内に拠点を構え、静かに暮らし続けていたのだ。

　それももう終わりだ。予備弾マ倉グに弾を戻してポーチに仕舞うと、今度はグロック１８Ｃを手にした。

「オズ。ここはどこだ？」

『はい、地図を出します』

　ポーチの隙間からオズが空中に投影したのは、輝く光の像で描えがいた、六つの大陸が絡み合うサーガイアの姿だった。

　だが花びらのように集まった大陸の輪りん郭かくだけで、その中身はほとんど空白だ。

　東端の一画、わずかな箇所だけに森の木々が書き込まれ、そこに俺の現在位置を示す【×】印が刻まれる。

　それだけだ。他にない。

　……魔族の支配領域がもう存在しない証だった。

「なにもかも奪われたか。冒険者どもに」

　失うものはなかった。身を守るためにこもる拠点もない。だからこそこんな、なにもない地に降り立ったのだ。

　ならば──すべてを奪い返すのみ。

　パァン！

　俺は頭上の星空に向けてグロックを撃った。

　無駄撃ちではない。この世界に向けた、決意の１発。

「いいだろう。この銃は魔王アハトの業ごうだ！　そのために手にした力ならば……俺は」

『覚悟を背負い、御身自ら命を奪い続ける道を進むというのですね。さすがです！』

　ポーチの中で石板の欠片が震えた。

『たとえそれが呪われた道になろうとも、わたくしはもちろん最後までお供いたします。魔王さま！』

　呪い？

「ふ」

　銃口マズルから夜気に消えていく煙を見ながら、俺は嗤わらう。

「否。違うな、オズ。呪いなど……もう目の前にあるではないか」

　──世界の道理から外れた、銃器という形でな。
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　闇やみに包まれた森の中で、俺は決意した。

　ならば行動するのみ。旅立つにはいい、静かな夜だ。

『よもや、魔王さま御おん自みずからが打って出ることになろうとは……いえ、さすがとしか言いようがありません！』

　腰のポーチで、石板のままの従魔がまた騒ぐ。

『特異なスキルもそうですが、これまでの魔王さまとは違うのが魔王アハトさま、というわけですね！』

　……スキルＦＰＳの力を行使するには、素材を狩り続けなければならない。それだけのこと。

　俺は生成した装備品を拾い上げた。寝床代わりに敷いていたパラシュートは捨て置くが、他は大事な武器弾薬だ。バックパックを自分で背負い、コンバージョンキットは銃床ストツクをたたんで手に持った。

　グロック１８Ｃとは違い、収められるホルスターが今はない、というのもあるが……星明かりをきらりと弾くのは、キットの先端についたレンズだ。

　コンバージョンキットは中が空くう洞どうだが、小型のライトが仕込まれていた。

　フラッシュライト──レンズは、魔術師の片眼鏡から生成したものか。

　側面のスイッチをカチリと押し込めば、森の闇を裂いて一筋の明かりが伸びた。

『わあ！　すごい輝きですね、魔王さま』

　ふむ。魔法光などとは質の違う、真っ直ぐ放はなち続けられる閃せん光こうだ。

　暗闇の中からでも狙いをつけるためのものだが、夜の森を進むには助かる。

　なにせ俺のスキルはＦＰＳだけで、【夜目ナイトアイ】も持っていないからな。

「オズ」

『はい』

　オズが空中に大きな十字を投とう影えいした。

　地図の端に重ねて表示することの多い、方角を示すもの。

　それを頼りに行き先を決める。俺がいたのがサーガイアの東端だから……。

「西へ向かうか」

『さすがです。魔王さまの赴おもむく道こそが、覇は道どうとなることでしょう』

　俺は森の中を歩き始める。

　バックパックに詰めた弾薬の重さが肩に食い込むが、こんなことでは疲れない。魔力で構築した魔族の体は、ヒトのようにヤワではないのだ。

　それに普段は睡眠も必要ない。

　──この夜深き中では、さまよう冒険者どもは休息を取っているだろう。闇に紛まぎれて行動する方が魔族にとっては安全だ。

　それはきっと、他の魔族たちも同じはず。

『どこかで魔族と落ち合えればよいですね、魔王さま』

「うむ。然しかり、だ」

『今はわたくししかお側におりませんが、ぜひとも魔王軍を再興しましょう！』

　こんな東端の領域にも冒険者どもがいた。

　ならばＥＸＰを狙われる魔族も、この地に多く潜ひそんでいる。……最後の領域も奪われ、安全に暮らすこともままならないままで。

　魔王が敗北を続けたせいだ。魔族を救い、魔王軍を立て直すことは俺の務つとめ。

　もちろん冒険者どもと遭そう遇ぐうすれば、すべてキルしてな。
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　しかし、おかしい。

　森の中を歩き続け、夜が明けて……コンバージョンキットのライトが必要なくなっても、一体の魔族とも遭遇することはなかった。

「確かに妙ですね、魔王さま」

　すっかり日が高くなった頃、魔力を回復させたオズがようやく幼女の姿に戻る。俺からコンバージョンキットを預かりながら、首を捻ひねった。

「本当に、ここまで魔族の気配がないなんて……。わたくしの魔王さま復活の言げんを聞いたなら、近くの魔族たちは我先にとはせ参じてもよいくらいですのに」

　従魔らしいが、無理を言う。

　理システムを介して飛ばしたあの宣言で、俺の八度目の復活は魔族たちも知ることになっただろう。しかし、俺がどこにいるかまではわからないはず。

　確かにこれまでは拠点となる場所に降り立てば、いつもわらわらと魔族たちが集まってきたものだが……。

　否いな、それよりも──魔族が棲せい息そくしている気配がない？

　そのときオズが、木々のかすかな揺れに気付いた。

「あれは……！　ただの小鳥ですか、はぁ」

　確かに、飛び立つ鳥の姿があった。

　ヒトはともかく、獣などは本能的に魔族を恐れる。本質的に自分たちとは異なる存在だ、と察して近づいてこない。

　だから魔族がこのあたりを住処すみかとしているならば、鳥がいること自体あり得ない。

　地図で見たとおり本当に、魔族はすべての領域を奪い取られたということか……。

「大丈夫ですよ魔王さま、魔族はそう簡単に絶滅などしません。魔族の繁はん殖しよく力りよくは、他の種を遙はるかに凌りよう駕がするものですから！」

「然り、だな」

　だとしたら、なにかしらの理由で遭遇率エンカウントが下がっている、ということになるが。

　そんなことを考えていたとき、ざあっと風が吹き抜けた。

　日の光を受ける森の木々が、緑の葉をざわめかせる。そこに俺ははっきりとした異音を捉とらえた。──破壊音？

　聞き間違いではない証に、オズも大きく目を見開く。

「魔王さま！」

「風上の方向か」

　明らかに不自然な音だ。これはおそらく……。

　俺は背負っていたバックパックもオズに押しつける。ホルスターからグロック１８Ｃを抜いた。

　従魔の胸元の紋もん章しようからは、何の警告表示も出てこない。まだ向こうはこちらの存在に気付いていないという証だ。今のうちに風上への移動を始める。

　この東端の「深き石森」は、魔族繁栄時代以前の、石の巨大建築物が埋まる場所だ。

　建物の姿はほとんどが朽くちたが、そこに食いついた木々が硬い石の肌を得て、石柱のごとく並び立つ。故ゆえに、太い幹に身を隠しつつ移動ができた。

　また地面から時折顔を出す、風化した建物の残ざん骸がいを避ければ、厚い腐ふ葉よう土どで俺とオズの足音が消える。隠密行動スニーキングには困らない。

「殺すんじゃないよ！」

　声が聞こえた。俺はオズとともに、一本の大たい樹じゆの陰かげで足を止める。

　そっと遠くを窺うかがえば……いた！

　およそ４０ｍ先か。まず目に飛び込んできたのは、こんな森の中にまで入ってきた立派な馬車の姿だった。

　鈍にび色いろの装そう甲こうに覆おおわれた戦闘馬車だ。金持ちの冒険者が移動拠点として使う代物である。

　……馬がいる？　俺は警戒する。

　獣は魔族の気配に敏感だからだ。しかし、なぜか姿が見えない。

　代わりに捉えたのはヒトどもだ。

　俺の目はかなりいいらしい。小さくしか見えなくとも、相手の容よう姿しがある程度わかる。

　片目に眼帯をした女が、背の低い男を蹴けりつけていた。

　その周りにいたのは体毛に覆われた、亜あ人じんである獣人コボルト種のオスとメスか。

「魔王さま」

【炎の召しよう喚かん術じゆつ士し　ヒカーミ　Ｌｖ８４】

【下げ劣れつなるドワーフ戦士　ゲノゲ　Ｌｖ４４】

【牙が狼ろう拳けん師範マスター　サオ　Ｌｖ６１】

【青猫の癒いやし手て　ウルル　Ｌｖ５６】

【冒険者生存数　４／４】

　従魔のオズが胸元にそっと情報を表示した。

　ドワーフに、オオカミ系とネコ系の獣人コボルトのパーティだ。

　とりわけオオカミやイヌの獣人コボルトは獣並みに鼻が利くが──こっちが風下にいるためか、俺たちの匂においには気付いていない。

「にゃはぁん！　さすがはサオ、あの硬い木をへし折って退路を塞ふさぐなんて、頭いい！」

「逃げ足の速いヤツだったから、先回りしただけさ」

　黄色い毛並みのメスネコと、灰色のオスオオカミの会話が離れていても届いてくる。

　……確かに、馬車の側にある石肌の大樹が一本、根元から倒されていた。

　俺が聞いた異音は、あの硬くて太い幹がへし折られたときのものか。

　すらりとしたオオカミ獣人コボルトの両の拳こぶしが、まだ魔法の輝きに包まれていた。

「よくやってくれたね。それに比べてゲノゲときたら、まったく！」

　眼帯女がいっそうドワーフを踏みつける。

「生け捕りが優先って言っただろ！　たかがスライムだけど希少なメスだよ。こいつが依頼どおりの個体なら大おお儲もうけできるってもんさ、それを……このトンチキが！」

「わかっておる、わかっておるぞ、ヒカーミ。だが俺のドワーフ族としての血が、こんな程度では滾たぎらぬと騒ぐのだ！　ハンマーで叩たたき潰つぶすくらいはせぬと！」

「それをするなと言ってるんだ、この戦闘バカ！」

「おおう！　もっとなじってくれい！」

　眼帯女に尻を蹴られたが小柄なドワーフは、げははと下品に笑い飛ばす。

「痛みこそ戦士の真まことよ！　しかし、だからこそせっかくの獲物を倒せぬというのはなあ」

　獲物？　──スライム？

　いた、魔族が！　俺は遠目に、動けない有様の下級魔族を捉えた。

　倒れた木の側にへたり込んでいたのは、一体のスライムのようだ。

　しかもメスだ。長い髪も成熟した豊満な体もすべて、美しく青く透き通っていた。

　救わねば！　魔王としての使命感が心をざわつかせる。

　たとえ最下級のスライム種であっても、俺の大事な配下なのだ。見捨てるわけなどあるものか！

「さすがです魔王さま」

　オズが差し出したのは、預けていたｍｉｃｒｏＲＯＮＩコンバージョンキットだ。

　然り、これがあれば……！

　コンバージョンキット。別名、小銃カービンキット──。

　その名の通り拳銃ハンドガンを小銃カービンへと変換コンバージヨンするキットだ。

　下側にあるハッチを開くと、内蔵されていたＴ字形のパーツが取り出せた。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩはグロック専用。パーツをグロック１８Ｃのスライドに被かぶせれば、きっちり嚙かみ合あう。

　そのグロックをキット内部に押し込んで、ハッチを閉じれば──見事、小銃カービンができあがった。

　Ｔ字形パーツの左右が、キットの外に突き出ていた。指を引っかけてグロックのスライドを動かせる「チャージングハンドル」だ。

　もっともすでに初弾は装そう塡てん済みで、ハンドルを引くまでもない。

　後は……狙うのみ。

　俺やオズのいる位置は、見つけた冒険者どもからはわずかに高所。立ち上がって狙えばすぐに見つかる。

　だから腐葉土で汚れるのも構わず地面に伏せた。隠れていた木の幹から半身を外に出し、ｍｉｃｒｏＲＯＮＩで狙いをつける。

　──コンバージョンキットは、拳銃ハンドガンの性能を上げない。被さるだけで、グロック１８Ｃの弾数を増やすわけではないし、有効射程も５０ｍのままだ。

　それどころか拳銃ハンドガンの利点である携帯性と取り回しのよさを、重量の増加で殺す。

　故に俺は今まで、一丁しかないグロックを組み込もうとはしなかった。

「ふ」

　しかし、狙い撃つならコンバージョンキットは必ひつ須すだ。

　拳銃ハンドガンは軽すぎて精せい密みつ射撃には向かない。反動リコイルによる跳ね上がりは、コンペンセイターでガス圧を逃がすグロック１８Ｃでもどうしても起こる。

　実際、射程内ぎりぎりの４０～５０ｍでの狙いは「やっと当たる」という程度だ。

　だがコンバージョンキットによって増えた重量が、跳ね上がりを抑おさえてくれる。

　それに後部についた銃床ストツクも、寝そべる形で構えた俺の肩に食いつく。補サ助ブとしての前方フオアグリップがあるため、左手での固定も用意だ。

　それに──キットの長さのぶんだけ、銃身バレルが延長される。

　弾丸の通り道が長いほど弾道が安定し、より精度の高い射撃が可能になるのだ。

　そしてｍｉｃｒｏＲＯＮＩの上部には、専用の照準サイトが前後にくっついていた。

「フリップアップ式か」

　普段は折りたたまれた状態の、前方照準フロントサイトに後方照準リアサイト──。側面のスイッチを押せば、どちらもばしゃっと跳ね起きた。

　銃床ストツクにぴたりと頰ほお付づけして、後方照準リアサイトに設けられた小さな穴から覗のぞき込こめば、ピンホール効果により視界は鮮明なものとなった。

　前方照準フロントサイトの先に捉えるのは、オスオオカミの獣人コボルトだ。

　最初の銃声で、こちらの存在は気け取どられるだろう。

　故に、まず優秀な鼻からキルする必要がある。

　徹底的に身を隠すことこそが、狙撃を優位に行う術すべだ。

「辛しん抱ぼうたまらんわ！　殺さなければいいんだろう？」

　だが引き金トリガーを引く前に、ドワーフの下げ卑びた声が聞こえた。照準サイト越しにドワーフを捉える。

　そいつはスライムの前で、いきなりズボンを下げていた。
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　……なにをしている？

　距離が離れているせいで状況がよくわからない。

「またか、ゲノゲ。まったく」

「お前さんが慰なぐさめてくれるならいいんだが、させてはくれぬだろう？　ヒカーミよ」

「貴様のハンマーの柄えみたいにデカいものが私に入るか！　壊れるわ！」

「もうやだ、ゲノゲったらあ。……ウチらは馬車の中でシようね、サオ！　にゃははは」

「ふふ。しょうがないな、ウルルは」

「だって、獣人コボルトどうしなんだからわかるでしょ？　発情期なんだもん……ね？　ウチのここ、もうこんなになってるんだからあ」

　静かな森の中で、冒険者どもの会話だけが届いてくる。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩの照準サイトを通しての視界では、全体を把握できないが……。

「くわえろ。この滾たぎりを鎮しずめてみせろ、ほれほれ！　せねば、それこそ潰つぶしてやるぞ！」

【火速震撃ブーストアタツク】

　──森の中に轟ごう音おんが響く。木々が揺れ、深緑の葉が何枚も散った。

　ドワーフが片手で振り下ろしたのはショートハンマーか。瞬間、火柱を上げていた。

　ドワーフ特製の機甲武器ギミツクアームズだ。

　噴ふき出だした炎によって加速した一撃が、腐ふ葉よう土どの大地を大きくへこませた。

「ゲノゲ！　スライムに当てたら……」

　眼帯女が突っかかるが、ドワーフは笑い飛ばす。

「げははは！　ただの脅おどしだぞ。ほうれ、おとなしくなったわ」

　亜あ人じん種しゆの小男はハンマーを握ったまま、尻を出した腰を前後に振った。座り込むスライムの顔に向かい、何度も何度も打ち付ける。

　その行為がなにか、俺はようやく理解した。

　なんて、ことを！

「魔王さま……！」

　従魔のオズも声を震わせる。

　ヒトどもは魔族と違い、生せい殖しよく器きなるものを使って交配する。

　今あのドワーフは、一方的にそれをしていた。己の欲望を満たすため──無抵抗な下級魔族の口こう腔こうを犯おかして。

　……よくも、穢けがらわしい真似を！

「おほほほう！　スライムの粘ねん液えきが絡からみついて、こいつはたまらんわ！　ほれ、もうイクぞ！　イクぞイクぞイクぞ───！」

　逝いけ。

　パァァン！

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩに組み込んだグロック１８Ｃは単発セミオートにしてあった。

　森の中に銃声が一つ響き渡る。

　照準サイトの向こうで鮮せん血けつを噴き出して倒れたのは、半裸のドワーフだ。

　手にしていたハンマーが落ちて、くぼんだ腐葉土に消えた。

【魔王アハトの奇襲攻撃！】

【ＫＩＬＬ　１】

　さすがは照準サイト付きのｍｉｃｒｏＲＯＮＩ。重なり合うメススライムに当たらぬよう狙いをつけたとおりに、この距離でもドワーフの頭にヒットした。

「お見事です魔王さまっ」

　オズが小声ではしゃぐが──今の一撃は、失態だ。

　最初の標的はオオカミ獣人コボルトにすべきだったのに。

　だが後悔はない。犯されていた下級魔族を早さつ急きゆうに解放できたのだから。

「ゲノゲ!?　おい、ゲノ……まさか、死っ、死んで!?」

「にゃああ！　魔王？　魔王って出たよ！　どこ!?」

「今の音はなんだ、魔法攻撃!?　どこからボクらを……！」

　理システムからの情報と銃声の残響で、冒険者どもは混乱していた。

　今のうちだ。俺は寝そべったままわずかに銃口マズルを動かし、灰色のオスオオカミに狙いをつける。

　向こうも俺に気付いたのか。オスオオカミがこちらに顔を向けると同時に身構えた。

【装爪エンチヤント・クロー】

　両手から失わせていた、魔法の輝きを再び纏まとう。

　……それが、どうした？

　パァァァン！

【ＫＩＬＬ　２】

　どんなに鋭えい利りな魔法の爪を付加しても、しょせんは近接戦用──反射的に両手で防御したところで、弾は爪の間をすり抜けた。

　額ひたいの真ん中を撃ち抜かれて、オスオオカミの体が力を失い、頽くずおれた。

「サオ？　サオ……死んだ!?　噓うそお!?」

　黄色いメスネコが慌あわてて駆け寄る。

　が、次の瞬間オスオオカミの死体を蹴け飛とばしていた。

「にゃあぁぁああ！　挿いれるしか能がないくせに、この役立たずが！　ウチは盛ってんだよ！　イヌっころで妥協してやってたのに、使えねえな！　せめて勃たたせたまま死」

「ウルル！　狙われるぞ！」

　眼帯女が叫び、ネコ獣人コボルトを突き飛ばした。

　パァァン！

　敵ながらいい判断だ。３発目で倒れ込んだのは、メスネコを庇かばった眼帯女となった。

　おかげでキルとはいかなかったか。地面に倒れ込んだものの、まだ動く。

「……ヒカーミ！」

「ぐあああ！　ち、治ち癒ゆ魔法を……ウルル……！」

「にゃははは、ウチ抜けるわ。魔王なんかと戦う気はなかったし、ほらウチ、回復専門職だしね？　ばいばい、ヒカーミ！」

　長い尾を振って、黄色いメスネコがしなやかに駆け出した。

「心配しなくても、ウチが生き延びればパーティ全滅も防げるってことで。ギルドの預金はぜーんぶ引き出しとくね！　最さい期ごまでせいぜいそこで魔王を足止めしといてね！」

「ウルル？　お前、戻ってこい！　バカ、なんのための癒いやし手てだと……ヤることしか頭にない低脳な獣人コボルトに、誰が仕事を与えてたと思うんだ！　ウルル────！」

「……さすがは冒険者。クズですね」

　オズが鼻で笑う。

　然しかり、だ。仲間割れとはなんと無様な。

　それに、逃げ出したメスネコはとんだ間抜けだ。

「にゃっはあ───！」

　四よつん這ばいになり、ネコ系獣人コボルトは地を駆ける。さすがは獣人コボルト、かなり速いが……オスオオカミと違って俺の位置は把握できていない。

　だから偶然、こちらへ向かって走ってきた。ぐんぐんと近づいてくる。

　動いている標的を狙うのは厄やつ介かいだ。しかし真っ直ぐに近づいてくる相手なら、止まっているのと同じこと。２０ｍ、１０ｍ……。

　そこまで近づいて、メスネコの両目で瞳どう孔こうが開いた。地に伏せた俺を見つけたか。

　毛を逆立てて、慌てて横に跳ぼうとするも──もう遅い。

　パァァァン！

「キャーン！」

　黄色い体が朱あかに染まり、腐葉土の地面を転がった。

【ＫＩＬＬ　３】

「ウルル!?　ウル……」

　後は眼帯女のみ。俺は照準サイトで、倒れたままの標的を捉とらえる。

「あは、あはははははははははははは！　魔王があッ！」

　眼帯女は立ち上がっていた。

　む？　かなりの深手を負っているはずだが。

「卑ひ怯きよう者ものめえ！　姿を見せて……いざ、私と尋じん常じように勝負しろ!!」

　無駄に大きな胸の横を押さえ、ふらついている。

　なぜ薬草の類たぐいを使わない？　もしや、回復職任せで備えを怠おこたっていたか。

　だからこそ終わりを覚悟して、最後の力を振り絞り──。

「いいだろう」

　地に伏せていた俺も立ち上がった。

「受けて立ちますか。さすがです、魔王さま！」

　従魔オズは諫いさめない。俺とともに、隠れていた幹の陰から外に踏み出す。

　それだけではまだ眼帯女は気付かない。周囲を見回すばかりだが……。

「魔王アハトとその従魔オズはここです！　愚かなヒトよ！」

　オズの声が静かな森に反響し、眼帯女の動きが止まった。

「バカな!?　あんな、遠くだと！」

　４０ｍ離れていることに驚いた様子だ。

　俺はｍｉｃｒｏＲＯＮＩを携たずさえて接近していく。メスネコの死体の横を回り込み、１５ｍにまで近づけば、照準サイトを覗のぞき込こむ必要もない。

　立ち姿勢で銃床ストツクを肩に押し当て、真っ直ぐ狙いをつけるだけだ。

「お前が、新たな魔王か……」

　眼帯女の顔色がはっきりとわかる。脇腹の出血がひどいせいで、かなり青ざめていた。

　少しばかり体液を失ったくらいでこのザマか。本当にヒトは脆もろい生き物だな。

「……どうやってこんなにあっさりと私たちを追い込んだのかは、もういい。私もこの傷では、癒し手がやられた今、もたないだろう」

「お黙りなさい、ヒト風ふ情ぜいが」

　俺の代わりにオズが冷たくあしらった。

「ヒトごときと魔王さまが話されるとでも？　恥を知りなさい！」

「いや……私の誘いに応じてくれただけで、感謝だ。魔王よ！」

　女が右目の眼帯を乱暴に取った。

　ほう？　その下から現れたのは水すい晶しようのはめられた義ぎ眼がんだ。

　己の目を捧ささげて得た呪じゆ具ぐの類か──。

「東とう華かの国一の召しよう喚かん術じゆつ士しヒカーミが今、残りの命の灯ともし火びを振り絞り、ここに呼び出さん！　業ごう火かを纏いし裁きの駿しゆん馬めを！」

【召喚成功──炎馬羅邪エンマラージヤ】

　義眼が煌きらめき、理システムの声が響き渡る。

　ゴバアッ！

　女の背後にあった大型の馬車が、いきなり炎に包まれた。

　召喚術。──従魔のごとく、物質を核として、擬似的に生命を造り出す魔法だ。

『ＢＲＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　熱波が木々の間を吹き抜けた。

　鋼はがねの馬車を取り込む形で出現したのは、身の丈４ｍはあろう燃えさかる巨馬だ。

　なるほど、馬車に馬がいなかったのはこういう理屈か。

「この馬車型の触しよく媒ばいには、屋敷一軒ぶんほどの金をつぎ込んである！　私の自慢の愛馬だ！　行け、炎馬羅邪エンマラージヤ!!」

『ＢＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！』

「魔王を……狩れえ！」

　主の声に従って、炎の巨馬が地面を焦こがしながら蹄ひづめで抉えぐった。

　燃える鬣たてがみを、尾を、炎の鋭利な刃やいばと化し──こっちに向かって駆け出そうとする。

　その前に、俺は引き金トリガーに指をかけていた。

　パァァン！

　召喚術士の義眼が砕くだけた。

　まったく呆あきれる。そんなとろくさい攻撃が、俺に当たると思ったのか？

　本当の隻せき眼がんとなった女が驚きよう愕がくの表情を張り付かせ、胸を揺らして大きく仰のけ反ぞる。今にも跳ねるところだった炎の巨馬へと倒れ込んだ。

　呪具と繰くり手てを失った召喚獣が、巨馬の形を崩ほう壊かいさせる──。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡ……！』

　大量の炎をまき散らし、ぶつかった主の体を一瞬で焼き尽くしながら。

【ＫＩＬＬ　４】

【冒険者生存数　０／４】

【掃そう討とう完了──魔王の勝利です】

「お見事です！　さすがは魔王さま、敵が仕掛けてくるより早く片付けられるとは！」

「口上が長い。口だけはよく回る相手だったな」

　散さん華げの熱風が俺たちにも届いたが、それで終わりだ。召喚術士の女は死体の欠片かけらも残さなかった。

　死に様の潔いさぎよさだけは褒めてやろう。

「それでは、アイテムの回収をしておきますね」

【震しん撃げきのショートハンマー×１】【ドワーフアーマー×１】【ドワーフヘルム×１】【ドワーフブーツ×１】【３７０５Ｃ】【癒しのペンダント×１】【猫耳ピアス×１】【草染めの服×１】【４６２０Ｃ】【鋼の籠こ手て×１】【牙が狼ろうの胴衣×１】【鋼のブーツ×１】【２８１４Ｃ】【封術の飾り×１】【戦闘馬車×１】

　オズが手を叩き、いつぞやのように素材とＣキヤストを回収する。

　炎の巨馬を失った鋼の馬車まで、魔力の輝きに黒く染まって掻かき消きえた。

　さすがに燃え尽きた女の死体からは、落とした眼帯くらいしか得られなかったが……まあいい。馬車のぶん、素材は十分集まった。

　これで新しい銃器を生成できるはず。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩも悪くないが、より遠くまで狙える銃が欲しいところだ。

　そうなれば弾も９㎜だけというわけにはいかない。専用の弾薬も必要になるし、倍率の高い光学照準器スコープも必ひつ須すだ。銃を支える二脚銃架バイポツドがあれば尚なおいい。

　しかし、それらの生成は後回しだな。

　銃床ストツクをたたんだｍｉｃｒｏＲＯＮＩをベルトの後ろに差し込んで、俺は倒木の側に屈かがんだ。

「生きているか？」

　冒険者の攻撃でへし折られて、横たわる太い幹の下。

　そこにべちゃりと張り付いた、青い粘液があった。

　召喚獣の熱気に少しあてられたか？　だが……。

「確認しますね」





【スライム】

魔族／Ｌｖ１

ＨＰ：２／１５

ＭＰ：８／８

所持金：６Ｃ






　オズが胸元にスライムのステータスを表示した。

　かなりのダメージを負っているが、ＭＰはちゃんと残っている。

「大丈夫そうですね。低レベルの魔族ですから、完全な肉体の修復には少し時間がかかるでしょうが……」

　ヒトはＨＰの一割を切れば瀕ひん死しだが、魔族は０でなければ問題ない。

　魔族の体は魔力で生み出したものだからな。ＭＰが十分あれば再生が可能だ。

　そして今、ゆっくりと……粘液の塊かたまりでしかなかった青いスライムの姿が変化を始めた。膨れ上がり、オンナの形を取り始める。

「ほう」

　俺は目を見張る。美しい──成熟したメスのスライムだ。

　ダメージのせいで半透明の体はまだくすんでいたが、透き通る艶つややかな長い髪と、水晶のごとく煌めく瞳ひとみを持っている。

　魔力の低い下級魔族だから、俺やオズのように衣服を生成できない。裸体のままだ。

　そのぶんすらりと伸びた肢し体たいや、しっかりとくびれた腰とたわわに揺れる大きな胸が見て取れる。

　──本当に巨乳のスライムだな、彼女は。膨らみの一つが俺の頭より大きそうだ。

　う、と自分の控ひかえめな胸を押さえたのはオズだった。

「わ、わたくしも完全体であれば、負けないくらい魅力的でしたよ？　ええ、たぶん！」

「ふ」

「笑わないでくださいませ、魔王さま！　もう」

　まったく、なにを意識しているのやら。
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　青いメススライムはへたり込んだままだ。呆ぼう然ぜんとしている。

　現れた俺たちを見ても、まだ状況が飲み込めずにいるようだ。

「？　……？　……!?」

　長い髪の先端がくにゃりと曲がり、たくさんの【？】を形作っていた。

　それがスライム種にできる精一杯の表現だ。

　──下級魔族はスライムに限らず、うまく言葉を操れない。魔力で紡つむぐ肉体に発声器官を仕込む余力がないためだ。

　それが、なんだ？　言語にさして意味はない。

　だからこそ魔王の俺も、ヒトの言葉を適当に使う。

　言の葉などただの戯ざれ言ごと。魔族どうしの心情は、魔力の波動で十分に伝わるものだ。

　メススライムは今……怯おびえ、痛みに震えていた。
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「む。足か？」

「挟はさまっていますね、魔王さま！」

　俺とオズは、スライムがこの場から動けなかった理由に気付く。

　側に転がる太い倒木。彼女の片足が、その下敷きとなっていた。

　まだ救えていなかったということか。

「自力では無理そうだな」

　屈かがみ込こんで確かめれば、倒木の幹ごと地面にめり込んでいる。

　倒木をオズとともに押してみたが、びくともしない。かなりの重量だ。

　破壊するしかないが、ここは「深き石森」。その名の通り、倒れた樹木は硬い石の肌で覆おおわれていた。

　手持ちの９㎜弾では威力が足りない。そもそも銃弾はピンポイントで肉や骨を穿うがつには適しているが、これだけ硬いものが相手では、表面に食い込むだけで終わるだろう。

　スライムの足を撃ち抜き、引ひき千ち切ぎる方がたやすいが──彼女の残りＨＰはたった２。

　これ以上のダメージはさすがに魔族でも致命傷となる。……ならば。

「オズ」

「はい、ぜひともこのオズめにお任せください」

　俺の意図を察した従魔が、幼女の姿から石板の欠片かけらとなった。

　ころりと倒木の下に落ちると──。

『いきます！』

　瞬時に肉体を再構築し、横倒しの樹木を下から押し上げた。

　無論、一瞬のこと。太い幹の重さに耐えきれずオズはべしゃりと潰つぶれてしまった。

　黒い石板の欠片に戻り、『きゅう』と地面でへばる。

　その隙すきにメススライムを引っ張って、うまく足を引き抜かせた。

「……！　……!!」

　動けるようになったスライムが歓喜する。

　言葉を紡げないぶん、感情が素直に体に出る性格らしい。大きな胸を弾ませ微笑ほほえみ、長い髪をふよふよと躍らせた。

　勢いよく立ち上がり、俺に飛びついてこようとするが……彼女は慌てて踏み留まった。口元を両手で隠し、水すい晶しよう色の瞳ひとみを曇くもらせる。

　魔王である俺に、安易に抱きつこうとしたのを恥じたか。

　否いな、これは……。

「どけてみろ」

　俺は彼女に強く命じた。

　下級魔族に逆らう術すべなどありはしない。メススライムはおずおずと両手を下げる。

　改めて露あらわになったのは、ぷっくりとした唇くちびるだ。そこにはなんの痕こん跡せきもないが──彼女の体が、心が覚えている。

　小汚い亜あ人じん種しゆに無理矢理穢けがされたことを。

　だからスライムの瞳から、堪こらえきれない感情の滴しずくがぽろりとこぼれた。

「違うな。気にするな」

「……！　……!!」

　俺が慰なぐさめてもスライムは長い髪をわななかせた。

　この一度だけではないのかもしれない。それほどまでに下級魔族は弱く、ヒトどもに弄もてあそばれることも多いのだ。

「だから？　俺は気にするなと言ったぞ」

「!?」

「貴様は美しい。汚らしくなどあるものか」

　言葉よりもなによりも、俺はスライムに触れた。つややかな髪を撫で、たわわな胸を無造作に摑つかむ。

　ほう……なんとやわらかく、あたたかいのだろう。極上の感触を楽しみつつ俺は、そのまま青い体にずぶりと指をめり込ませた。

　粘ねん液えきで肉体を構成するスライム相手だからこそ、できる行為だ。

「……！　……！」

　内側から大きな乳を、くびれた腰を、丸い尻を堪たん能のうすれば──彼女の全身が身み悶もだえる。

「ふ。貴様の心結晶コア・ハートは、ここか？」

　見つけるのはスライムの股の付け根に浮かんでいた、青い体に紛まぎれ込こむもの。

　瞳と同じ、透き通った煌きらめきだった。

　こつんと指先でつつけば──。

「……～～～～～!!」

　少し刺激が強すぎたか。大きく仰のけ反ぞった後、スライムはくたりと俺に身を預けた。

　この程度で果てるとは……まったく、本当に可愛かわいらしい女だな。

「下級魔族の分際で、魔王さまにお手つきしていただけるとは……うらやましい！」

　幼女の姿に戻ったオズが騒ぐ。

「やはり乳袋は無駄に大きい方がよいというのですね。くっ……」

　まだそこを気にしているのか。困った従魔だ。

　確かに心結晶コア・ハートに触れるのは特別な行為に当たる。魔族の命そのものだからな。

　だが弄んだわけではない。ちゃんと意図がある。

　俺は青い体内から腕を抜かず、スライムの心結晶コア・ハートにそっと触れ続け……。




　突然見えたのは、この森の風景ではなかった。

　魔族繁栄時代の遺跡の中か。

　灰色の石で塗り固められた、真っ暗な──心落ち着く闇に染まったダンジョンだ。

　しかし、その奥から魔法の光が追いかけてくる。




「魔王さま？　これは……！」

　俺の従魔であるオズも同じものが見えたらしい。

「このスライムの、記憶ですか？　そういうわけだったのですね。さすがです！」

　然しかり。なにがあったのか……言葉で訊きくよりも、直接こうして覗のぞき見みる方が早い。

　魔族の心結晶コア・ハートは経験と記憶の塊かたまりだ。

　触れられるのは表面に刻きざまれた、最近の記憶のみだが──。




　どうやらダンジョンの中で、冒険者どもに追われ続けていたらしい。

　それはスライムだけに限らない。ダンジョン内にはたくさんの魔族がいた。

　色の違うスライムもいれば、キノコの姿に擬ぎ態たいする「マタンゴ」や、燃えさかる毛並みを持つ「焰ほむら鼠ねずみ」もいる。

　闇の中、揺らめく明かりを抱えながら飛ぶのは「ランタン蝙蝠こうもり」で、転がりながら群れで逃げる「爆ばく裂れつ岩いわ」がいた。

　大半が下級魔族ばかりか。ダンジョンのどこに身を隠しても、冒険者どもは容よう赦しやなくやってくる。

　そして強力な魔法で、ときにダンジョンの一部ごと魔族を消し飛ばし──スキルで武器を振り回しては刻み、砕くだき、潰すのだ。

　だからスライムはダンジョンを飛び出した。

　外に繋つながる、わずかな隙間を粘液の体ですり抜けて。




「今の、なんだ？」

　俺は記憶のヴィジョンの中に違和感を抱いた。

　スライムが必死に這はい出でた隙間は、何者かの手によって板で塞ふさがれた場所だった。

　表面には大きく【×】とマーキングされていた。

「ヒトが……意図的に封鎖したダンジョン、ですか？」

　オズが俺と同じ結論に辿たどり着つく。こくん、と頷うなずいたのは俺に抱きつくスライムだ。

　──スライムの記憶はまだ続いていた。




　夜に紛まぎれてダンジョンから逃亡したスライムは、必死に地を走りながらも振り返る。

　サーガイアの三つの月が照らす中──浮かび上がるのはダンジョンの外観。

　地上に残る四角い塔の大半が崩れ、今は地下にしか遺跡の形を残さない、それは……。




「もしや『地下廃城』か!?」

　俺に遺のこる、欠けた記憶がそう告げていた。

　オズも大きく目を見張る。

「はい、間違いないかと！　あれは先代である魔王セプテムさまが降り立ち、拠きよ点てんとされた地下廃城……前回の、魔王軍最後の砦とりでです！」

　そして魔竜である「我」が倒された場所。

　そこで今、なにが起きている？

　スライムが水晶色の瞳を潤うるませ訴えていた。

　触れた心結晶コア・ハートを通して、彼女の悲痛な記憶が交こう錯さくする。




　封鎖された地下廃城で毎日のように、魔族たちは大勢の冒険者どもに狩られていた。

　いかに繁はん殖しよく力りよくに優れる魔族といえども、これでは駆く逐ちくされてしまう。

　だから……定期的に新たな魔族がダンジョン内に放り込まれた。

　捕らえられ、金で売買され、この地で殺されるためだけに。




「ＥＸＰを得るための施設にされたのか！　俺のかつての拠点が!!」

　もういい。状況はすべてわかった。俺はスライムの体内から腕を抜く。

　……これまで彼女以外の魔族と遭遇できなかったのも、理解できた。冒険者どもに捕獲され、あのダンジョンに売り飛ばされていたせいだ。

　この周辺から一体もいなくなるほど、徹底的に……！

「なんという卑ひ劣れつな！　わたくしたち魔族をただ殺すだけでは飽き足らず、戯たわむれのために生かして閉じ込めるだなんて！」

　オズが憤ふん怒ぬし、俺の代わりに青いスライムを優しく抱いた。

「そこからあなたは逃げてきたのですね？　命からがら」

「……！　……！」

「大丈夫。わかっています。あなた、逃げるとき……何度も何度も振り返っていましたから。地下廃城に残した他の魔族のこと、気にかけているのですね」

　俺の中にもスライムの見た光景がまだ残っている。

　それに、逃げ出せたのは彼女の力だけではない。

　スライムが這い出るだけの隙間を作ったのは、手先が器用な「土つち蜘ぐ蛛も」だ。

　封鎖する板には魔族を感知する魔法がかけられていたが、「這はい寄よる蔓つる」が浸しん食しよくし、うまく誤ご魔ま化かした。そして他の魔族が騒ぎ、冒険者どもの注意を惹ひき付つけているうちにスライムは逃げたのだ。

　愛されている女だな。無む垢くで、美しく──誰よりもか弱いからか。

　俺は彼女の潤んだ水晶色の瞳に触れる。

「貴様は幸運だな。逃げた先でこの俺と出会えたのだから……。オズ！」

「はい、魔王さま。こちらに！」

　オズがスライムに抱きついたまま、胸元に地図を表示した。

　スライムの記憶を覗き見たことで、そこには情報が追加されている。

　俺の忘れていた地下廃城の位置が記されていた。それはこの、深き石森を抜けた先に存在する。

　……徒歩で向かうにはかなりの距離があるが。

「ふ。試してみるか」

　得られた素材は十分なはず。だから。

「さあ。新たなる俺の足よ、出いでてみせよ！」

【ビークル変換生成クリエイト】

　俺の呼びかけに、黒き魔力の輝きが収束して──。
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「これはっ、なんと大きな!?」

「……？　？　？」

　従魔とスライムが驚いたのは、そのサイズか。

　瞬またたく間に黒い魔力から生み出されたのは、馬よりも大きなもの。

　太い鈍にび色いろのフレームが剝むき出だしになった四輪車両だ。

「ふ。出たな、バギータイプか！」

　俺は一目で理解する。

　森の中に突とつ如じよとして現れたのは、自動車の一種であるバギー。

　車にしてはかなり小型で、簡素なタイプだ。一つしかない運転席がロールバーで囲われているだけで、扉もなければ屋根もない。

　後部に収められた鋼の心臓──エンジンも、剝き出しの有様だ。

　そのエンジンの真上にはバケットシートが一つ、後ろ向きで追加されていた。





■ＢＵＧＧＹ（ＭＡＯ８）

座席数：２

重量：６６０㎏

最高時速：９０㎞／ｈ






「魔王さま？　こちらはいったい？」

　オズの胸元に、バギーの簡単な性能が表示される。

　時速９０㎞／ｈということは、それほど速く走れる車両ではないか……ということが俺にはわかる。スキルＦＰＳのおかげだな。

　だが、四隅に踏ん張るタイヤはごつく頼もしい。大抵の悪路なら走破できるだろう。

「悪くないな」

　速度は出せなくても、これなら森の中でも走っていける。

　もっともオズやスライムはまったく理解できずに、お互い顔を見合わせていたが。

　そうだな。簡単に説明するなら……。

「これは、さしずめ俺の愛馬というところだ。素材で馬車が手に入ったからな。似たようなものに変換できないか試してみたのだ」

「そうでしたか！　さすがです！」

「最初にパラシュートが生成できたからな、銃以外のものも作れると思っていた。どれ」

　問題は動かせるか、だが……俺は運転席に乗り込んだ。

　おっと。腰の後ろのｍｉｃｒｏＲＯＮＩがつかえたため、シート脇に挟はさみ込こむ。

　いざとなれば拾い上げて、運転しながらでも撃てるか？　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩは銃床ストツクをたたんでおけば、片手でも取り回しができるしな。

　しかし──当たるかどうかは別だ。走る車から標的を狙うのは至し難なんの業わざだろう。

　できるだけ安定した走りをさせれば、命中率も少しは上がるだろうが……。そんなことを思いながら、俺は円まるいステアリングに初めて触れる。

　これが左右の操そう舵だ。足元のペダルがアクセルとブレーキか。シート脇に生えたレバーはＡＴオートマチツクで、前進後退の切り替えはこれでできるな。

　……ふ。扱い方が自然とわかる。やはり銃と同じだ。

　そしてステアリングの脇に【ＳＴＡＲＴ】と書かれたボタンがあった。

「始動は、プッシュスタート式か」

　──ブルン！

　押せば後ろでエンジンが目覚め、大きく震えた。

「きゃああ！」

　オズがおののき、スライムもたじろぐ。

「ふ」

　心配ないと俺が嗤わらえば、両者とも落ち着いたが──確かに奇妙な代しろ物ものだ。魔法ではなく、火の力で動く鋼の箱とはな。

　もっとも、俺にも詳くわしい仕組みはわからない。燃料とやらが必要なのは理解しているが……たぶん銃の弾薬のように、俺の魔力が転じて機能しているのだろう。

　確かにバギーの生成にはかなりの魔力を消耗したようだ。軽い倦けん怠たい感かんがある。

　新しい銃も補充したいところだったが、回復するまで後回しだな。ともかく──。

「行くぞ。乗れ」

「はい！」

　命じればオズがさっそく、後部のバケットシートに手をかけた。

　が、背の低い彼女では這はい上あがるのに一苦労な高さだ。

「……何をしているのですか、あなた？　手を貸しなさいな」

　じろりとオズは、立ち尽くすスライムを見る。

「よもやここに残る気なのですか？　魔王さまが誘っておられるというのに！」

「？　？　？」

　青いスライムは無数の【？】を髪で作った。

　自分まで含まれているとは思わなかったのか。水すい晶しよう色の瞳ひとみが戸と惑まどいに揺れている。

「あのですねえ、確かにこのばぎーとかいう代物に座席は二つしかありませんが、わたくしは見ての通り小柄です。あなたがここに、一緒に座ることくらいはできるでしょう」

「……！　……!!」

「何を躊躇ためらうことがあるのです。あなたは従魔であるわたくしを除けば、復活したばかりの魔王さまのもとに、一番に集つどいし魔族なのですよ？」

「!!」

「たとえ力の弱いスライム種であっても、誇り高き魔族の一員。ならば、あなたのやるべきことは一つだけです」

「然しかり。それに魔王である俺のなすべきことも一つ」

　俺は運転席でステアリングを握り直した。

「これから、囚とらわれの魔族たちを救いに向かう」

「さすがです、魔王さま！」

「故ゆえに、貴様は俺を案内せよ。今の地下廃城のことは、逃げてきた貴様が一番知っているだろう」

「……！」

　スライムの表情が変わった。

　彼女から伝わる魔力の波動にも、強い決意が感じられる。

「覚悟は決まったようですね。さあ、ではさっさとわたくしを……きゃあっ!?」

　スライムが動く。ぬるりと青い体を這わせて、長い髪でオズを押し上げ、一緒になって後ろ向きのバケットシートによじ登った。

　そのまま彼女はシートと一体化するように、オズを抱いて座り込む。

　やわらかいスライムの巨乳に、小柄なオズが埋まるような格好だ。

「そ、それでよいのです！　この体勢には今一つ、納得できませんけれどー！」

「？　……？」

「ふ。座れていれば気にしなくていい。そのまましっかり摑つかまっていろ」

　シフトレバーをＮニユートラルからＤドライブに切り替えると、エンジンの動力が四つのタイヤに伝わった。

　バギーがそろりと動き出す。

　どれ？　アクセルを踏めば──ブオオオオオオン！

「きゃああ───っ!?　魔王さまあ！」

「!!　！　!?」

　エンジンが吠ほえてバギーが一気に加速した。地面の凹おう凸とつをタイヤが拾い、車体が撥はねる。後ろでオズとスライムが慌あわてふためくが、問題ない。

　俺は冷静にステアリングを操り、森の木々を避けてバギーをうまく走らせた。

「ふはははははは！　いいではないか、車というものは！」

「さ、さすがです魔王さま！　このような暴れ馬であっても、楽しんでしまわれるとは～～～～～！」

「～～～！　～～～～！」

　オズとスライムは、後ろの席にしがみついているだけで精一杯だったが。





　　　　§






　空が茜あかね色に染まってきた頃、バギーは深き石森を抜けた。

　徒歩では何日もかかっただろう距離を、わずか半日で駆け抜けたことになる。

　ふ。小型でもさすがは自動車だな。

　だが俺はここでバギーのブレーキを踏み、土煙を上げて停車させた。

「……ま、魔王さま？」

「オズ」

「はい、地図を出しますね。すぐに！」

　スライムとともに後部座席でぐったりとしていたオズが、慌てて飛び降りてくる。はだけた胸元に表示させたのは、地下廃城周辺を拡大した地図だ。

　深き石森の先に広がるのは、赤く染まっていく灰色の荒野──。

　地図上で確認すると、ここを突っ切れば地下廃城まで辿たどり着つける。

　だが見晴らしがよく、障害物がない。

「山を回るか」

　俺は地図を見て、大回りのルートに決めた。

　地下廃城の横を大きな川が流れている。すぐ側にある山岳地帯を抜けてくるものだ。

　バギーの姿を見られずに近づくには、ここを利用するのがいいだろう。

「こちら側なら地形が険けわしいぶん、冒険者どもの姿もないはずだ」

「……！　！」

　こくこくとバギーの後部座席で頷うなずくのはスライムだ。

　そうか──地下廃城よりスライムが逃げてきた記憶を俺は思い出す。

　夜の闇に紛まぎれながら、彼女が最初に向かったのは……。

「貴様も山岳地帯を通って逃げたのだったな」

「！　……！」

「では、ひとまず真っ直ぐに北上でしょうか。魔王さま」

　地図を映す自分の平らな胸を、オズが指でゆっくりなぞった。

　方角はそれでいいが──。

「今日はもういい。オズ」

「はい、魔王さまのステータスですね？　どうぞ」





【魔王　アハト】

魔族／Ｌｖ９９

ＨＰ：６６／６６

ＭＰ：１２６１／６６６６

所持金：６６４６９４Ｃ






　……やはりか。俺は切り替わった表示の、ＭＰに注目する。

　半日経たってようやく１／５の回復量といったところだ。

　バギーにはヘッドライトもついているため夜間でも走れるが、もう少し回復しておきたい。地下廃城では必ずや、多くの冒険者どもと戦うことになるからな。

　俺はヒトをけっして舐なめない──ヤツらは侮あなどれない相手だから。

　スキルＦＰＳを最大限に利用するためにも、常に備える必要がある。

「ここで休息に専念する。出発は夜が明けてからでいいだろう」

「承知しました！」

　要は、眠るということ。寝床としてはいささか窮きゆう屈くつだが、俺はバギーの運転席に深く座り直した。

　代わりにオズがバギーのボンネットによじ登る。従魔として、休眠中の主を守るため周囲を警戒しているのだ。

　後部座席にいるスライムもそれに倣ならってか、立ち上がるようにやわらかな身をくねらせる。が、うまく立てなくてシートの端からずり落ちた。

「どうした？」

「……？　……？」

「オズ」

「はい。今度はスライムのステータスですね」





【スライム】

魔族／Ｌｖ１

ＨＰ：５／１５

ＭＰ：８／８

所持金：６Ｃ






　なるほど。オズの胸元に出たＨＰの値を見て得心する。

　スライムはまだ、冒険者にやられたときのダメージが回復してないのだ。

　しょせん下級魔族だな。

「貴様もちゃんと休んでおけ、スライム」

「……！　……！」

「そう言えば今更だが、貴様……名はないのだな」

　スライムはあくまで種族名。有う象ぞう無む象ぞうの下級魔族の一体でしかないため、個別の名前も持たないのだろう。

　しかし彼女は、俺の新生魔王軍に下った、最初の一体だ。

「ならばこの俺が戯たわむれにつけてやろう。貴様の名は、そう……スライムの、イムだ」

「!!」





【スライム　イム】

魔族／Ｌｖ１

ＨＰ：５／１５

ＭＰ：８／８

所持金：６Ｃ






　適当につけたが、すぐにステータスに反映された。

　スライムのイムは嬉うれしそうに瞳を輝かせ、青い巨乳を弾ませる。どうやら気に入ったようだ。

「身に余る光栄ですね、イム！　魔王さま直々に名を賜たまわるとは。まあわたくしは最初から、オズという誰よりも素晴らしき名前をいただいておりますが」

　サイドにまとめた金色の髪を掻かき上あげて、オズが誇らしげに告げた。

　また変に対抗心を燃やしているが……然しかりだ。確かに従魔のオズという名は、初代の魔王がつけたはず。なにをもとに名付けたのかは、今は思い出せないが……。

　そう言えば地下廃城は、先代魔王セプテムが英雄に倒された場所だ。

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　魔竜の「我」が上げた、断だん末まつ魔まの叫びだけは──今もはっきり覚えていた。

　あの後、魔竜セプテムを倒した女騎士は、魔王のＥＸＰを得て「英雄」となったはず。

　……あれからどれほどの時が流れたかは知らないが、英雄と化した者は、ヒトの限界を超えた力を手にする。

　大抵が不老長寿の肉体を得て、魔族の支配領域を奪い、勝手に統治し始めるのがお決まりだ。その程度の欲望しか持たないのがヒト、ということだが……ならば地下廃城を統すべるのは、あのときの女騎士か？

　その顔は思い出せずにいるが、あの女騎士を倒せば、奪われたＥＸＰを取り戻せるだろうか。

　然り。英雄をキルし、俺の記憶を奪い返せばきっと、思い出せることも多くなるはず。

「ふ」

　成り行きで決めた地下廃城行きだが、悪くない。むしろ僥ぎよう倖こうか。

　これもイムと出会えたおかげだな。彼女は名をもらえた嬉しさをまだ嚙かみしめているようだ。バギーの後部座席で半透明の体をぐねぐねとくねらせていた。

　その長い足に、曇くもりが残っていることに俺は気付く。

「イム？　貴様、その足……そうか。木に挟まれていたときの傷だな」

「……？　……！」

　イムが慌てて髪を伸ばし、足を隠した。……まだ治せていないのを恥じたか。

「まあいい。これを試してみろ」

【アイテム変換生成クリエイト】

　俺は手のひらサイズのパッケージを生成した。

　ほう。やはり、こういうのも造れたか。

「魔王さま、そちらは……？」

「ヒトの薬草のような、回復用アイテムだ。どこまで魔族の体を治せるかは知らないが」

　俺はパッケージを破る。

　中に入っていたのはくるくると巻かれた白い布、「包帯」だ。

「傷口に巻けばいいという代物だ。イム、足を出してみろ」

「……!?」

　運転席から立ち上がった俺に命じられれば、下級魔族はおずおずと足を差し出すしかなかった。透き通る青い左足が、足首にあたる部分でひどく曇っている。

　だからそこに包帯を巻き付けてやった。

「！　！　!?」

「どれ、回復具合は？」





【スライム　イム】

魔族／Ｌｖ１

ＨＰ：７／１５

ＭＰ：８／８

所持金：６Ｃ






「こちらです、魔王さま」

「２ポイントの回復か。少しは効いているというところだな」

　巻き続けておけば徐々にだが、もう少し回復していくだろうか。

　しかし大したアイテムではない。実際に俺が使うことになれば、もっとまともなものを造り出そう──。

「イム、調子に乗ってはいけませんよ。これは魔王さまが、御おん身みの新たなるスキルを試しただけに過ぎないのですからね」

　真相を従魔のオズがばらした。

「ですよね、魔王さま！　さすがです。このような些さ末まつごとも抜け目なく利用するとは」

　余計なことを──と思ったが、イムはまったく気にしていない。

「！　！　!!」

　恐縮に長い髪を震わせて、大事そうに包帯の巻いた足を撫なでていた。

　魔王からの褒ほう美びなのだ。満足しないわけがない。

　俺は、嬉しげにだらしない表情を見せるイムから目を離し、運転席に座り直した。

　いい女が喜んでいるのは、いいことだ。目を閉じてすうっと深い眠りに就つく。

　──今度は夢も見ずに。





[image: ]





【魔王　アハト】

魔族／Ｌｖ９９

ＨＰ：６６／６６

ＭＰ：４９２７／６６６６

所持金：６６４６９４Ｃ






　一夜明けて、俺のＭＰの回復量はプラス１／２といったところだ。

　全快とはいかなかったが、後は運転をしながら回復を待つことにする。

　かくして俺は従魔とスライムのイムを乗せ、バギーを北へと走らせ続けた。

　平坦な岩肌の荒野は、ぶっ飛ばすのに最適だ。

「～♪　～♪　～♪」

　バギーの揺れも少なく、すっかり慣れたイムが後部座席で歌を奏かなでる。

　ふ。言葉にはならぬスライムの歌声だが、ぱふぱふと唇くちびるでリズムを刻きざむ響きがいい。快調にアクセルを踏んでいられる。

「ふむふむ。ばぎーとは、このように操っておられるのですね」

　オズの方はバックパックを前に抱えて、俺の足の間に座っていた。

　ついでに俺の操縦方法を熱心に観察している。──スキルＦＰＳを持たないが、オズは俺の分け身たる従魔。なんとなく理解できるようだ。

　運転を交代しても面白かったが、オズの足がペダルに届くかは疑問だがな。

　それに俺は、ただバギーを走らせていたわけではない。常に周囲を警戒する必要があった。

　なにせバギーはこの荒野では目立つ。舞い上げる砂すな埃ぼこりも厄やつ介かいだが、唸うなるエンジン音は隠しようがない。道中、冒険者の一行と出くわすのは避けたかった。

　もちろんキルすればいいだけの話だが、先に相手に見つかるのはよくない。面倒だ。

　しかし幸い誰にも遭そう遇ぐうせず、日が明るいうちにバギーは丘きゆう陵りよう地ちに入った。

　ここから先が山岳地帯だ。

「オズ」

「はい、魔王さま！」

　オズが身をよじり、真後ろの俺に胸元を見せた。表示した地図で現在位置を確認する。

　速度を落としてエンジン音を絞りながら、岩山の斜面をバギーで登る。

「！　……!!」

　やがて山の頂上が見えたところで、後部座席に座るイムが騒いだ。

　俺はバギーを停車させ、エンジンを切った。サイドブレーキも忘れない。

　車で近づけるのはここまでということだ。真っ先にスライムがシートから飛び降りて、這はいながら山頂に進んだ。

　俺とオズも車外に出ると、姿勢を低くして続く。

　山頂の向こうは切り立った崖だ。そこから眼下に広がる風景が一望できる。

　わずかな木々に囲まれた中──朽くちた四角い塔が何本も横たわる、古い遺跡の姿があった。

「あれが、今の地下廃城か……！」

　俺のかすかな記憶に残る形とは、少し違う。

　スライムの記憶を覗のぞき見みたときは、夜だったためか気付かなかったが……地下以外は廃はい墟きよと化した遺跡の上に、なんと街ができていた。

　小屋のようなものがいくつも建てられ、行き交うヒトの気配がたくさんある。

　……この山頂からは少なくとも、２０００ｍは離れているか？　そのためいくら目のいい俺でも、動くものを捉とらえるのがやっとだが……。

「出でるがいい、スコープ！」

　ブブー！

【素材が足りません】

　理システムからの嫌な音と、無情な文字がもたらされる。

「無理か。然しかり、レンズになるものが足りないのか。道理だな」

「魔王さま？」

「？　？　？」

「……小型の遠眼鏡を造ろうとしただけだ。できれば、つぶさに観察できたのだがな」

　オズとイムに説明しながら俺は軽く舌打ちする。スコープが生成できないなら、狙撃用の銃を生成するのも考えものだ。

　この距離から、一方的に蹂じゆう躙りんできれば楽だったんだが……そうはいかないらしい。

　そもそも狙撃で一いつ掃そうするのは現実的ではないか。街の中は死角も多いし、ヒトの数が予想よりも多かった。

　見えるだけで二、三百人はいる？　つまりは、倍の五百人から千人程度は潜ひそんでいると想定できるか。……集落の規模としては小さなものだが、ならば。

「これならできるか？　サプレッサーよ、出でよ！」

【パーツ変換生成クリエイト】

　俺の手のひらの中に、分厚い黒くろ鉄がねの板が現れる。

　否いな、ただの板ではない。

「ほう。これは……グロック用か」

　側面には「ＦＤ９１７－ＭＡＯ８」と刻まれている。

　モデルＦＤ９１７。グロック先端下部に設けられた、アンダーレールを使って装着できる板状の消音器サプレツサーだ。

　普通は円筒形をしていて、銃身バレルの先に加工して取り付けるものだがな。こいつはなかなかに面白い形状だ。

「な、なんですか？　魔王さま、こちらは……？」

「？　……？」

「ふ。試してみるのが一番早い」

　オズとイムをその場に残し、俺はバギーに戻った。ｍｉｃｒｏＲＯＮＩを摑つかみ取とり、下部にあるハッチを開けて、中のグロック１８Ｃを分離する。

　そしてグロックの前方からＦＤ９１７を接続すれば、がっちりと一体化した。

「長くなりましたか!?」

　シルエットの変化にオズが驚く。

　なるほど、然りだ。ＦＤ９１７はグロックの厚みとぴったり同じで、かつ、角張った同じフォルムをしていた。

　だからくっついた姿は、二倍ほどの長銃身ロングバレルになったように見える。

　シンプルで美しい……。まるで、最初からこの形だったかのように馴な染じむ。

　構えてみれば、先端にＦＤ９１７がついたせいで重心がトップヘビーだ。しかしそのぶん、跳ね上がりの反動リコイルは抑おさえられるだろう。

　だが、消音器サプレツサーの本領はそこにない。

　その機能は名前の通り、音を消すこと──。

　パッ。

　適当に地面に向けて１発撃てば、銃声がした。

　それはいつもより明らかに小さなもの。普段の音が誰にでも異音とわかる強さなら、ＦＤ９１７越しの銃声は拍手程度か。

　当然そのくらいでは、あたりに音が響くことはなかった。

「いいではないか」

　俺は嗤わらう。

　上部にコンペンセイターの穴が空く１８Ｃだから、どうなるかと思ったが──音のほとんどは銃口マズルの先から漏れるのか、それとも俺の造る弾が特殊なのか。

　消音器サプレツサーが十分に機能していた。これなら使い物になりそうだ。

「イム！　地下廃城の内部の構造は、わかるな？」

「……！　！」

　俺の要求に青いスライムが応える。

　透き通る長い髪と、両腕で挟み込んだやわらかな二つの乳房が形を変えた。

　青い体で作り上げるのは、立体的なダンジョンのマップだ。

「ほう。やるではないか」

「！　……！」

　これならつぶさに見て取れる。先代魔王の頃の記憶は乏とぼしいが……あちこちの出入り口が封鎖されている以外は、ほぼ同じか。

　否。大きく違うのは、中心部の構造だ。

　そこはかつて、魔竜セプテムがいたダンジョンの深部。

　しかしかなり手を加えられたようで、地表近くまで届く大空間となっていた。

「ここは……なんだ？　ヒトのための居住区か？」

「……！」

　イムがふるふると首を振る。違うらしい。

　……気になるのは、彼女の作った地下廃城の姿に、地上部分がまるで含まれていないことだ。

「地下のダンジョン部分は完全に、魔族を閉じ込めるために利用されているのか。ならヒトどもがいるのは地面の上だけだな」

「！　！」

　今度はこくこくとイムが頷うなずく。つまりは、地下に入る必要はない。

「街はいくつか建物がある程度か。そこに侵入し、中から直接掃そう討とうしていくしかないな」

「そのために、じゅうの音を減らすアイテムだったのですね！　さすがです魔王さま！」

「然り、だ」

　オズの前で俺は、ＦＤ９１７付きのグロック１８Ｃを構え直す。

　遮しや蔽へい物ぶつに隠れながらの近接戦闘では、拳銃ハンドガンが最適だ。弾も、ＭＰが十分あるから足りなくなっても生成できる。

　後は──。

「夜を待つか」

　闇に紛まぎれた方がいい。それと、ここから街に向かう経路を見つけなければ。

「イム。貴様が通ってきた道はどこだ」

「？　……！」

　今度はイムの青い体が、切り立った大地を形成した。この山岳地帯を模したものか。そこを通って流れる川や、少し離れて簡単な地下廃城まで形作る。

　そして透ける髪で【→】を作り、示したのは川沿いのルートだった。
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　バギーに乗って俺たちは、山頂から少し降りる。

　そうやって辿たどり着つくのは、山岳地帯を縦断する一本の川だ。

　緩ゆるやかに水が流れるそこは……浅い。バギーがそのまま入っても、運転席の足元に水が入ってくることはなかった。

「なるほどな。川に沿そってではなく、イムは川の中に隠れながら逃げたというわけか」

「！　！」

　すでに空は紺こん色いろに染まり、空の端から三つある月の一つが顔を出す──。両側を崖が挟み込んだ川は、もう闇に包まれていた。

　ここならバギーを隠すにはうってつけだ。

「後は徒歩だな」

　エンジンを切ったバギーから降りて、俺は靴底で浅い水流を踏みしめる。

　オズも同じく俺に倣ならった。

　小柄な従魔が背負うバックパックには、グロックを抜いたｍｉｃｒｏＲＯＮＩも預けてある。消音器サプレツサーを使うなら邪魔だからな。

　──その消音器サプレツサーも今はグロックとは分離して、ベルトの空きポーチの一つに差し込んでいた。

　さすがに装着後はグロックが大きくなりすぎて、右足のレッグホルスターには収まらないからだ。街に入るまでは出番もないしな。

　今から移動を始めれば、ちょうど暮れる頃合いで地下廃城に着けるだろう。

「行きましょう、魔王さま！」

　オズが川の中を歩き出した。従魔らしく先導する気か。

　だが、イムは──。

「貴様はここに残っていて構わないぞ、イム」

「!?」

　俺に命じられ、イムが水すい晶しよう色の瞳を瞬またたかせる。

　……まったく。魔王である俺が、気付かないとでも思ったのか？

「さっきから震えているな、貴様は。地下廃城に近づくのが恐ろしいのだろう」

「……！」

　静かな川の流れに浸つかる、イムの青い足。そこにわずかな波紋ができていた。

「あなたは……それだけの恐怖を味わってきたのですね？」

　オズも責せめない。

　魔族は元来、温和な種族だ。怖おじ気けづくのも無理はない。

　イムは必死な形ぎよう相そうで、ふるふると首を横に振るが……。

「違うな、単純な話だ。これからヒトの街に潜もぐり込こむにあたって……貴様は一目でばれるだろう？」

「!!」

　皮肉なものだが、今回の俺はヒトと変わらぬ姿をしている。

　さしたる力のない従魔のオズも同様だ。だからこそ少し誤ご魔ま化かせば、ヒトに偽ぎ装そうすることもできるが──青い体のイムには無理だ。

「あなたは、気に病むことはないのですよ。魔王さまの合理的なご判断なのです」

　オズが薄い胸を張る。

「それに従魔のわたくしがいれば十分ですし？　むしろあなたにはここに置いておく、ばぎーの見張り番を命じます！　……ということですよね、魔王さま。さすがです！」

「～～～～～～～～！」

　イムはまだ納得がいかないようだが、俺は手の甲をすっと差し出す。

　ヒトの命を奪って穢けがれた、銃を握る右手ではなく左の方だ。

　イムの表情がはっとした。

「スライムのイムよ。貴様はここまで十分に活躍してくれたぞ、褒めてつかわす。後は魔王である俺に任せておけ」

「！　……！」

「だから貴様の心意気だけ、ここでもらっておこう」

「……！」

　イムが観念し、青い体を少し屈かがめる。俺の左手の甲にそっと接せつ吻ぷんした。

　同時に流れ込んできたのは、彼女の魔力──。

「ふ」

　ほんの１ＭＰほどのものだが、魔族にとって魔力とは己そのもの。

　故ゆえに、これはとても意味のある行為だ。ふわあとオズが目を見張る。

「さすがです魔王さま！　下級魔族からでも、誓ちかいの口づけを受け取るとは……！」

「このイムの魔力に約束しよう。勝利をな」

　もうスライムの少女は抗あらがわなかった。まだそわそわしていたがバギーの後部座席に這い上がり、俺たちを見送る。

　川を下るこちらの姿が見えなくなるまで、ずっと……。
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　闇に包まれた川の中を歩き続け、俺とオズは地下廃城へと近づいていく。

　浅いとはいえ膝ひざまで浸つかる歩みでは、あまり速くは進めない。バギーでの移動に慣れたせいか、ずいぶんとじれったく感じた。

　また川は、真っ直ぐ地下廃城へと流れているわけではない。大きく曲がり、想定していたよりも無駄に時間がかかってしまう。

「さすがです魔王さま。このルートは大正解ですね！　これだけ川がくねっていれば、闇夜に紛まぎれてしまえば向こうから見つかることはまずないと、わたくしは考えます」

　ついてくる従魔は相変わらずいいように取る。

　小柄なぶん短いスカートの裾すそまで濡ぬらしていたが、重いバックパックを背負っていても歩みはしっかりしたものだ。ふ、さすがは俺の従魔だな。

　しかし、すっかり夜になり──空には二つ目の月が昇のぼったというのに、地下廃城には煌こう々こうと明かりが灯ともされていた。

　かなり近づいたから見て取れるが、街の中では宴うたげが催もよおされているようだ。ヒトどもの下げ卑びた喧けん噪そうがここにまで届いてくる。

　……酒とやらか。まったく、魔族には理解できないな。わざわざ体に変調を来すものを取り込むなどと。

「呆あきれますね、ヒトというものには……。でもこれだけ騒がしいと、わたくしたちの潜入も容易そうではありますね」

「然しかり、だな」

　確かにオズの言うとおり。後はどこから侵入するか、だが……地下廃城の街は倒れた遺跡を利用して、堅けん牢ろうな壁をぐるりと形成していた。

　先代魔王セプテムが砦とりでとして使っていた頃の名残なごりでもある。川を進む俺たちの行く手に架かけられた、立派な石橋が見えてきた。地下廃城に設けられた正規の出入り口だ。

　石橋の欄らん干かんに取り付くのは簡単だった。橋の側に小さな塔がある。かつて魔族が使っていた、見張りのための物もの見みの塔。

　そこにはヒトの気配がないようだ。魔族から奪ったこの場所を襲撃してくる者などいない、ということだろう。

　俺たちには好都合だ。そのまま石橋の側面によじ登り──。

「魔王さまっ」

　小声でオズが警告した。俺も勘付き、従魔とともに頭を引っ込める。

　夜に包まれた橋の向こうから、揺れる灯ともし火びが近づいてきた。

　現れたのは幌ほろ馬ば車しやだ。青い魔法光の輝きを先頭に掲かかげ、二頭の馬が屋根付きの馬車を引いていた。冒険者一行が乗るものだろう。

　細かく確認するより先に俺とオズは、石橋の真下に身を隠していた。

　獣である馬に気け取どられるのはまずい。浅い川に身を沈め、できるだけ気配を断った。

　馬車が石橋を通るとき、馬たちがいなないたが……。

「この駄馬ども！　いくら暗くても、そこが街なのわかるでしょ。さっさと進め！」

　ヒトの声と鞭むち打つ音がして、石橋に響く蹄ひづめのリズムを立て直した。

【駆け出し女商人　アンヌ　Ｌｖ１９】

【捕ほ縛ばく士し見習い　リードゥ　Ｌｖ２２】

【白びやく鱗りんの用心棒　トロワガ　Ｌｖ３７】

　オズが水中で胸元に、真上を通る冒険者どもの情報を表示する。

　さっきのは女の声だ。女商人のものか？

「やれやれ、すっかりこんな時間だぜ！」

　ぼやくしゃがれた声に、シーッという鋭い呼吸音が混ざる。

　馬車の蹄の音に紛れながらも、俺にはしっかり聞き取れた。亜あ人じん種しゆの中でもトカゲの頭をした、リザード族独特のものだろう。

「でもあんな場所で、最後にもう一匹捕獲できたのは幸運でしたよ！」

　残る一人は若そうな少年の声をしていた。

「やっぱりうまく連携できたのがよかったですよね！　トロワガさんが川の中に入ってまで追い込んで、僕がうまく捕縛して」

「フン、いつも言ってるとおりだ。酒とメシにありつければ何だってやるさ」

「トロワガ、リードゥ！　今夜はぱーっと豪ごう遊ゆうだよ。こいつらをさっさと換金してね！」

　……また魔族が捕獲されたのか。

　俺は思わず水中でグロック１８Ｃを抜いていた。濡れていても問題なく動作するだろう。冒険者三人ならすぐキルできる。

　今飛び出して襲撃し、幌馬車にいる魔族たちを救出するか？

　しかし、俺は動かなかった。完全に馬車が石橋を渡りきってから、オズとともに川の中で立ち上がる。

　頭の隅すみにちらついたのは、この街にいるだろう──魔竜を倒した英雄のこと。

　今は思い出せないそいつの姿さえ、まだ確認していない。

「さすがです魔王さま、よくぞ堪こらえられました。馬もいましたし、ここで戦えばきっと他の冒険者どもに気取られていたでしょう」

「……うむ」

「大丈夫です。後で必ず、馬車にいた魔族も救いましょう。ヒトどもを一いつ掃そうして」

　従魔に言われるまでもない。下手をすれば千人近くいるだろう冒険者どもを片付けるのは、中に潜入してからだ。

「オズ」

「はい、すぐにご用意いたします」

　他にヒトの気配がないことを確認してから、俺たちはようやく石橋の上によじ登った。

　そこでオズが出してきたのは、これまでに回収したいくつかのアイテムだ。

　川に身を沈めていたせいで、ずぶ濡れだからな。【獣の毛皮】で水気を拭ぬぐい、俺は【白き加護のローブ】を纏まとった。

　いつぞやの魔術師から回収したものだが、白い布地にあった血の跡あとは消えている。

　理システムを通して回収した際、アイテムは素すの状態に戻るらしいな。

　おかげで安心して着こなせる。魔力で生み出した生地に比べて着心地はよくないが、ついていたフードを被かぶれば、頭の黒いツノも隠せた。

　ふ。これで魔族とはばれないだろう。

「では、わたくしはこの衣装で」

　オズの方は自分のドレスを消失させ、裸体となった上から【魅み惑わくの舞装束】を着る。

　他にも【約束の髪飾り】や【羽根飾りのサンダル】といった装飾品も身につければ、踊り巫女ダンサーのできあがりだ。

　背負うバックパックが不釣り合いなのと、体型がずいぶん貧相だが……。

「最後にこちらですね、魔王さま」

　オズが胸元に巻いたのは、複雑な模様の刻きざまれた胸飾り──。

　否いな。魔法の術式が刻まれたそれは、キルした隻せき眼がん女の眼帯だ。

　封印の魔術の力で、オズの胸に現れる理システムの表示が抑えられるだろう。実際、魔力で輝く紋もん章しようが胸飾りの下で消えていた。

「これで、ヒトへの擬ぎ態たいは万全ですね」

「然しかりだ」

　ローブの下で俺は、グロックの先に消音器サプレツサーを装着する。いつでも隠し撃てるように。

　だが潜入は正面から堂々と、だ。

「さすがは魔王さま、なんと大胆不敵な策なのでしょう！　むしろこの格好では、こそこそする方が目立つという判断ですね？」

「オズ。俺のことは」

「失礼しました。街に入ればけっして、魔王さまとはお呼びしません」

　それでいい。俺たちは冒険者になりきるのだ。
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　──無様に身をやつしてでも。
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　石橋を渡り、無人の物見の塔を通り過ぎて俺とオズは、ついに街の中に入った。

　魔法光の街灯の下、最初に出迎えたのは『英雄ダンジョン』と文字が刻まれた立て札だ。

　……ふん。これが街の名前というワケか。安易だな。

　側には地下へと降りるダンジョンへの入り口もあった。しかし、かつての地下廃城への入り口は【×】印が記された、巨大な岩石で塞ふさがれている。

　表面には強固な封印式も刻まれており、イムの記憶を覗のぞいたとおりだ。

　魔族たちを地下から出さないためのもの──。

　これを破壊してしまえば、囚とらわれの下級魔族どもは救えるか？

　否、多くの冒険者どもが街にいる状況では時期尚しよう早そう。ことは慎重に進めるべきだ。

　通りを進んでいけば、山の上から見下ろした、英雄ダンジョンの街の造りがよくわかった。石いし畳だたみで舗ほ装そうされたこの道が一本あるだけの、貧相な街並みだ。

「建物はどれもそれなりの大きさですが……木でできた、背の低いものばかりですね」

　オズが気付いたとおり、通りの左右に並び立つ家屋は二階建てがせいぜいだ。

　そのほとんどに寝床を模した看板が出ている。冒険者どもが安全に休息を取るための、宿屋という施設か。

　そこには今、ヒトはいないようだ。

　ヒトが眠るには早い時間というのもあるか、どこの部屋にも気配がない。

　代わりに喧噪が渦うず巻まくのは、通りの奥──幌馬車が向かった街の中心部に見えた、大きなテントだ。

　円形をした布張りの屋根の下で、大勢のヒトどもが騒いでいた。

「あそこにまとめてヒトがいる、というわけか」

「いかがしますか？」

「仕掛けるなら寝静まったところを潰つぶしていくのがいい」

　宿屋を一つずつ襲撃すれば、こちらの存在を気付かせず、安全確保クリアリングしながら片付けていけるだろう。そのために用意した消音器サプレツサーＦＤ９１７だ。

　ふ、目め処どはついたな。ヒトが寝入るまでどこかに隠れて待てばいい。

　しかし……俺はテントが気になった。せっかく冒険者に扮ふん装そうしたのだ。もう少し探りを入れてもいいだろう。

　それに、さっきの幌馬車も気になる。テントの方に行ったのなら、捕えた魔族もそこで取引するということか？

「オズ」

「さすがです。臆おくすることなく、さらにヒトどもに近づこうというのですね？」

「然りだ。ばれるなよ」

「はい。魔お……ん、ん！　アハトさま」

　さっそく失言するところだったが、オズは急にもじもじした。

「ああ、よもやこのわたくしが、主の御み名なをこうも軽々しく口にできるなんて」

　恍こう惚こつの表情さえ浮かべている。まったく、困った従魔だな。

　──ともかく俺たちは通りを進み、大型テントへと近づいた。

「ほう」

「これは……！」

　俺とオズは同時に舌を巻いていた。

　テントはテントだが、あまりに巨大なものだった。俺が知るのは冒険者どもが野営時に設営する、せいぜい四、五人用のタイプだが……天幕だけとはいえ、さっきの宿屋が十はすっぽり入ってしまう規模だ。

　それでいて天幕を支える柱は一本も見られない。代わりに天幕の一枚布は、地下廃城のあちこちに倒れ込んだ、遺跡の残ざん骸がいに結びつけられていた。

　なるほど、柱を組むよりよほど頑がん丈じように支えられるわけだ。だからこその、これだけの大きさのテントなのだろう。

　しかしなによりも俺たちの目を引いたのは、集まって飲み食いしているヒトどもだ。

　どいつもこいつもテーブルを囲み、椅い子す代わりの樽たるに座って赤ら顔で談笑したり、カードを並べて騒いでいたりするが……なんという数か！

「五百人より多く、いそうですね……！」

　オズがざっと数えて、背伸びしながら耳打ちしてくる。

　そのすべてがやはり冒険者だ。剣や盾は理システムを介して格納しているようだが、鎧よろいなどは皆、そのまま身につけている。

「おうよ！　このオレたちが、今度の魔王をぶっ倒してやるぜえ!!」

「八番目の英雄になるチャンスだっての！　ひゃはははは！」

「フヒヒ！　おめーらには無理だよ、無ー理！」

「手がかりは今日もギルドに上がってきてないんだろ？　復活したばかりだからか……」

「どこにいるンだよ、魔王ウゥ──！」

「にしてもアタシらの時代に新たな魔王が現れるなんて、冒険者冥みよう利りに尽きるわね～」

　冒険者どもは木製のジョッキを叩きつけ、盛り上がっていた。

　俺の話か。……すべてが魔王の敵というわけだ。俺はローブの下で、握るグロックについ力を込める。

　しかし引き金トリガーには指をかけない。暴発してしまうからな。

　暴れるにはまだ早い──。

　それに、やはり数が多かった。すべてをキルするには明らかに弾が足りない。俺はローブの下で、ベルトのポーチに収めてある予備弾マ倉グに触れた。

　４本──１７×４発だ。グロックにも１７発を装そう塡てんしてあるが、合計しても１００に届かない。オズのバックパックに預けてあるぶんを入れても、５００発には足りないはずだ。つまりは、戦いながら弾を生成していくしかないだろう。

　幸いＭＰはもう完全に回復しているから、どうにかなるが……。

「オズ」

「はい。戻られますか？」

「……違うな。少し時間を潰してからだ」

　襲撃はやはり宿で行うのがいいだろう。しかし今、テントに足を踏み入れたばかりで引き返すのも目立つかもしれない。

「いらっしゃーい！　空いてる席に二名さまどうぞぉ！」

　現に、席と席との間をせわしなく移動する、給きゆう仕じ役の一人に声をかけられた。
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「このあたりはちょっと混こんでるねぇ。はーい、じゃあこっちこっちぃ！」

　冒険者どもがひしめく天幕の下で、給きゆう仕じ役である一人の女が手招きした。

　肩を出して胸元が強調された服を着る割には、さほど谷間のない地味な女──。

　比べて、尻と網タイツの足だけはむっちりとしているぶん、ずいぶんと残念な印象だ。どうでもいいが。

　目を引くのは赤い瞳と、黒い毛並み。それに頭の上にぴょこんと伸びる長い耳。

　なるほど、跳ちよう躍やく力りよくに秀ひいでるウサギ系の獣人コボルトか。

　このウサギ娘は、武器や防具といった類たぐいを身につけていない。しかし大勢いる給仕役の連中も冒険者のようだ。

　見分けがつくように共通の白い手袋をしていたが、体に古傷があったり、命をいいように狩って来た者特有の目つきをしていた。

　……俺も今は、似たような目をしているのだろうか？

「どうしたの君？　もぅ、こっちだよぅ」

　俺のもとにウサギ娘が軽やかに駆け寄り、顔を覗のぞき込こんでくる。

　こいつの赤い目は──ふ。なんだか間抜けそうだ。

　どうでもいいが今は従うしかないか。オズと頷うなずき合あうと、おとなしく女に誘導された。

　確かにテントの入り口近くに空いた席はなく、俺たちはどんどん奥へと進んでいく。

　肉や魚を焼く匂においのきつい、炎で円い鉄の盾を炙あぶる男の、すぐ側だ。

　否いな、あれは盾ではなく……鍋とかいう、ヒトが料理をするための道具だったか。

「厨ちゆう房ぼう前でいい？　カウンターだからちょっと狭いけど、二人パーティだしいいよねぇ」

「然しかり、構わない」

　どこだっていい。目立たなければな。

　俺たちはおとなしく、横並びの樽たるの上に腰掛けた。しかしここからどうするのだ？

　オズが隣できょろきょろする。他のテーブルを見ると、どうやら理システムを介して注文オーダーするようだが……しまった。魔族でもできるものか？

　戸と惑まどう俺やオズに、ウサギ娘がくすりと笑った。

「もしかして君ら、『竜の胃袋亭』は初めてぇ？」

「竜の胃袋……ですか？」

「そ、そ。大おお仰ぎような名前だよねぇ」

　つい聞き返したオズに、ウサギ娘が肩をすくめる。

「かつて竜の姿をした魔王がいた地だから、そんな名前にしたんだって。巨大なドラゴンなみの胃袋でも腹一杯満たせるようにって。でも味は保証できないよぉ。厨房の中を見ての通り、冒険者崩れの連中が作ってるだけだからさぁ」

「おい！　聞こえてるぞ、ミミー！」

　横長のテーブルの向こうで、獣けものの肉を切っていた、禿はげ頭あたまの男が怒鳴った。

　なるほど、こいつも冒険者か。白い前掛けを身につけていたが、肉を切る刃物はよく見れば、厚みのある短刀だ。

　男はその切っ先をウサギ娘に突きつける。

「確かにワシらは料理スキル持ちだからよ、ここで働いて日銭をもらってるが……借金女王のお前には言われたくねえ！　ワシの剣術スキルで刻きざむぞ！」

「だ、誰が借金女王だよぉ!?　変な二つ名つけないで！　何回か返しきってるしぃ！」

「おい。それ、むしろ何回も借金してるってことだろ……だから宿屋の仕事とも、掛け持ちまでしてんだよ！」

「はぐぅ。そ、それはぁ～～～～」

「ギャンブル狂のミミー。悪運博兎バツド・ラビツトミミー」

　ぼそっと呟つぶやくのは、鍋の火力を小脇に挟はさんだ杖つえで調節した、白しろ髭ひげの老人だ。

　その後ろでは、持ち手のついた円い鉄板を板に載せて、ブタ面づらの男が腹を揺らす。

　亜あ人じん種しゆのオークか。

「有名人よネ、ミミーちゃん。ワタシ聞いたよ。ギャンブルで毎回負けて、もう八度もここに出戻ってるって、新しく復活した魔王なみネ！　冒険者証まで売ったそうじゃない？　最初の冒険に出る前に。びっくりネ！」

「ち、違うもん！　まだ七回だもん！　だいたい、アタシじゃなくて……カードが悪いのぉ！　次は絶対に買い戻すんだからぁ！　……今度こそ大勝ちして！」

　ウサギ娘が堂々と言い放ったが、厨房内の連中は皆、鼻で笑った。

「そんなことより１４８番の肉料理、できたよ！　手が空いてるなら運ぶネ、ほらほら」

「わ、わかったよぉ。はいはーい！」

　板の上に乗った鉄板で、じゅうじゅう焼けたものをウサギ娘が預かった。俺たちに会え釈しやくして離れていく──と思ったら、ぴょんと引き返してきた。

　なんだ？

「ねえねえ、君ら。ここ、初めてだったよねぇ？」

「……うむ」

「だったら、忠告。もうすぐ、ここでいつもの賭かけ事ごとが始まるけど……やめといた方がいいよぉ。アタシもギャンブルは好きだけど、あれだけはやらないようにしてるんだぁ」
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「なに？」

「だっていくらなんでも、見てるだけで胸が悪くなるからぁ」

「ばーか、わかってねえなあ。あれが一番の、人気の見み世せ物ものだってのに」

　嘲あざ笑わらったのは厨房の禿げ頭だった。

「ナナ様のあれで、この小さな街が賑にぎわってるようなもんなんだよ！」

　……ナナ？　その名前は──。




『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　背中から白刃を突き立てられ、断だん末まつ魔まの叫びを上げる魔竜の「我」。

『やった、やったぞ！　この私がやってのけたのだ！　ハハハハハハハ！』

　倒れ込む俺の背後で笑う、若い女の声がした。

　そうだ。「我」を倒したのはヒトの女で……。

『七体目の魔王セプテムを私が討とう伐ばつしたぞ！　讃たたえよ、崇あがめよ！　誇り高き聖ミト王国白しら百ゆ合り騎士団の、たった一人の生き残り……このナナが新たな英雄となったのだ！』




　──思い出した！

　ナナ。その響きが、欠けて乱れた記憶の一部を復元したのか。隣でオズも目を見開き、俺を見てくる。

　俺の分け身である従魔も同じく、ナナの名を思い出したのだ。

　サーガイア南方にある小国の、女だけで構成された騎士団。確か「我」を貫いた剣は、率ひきいていた女騎士が水の魔法で操っていたものだ。

　女騎士の顔はまだおぼろげだが……一目見ればわかるだろう。そんな確信がある。

　先代魔王の「我」が倒され、どれほどの時が流れたかは、俺は知らない。

　これまでの経験上、復活するには毎度、最低でも十～五十年の時が必要となる。エルフのような長寿の亜人種を除けば、ヒトが老いるには十分な時間だ。

　だが魔王のＥＸＰを取り込んだ英雄は、ヒトの枷かせから解き放たれ、歳とし経へぬ体を得る。

　きっとあのときから、さほど変わらぬ姿でいるはず──。

「ミミーちゃんたら。だから言ってるネ！　若いんだし借金返したいならとっとと体を売ればいいって。ここじゃあ他の女もやってるネ！　オジサン買ってあげるよ？」

　ナナの名に気を取られているうちに、ヒトどもの会話は下げ卑びたものになっていた。

　体を売る──女が金で性行為させるということか？　太ったオークが醜しゆう悪あくな面をいっそう欲望に歪ゆがませる。

　……まったく、ヒトも亜人も本当にくだらないな。

「ヤだよ！　絶対ぃ！」

　ウサギ娘が舌を出した。

「アタシ、ウサギの獣人コボルトだよぉ？　そんなことしたら絶対妊娠するんだからね、もぅ！　そりゃ、繁殖力の高さがアタシたち種族の持ち味だけど……それだけに見られるのがヤだから、アタシは冒険者になるために里を飛び出してきたのぉ！」

「一回１０Ｃキヤスト。もしくは一晩１５Ｃキヤスト」

　呟いたのは白髭の老人だ。どっと厨房の中が沸いた。

「だはははは、そいつはいい！　ウサギの素人しろうと娘にゃ手頃な価格だぜ」

「オジサンの賃金でも毎晩買えるネ！　どう、ミミーちゃん。なんだったら特別に２０Ｃキヤストまでなら出してもいいネ？　でもミミーちゃんの宿の、一番高い部屋とるよ。どう？」

「バカぁ！　いっつもいっつも、ほんと嫌いぃ！」

　顔を真っ赤にしてウサギ娘が仕事に戻る。

　だが、去って行こうとしたその足が止まった。長い耳がぴくんと揺れる。

　──いきなり派手な音楽が、テント内に流れ出した。

　俺たち魔族がたしなむような品のある音色ではない。やかましいだけの安っぽいもの。

「うぅ。また始まっちゃったよぉ」

　ぼやくウサギ娘が一人、視線を逸そらした。

　それ以外のここにいるヒトどもは、誰もが一いつ斉せいに巨大テントの中央に注目する。

「来た来た来たあ！　待ってました！」

「今夜のショーは……どれだけ稼がせてくれるかしらん」

「ナナ！　ナナ！　ナナ！　ナナ！」

　いきなりテントが熱気に包まれた。

　どいつもこいつも席を立ち、集まってくる。英雄ナナの名を口にしながら。

「いったいなんの騒ぎですか？」

　オズも俺も面食らうばかりだが……足場が、揺れた。

　テントの天幕に空いた大きな穴。そこから差し込む月明かりが、いつしか三つの色に染まっていた。

　蒼あお、翠みどり、朱あか。この世界のすべての月が空に浮かび、輝きが混ざり合えば、不思議なことに夜を白銀に染め上げる。

　世界を漂う魔力が最も満ちるときだ。

【月光覚醒】

　月の輝きを受けて今──理システムの表示とともに、地下廃城が唸うなりを上げていた。

「こいつは……！」

　魔王である俺の知覚が、魔力の流れを感じ取る。月からの魔力が大地に導かれ、刻まれていた複雑な仕掛けに作用していた。俺の記憶にはない魔術機構マジツクギミツクが、かつての魔族の拠きよ点てんを変へん貌ぼうさせていく。

　柵さくを張り巡らせてヒトの立ち入りを制していた、大穴の真下に設けられた広場。そこにあったのは、地面に空いた地下への穴だ。

　……そういうことか！

　俺は失念していた。魔族たちを出さないようあちこちの出入り口は封じられたが、冒険者どもが降りていくためには、最低一つ残さねばならない。それがここだ。

　だが今その穴を中心に、広場に十字の亀裂が走った。

「な、に？」

　轟ごう音おんとともに地面が持ち上がる。裂けて、ぐるりと裏返った。

　現れたのは中央に長い螺ら旋せん階段を持つ、四角く深い縦穴だ。

　地下に隠されていた大空間。いつぞやスライムのイムが教えてくれた、青い体で作り上げた地下の構造を思い出す。

　そこはかつて魔竜の「我」がいた寝所。地下廃城の深部だった。

　だが作り替えられた今は……なんだ？　四角い縦穴を取り囲むように、裏返った大地が斜めに固定される。そこに刻まれていたのは無数の段差だ。

　熱狂とともにヒトどもが、我先にと押しかける。下の方の段差から詰めて腰を下ろした。これは、座席？

　大勢が縦穴の底を見下ろせるように作られたもの。テント内にいた何百という冒険者どもがそこに集まる。大勢の給仕役も、厨房とやらの中にいた数人も。

　動かなかったのはさっきの黒毛のウサギ娘と、ようやく樽から腰を浮かした俺とオズくらいだ。

　これでは逆に目立ってしまうか。

　俺たちも遅れて、ヒトどもがひしめく段差の近くに移動した。

「ナナ！　ナナ！　ナナ！」

　ヒトどもはいっそう盛り上がっていた。興奮のあまり段差から立ち上がり、足踏みで空気を揺らす。天幕がわなないた。

　背の低いオズではままならないが──ヒトどもの邪魔な背中越しに俺は、ようやく捉とらえた。

　最後に、螺旋階段が沈むように格納された地下の底。

　そこに残されていたのは、見覚えのある立派な玉座だ。

　竜の体を持っていた魔王セプテムが座していた、特別に巨大なもの──。

　だが今は色あせ、背もたれに無数の深い傷跡だけが残っている。

【自動魔法オートマジツク発動】

　突如、大量の水が渦うずを巻いた。

　否。渦を纏まとった一人のヒトが、どこからともなく現れて、玉座の上に立ったのだ。

「ッ!!」

　俺の中で心結晶コア・ハートが、ドクンと震えた。

　そいつは赤毛の髪を編み上げた、若い女だ。精霊銀ミスリルの輝きを持つ軽鎧ライトアーマーに身を包み、刺し繡しゆうの施ほどこされた厚手のマントを羽は織おっている。

　その周囲には何本もの抜き身の剣が、水の渦に囚われて浮遊していた。

　──あの白き刃やいばを俺は覚えている。




『この誇り高き聖ミト王国白百合騎士団が……今日こそ貴様を討とう伐ばつしてみせよう！』




　そう告げて、操る水柱に摑つかませた白刃の一つが──最後には、魔竜の「我」を背後から貫いていた。

　思い出した！

　あのとき「我」を倒したのは、間違いなく赤毛の女騎士で……！

「英雄、ナナか！」

　熱狂渦巻くテントの下で俺だけが、嚙かみしめるようにその名を口にした。
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　地下空間で水を操り、無数の白き刃やいばを躍らせる、赤毛の英雄。

　その剣の数は──七本だ。

『おお！　七聖剣の英雄ナナよ！』

　突如、反響する歌声がもたらされる。

　派手な水の渦うずばかりに目が行くが、よく見れば玉座の周りには、着飾った数名の男女が楽器を奏かなでていた。いわゆる吟遊詩人バードたちか。

『七体目の魔王を倒せし七しち水すいの聖騎士！』

『生まれ落ちたるは、遠き南の聖ミト王国！　率ひきいるは女ばかりの白しら百ゆ合り騎士団！』

『その七本の剣にかなう者なし！』

　声を増幅する魔法を使い、抑よく揚ようをつけてナナの英えい雄ゆう譚たんを歌う。

　数百人の観衆がわっと沸いた。頭上に張られた天幕が揺らぐほどに。

「んっと、んんっ！　やはりここにいたのですね、七人目の英雄とやらは……！」

　オズがぴょこぴょこ跳ねながら、立ち上がった連中の隙すき間まから必死に覗のぞく。

　俺たちがいるのは、ヒトどもが詰めかけた階段状に下る座席の、最上段だ。

　ここから４０ｍほど見下ろした先に、赤毛の英雄はいた。

　かなり小さくしか見えないが、間違いない。燃えるような赤い髪に見覚えがあった。

　──だが記憶の中のナナとは、少し違うか？　あのときは確か、まだあどけなさを残す少女だった。今も顔立ちは同じだが……雰囲気がまるで別人だ。

　着ている装備が派手になったから？　「我」と戦ったときは、ヒトの出す汗とやらにまみれていたから？

　否いな──奪った魔王のＥＸＰを取り込み、確かに「変わった」のだろうな。

『辿たどり着つきし地下の巣そう窟くつで、騎士団はついに漆しつ黒こくの竜とまみえる』

『毒の息を吐く黒竜。倒れていく友たち。七本の刃も次々地に落ちる』

『たった一人、生き残ったナナ。しかし！』

『命を賭かけ、刺し違える覚悟で放った剣が、ついに邪悪なる竜を仕留めた！』

「……違うな」

　俺はぼそりと独白する。

　ナナは背後から近づいて、魔竜の「我」を貫いた。どうも話を盛っているな。

　それでもヒトどものウケはいいらしい。歌に合わせてナナの周囲で渦が、剣が派手に舞うたび、観衆はいっそう盛り上がった。

　……俺のかすかな記憶が確かなら、あそこまで大量の水は操れなかったはずだが。

　それが魔王を倒し、ヒトを超えた存在。

『そしてナナは英雄となった。七聖剣の名を冠して！』

　吟遊詩人バードどもがより声を重ねた。

『けれども、魔王はまた現れる。いつの日かきっと……』

『故ゆえにナナは英雄として、来たるべき日のために備えるのだ』

『新たな英雄が生まれるように……この地で、冒険者が最初の一歩を踏み出せるように』

　それは、今の地下廃城のことか？

　魔族を生きたまま集め、閉じ込め、狩らせる。

　それをやはり、このナナが──！

「ようこそ！　私の英雄ダンジョンの、特別な夜へ！」

　歌が終わり、ナナが口を開いた。

　よく通る声が放たれると、あれだけ騒がしかったヒトどもが静まり返る。

　明らかにナナの声には魔力が込められていた。魔法レベルを高めた【魅了チヤーム】か。……魔族である俺やオズには通用しないが、耳がむず痒がゆく、不愉快だ。

「八番目の魔王とやらが新たに復活したせいで、この街もずいぶん盛況だね。昼間はたくさん地下で魔族を狩って、修練に励はげんでくれたかな？」

　こいつの口調、身振り、編んだ髪をいじる仕草……そのすべてが俺は、嫌いだ。

　よかった。俺は白いローブの下で、ＦＤ９１７消音器サプレツサー付きのグロック１８Ｃを強く握りしめる。

　魔族の命を弄もてあそぶこいつを、躊躇ためらいなくキルできそうだ。

　ヒトが何百とひしめくここで、いきなり弾をぶち込む真ま似ねはできないが……。

「しかしここでの夜はもっと楽しんでもらわないと。そうだろ？」

　ぱん！　とナナが手を叩たたいた。

　それが合図だったらしい。吟遊詩人バードどもが再び楽器を奏でると、玉座の後ろに控えていた連中が動いた。

　ナナと同じ意匠の、精霊銀ミスリルの鎧よろいを身につけた女ども。英雄の配下か？

「始まるぜえ！」

　ヒトどもが再び騒がしくなる。

「ヒュウ！　待ってましたあ！」

「今夜こそ稼がせてもらうわよ！」

「よっしゃあ、一発勝負だ！」

「さあて赤か青、どっちの檻おりのヤツがどれだけもつか……」

　配下の女どもがなにかを操作する。

【開門オープンゲート】

　地下には大きな扉が一つ設けられていて、それが開いた。

　……見覚えがある。ここに「我」がいたときに使っていた、寝所への侵入者を逃がさぬためのもの。魔法を跳ね返す仕掛けを施ほどこした、簡単に破壊できない強度の大扉だ。

　それは今や、ヒトどもが自在に開け閉めできるよう手を加えたのか。

　しかも開いた扉の向こうから、床を滑って四角いなにかが一つやって来る。

　現れたのは鋼はがねの檻おりだ。ヒトなら数名は入り込めそうな、太い格子が組まれたものだが──真っ赤に塗られた内部は空だった。

「なんだよ!?」

「おい、どうなってるんだあ？」

　ヒトどもがざわつく。中身がないのは異例のようだ。

　平然としているのはナナだった。

「みんなが驚くのも無理はないね。でも落ち着いて欲しい。いつもなら二つの檻にそれぞれ選び抜いた魔族を入れ、ここで美しき死闘を演じるのに興じるのだけれど」

　なに？

「……何て、ことを」

　横でオズが絶句した。

　俺は、今は側にいないウサギ娘の言葉を思い出す。

『だっていくらなんでも、見てるだけで胸が悪くなるからぁ』

　あれはきっとこのことだ。まさか、魔族どうしで……殺し合いをさせたのか!?

　それも毎夜、毎晩──？

「どちらが生き残るのかを毎度楽しみにしてもらっていたが、今こ宵よいは少々趣向を変えたいと思う。つい先程、面白い個体が手に入ってね」

　ナナがもう一度手を叩いた。

【開門オープンゲート】

　再び大扉が開き、二つ目の檻がゆっくりと姿を見せる。

　中が青色に塗られたものだ。

　そこには同じく青い体をした魔族が一体、囚われていた。

「おおっ、メスだ……あれメスだぞ！」

「スライムか！」

　まさか。俺の中で心結晶コア・ハートが跳ねる。

　それは美しい、透けた長い髪を持つメスのスライムだ。

　檻がナナの配下の手で開かれ、青いスライムが四角い空間の真ん中に放り出される。

　彼女はヒトどもの好奇の目にさらされ、明らかに怯おびえていた。

　そこに玉座を降りた英雄ナナが近づく。

　伴ともなうのは七つの剣と、取り巻く水の渦だ。うち一本の剣先がスライムに向けられる。

　しかし俺はなによりも、立ち上がって興奮するヒトどもの隙間から捉とらえた、スライムの姿に動揺していた。

　青い足に巻かれた、見覚えのある白い包帯は……！

「こいつは半月前、この私のダンジョンから逃げ出した唯一の個体でね！　捕らえて売りに来たパーティがつい先程現れて、急きゆう遽きよ余興を思いついたのだ」

　あれは、間違いなくイムだった。

「どうしてここにいるのですか!?」

　オズも驚きを隠せない。イムは、バギーと一緒に残してきたはずなのに！

　……あの馬車か！　俺は潜入前に見逃した、商人のパーティが乗った幌ほろ馬ば車しやを思い出す。俺とオズが離れた後、きっとイムはあいつらに捕獲され、ここに連れ戻されたのだ。

　バギーは……見つからなかったか。

　否、イムのことだ。バギーを守るため、近づいてきた冒険者どもの前に、自ら飛び出したのかもしれない。魔王である俺の言いつけに従って──。

「……！　！　！」

　イムはただただ震えていた。やわらかな体で素早く逃げようとするも、いつしか範囲を広げた水の渦に囲まれていた。そこに漂ただようのは、もちろん無数の白刃だ。

【結界発動】

　しかも英雄の配下どもが、その外側で光の障しよう壁へきを完成させる。

　これでは、下級魔族は逃げられない。

　イムの瞳ひとみが恐怖一色に染まり、周囲を必死に見渡していた。魔王である俺にはわかる。

　その視線がふと止まった。──俺のいる方向を見て。

　これだけの群衆がいる中で、わずかな隙間からイムは偶然、俺を捉えたのだ。

　だから俺は反射的に、ヒトを押しのけ下へと降りていこうとした。

　今駆けつけずに、なにが魔王だ!?

　だがその前に──イムの瞳が逸そらされた。

　俺がいたのに、助けを求められるのに、すっと顔を伏せたのだ。

「イム……貴様は！」

　その意図を俺は悟ってしまう。

　掻かき分わけようとしたヒトどもの背中を前に、俺は動けなくなった。

「さすがです。これを、堪こらえられるとは」

　従魔が後ろでそっと呟つぶやいた。

「そうです、彼女は……望んでいないのです。助けられることを」

　魔王である俺が下級魔族を救うために、この状況下で危険を冒おかすことを。

　それは真理だ。魔族として、魔王に対してとるべき正しい行動だろう。

　しかし、しかし……！

　否だ。間違っているぞ！　そう告げたかった。今すぐ駆けつけてやりたかった。

　だが俺も魔王だ。魔族の王なのだ。

　……魔族であるイムの覚悟を、無む下げにはできない。

「さあとっておきのショータイムを、英雄の私自ら執とり行おこなうとしよう」

　英雄ナナは腕組みをしたまま、渦巻く水の速度を上げた。

　その中でイムを狙ねらう一本の剣が、高速で舞い踊る。まるで生き物が跳ねるようだ。

　おおおっ、と天幕の下にどよめきが走った。

　確かに、なんという手て練だれか。「七水の聖騎士」と呼ばれたのも道理だ。

「久しぶりに披ひ露ろうするね。見えるかな？　これが英雄の、魔王を倒した美しき剣筋さ！」

　白刃が、消えた。

　あまりの速さで放たれて、俺の目にも動きが捉えきれなかった。まるで弾丸のようだ。

　青いスライムの腕が一本、宙に舞っていた。

　──斬ったのだ。こいつは、イムを！

「～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　右腕の肘ひじから先を失ったイムが、苦く悶もんの叫さけびを漏もらした。

【ＨＰ　マイナス１】

　ナナの傍かたわらに理システムからの表示が出たが、なんだ？

　ほとんどダメージを受けていない？

　英雄は、赤毛の前髪を掻き上げて笑った。……そのように斬ってみせたのだ。

「どう？　とても美しかっただろう」

　配下の女どもが拍手喝かつ采さいした。鎮しずまっていた吟遊詩人バードどもも、下品に楽器をかき鳴らす。

　数百もの観衆は息を呑のむばかりだが──そこにナナが、イムを斬った白刃の先で、床の上を指し示した。

　そこに落ちたのは、切断された青い腕。

　ぐにょり、と形が崩くずれ、蠢うごめく。

　下級魔族は弱いものの、生命力だけは強い。メスならば尚なお更さらだ。

　だから本体から切り離されたスライムの腕も、生き延びようとあがいていた。

　丸まって起き上がれば、小さくてずんぐりむっくりとした、イムを真似た形となる。

　──核である心結晶コア・ハートを持たない、一世代限りの「コピー体」だ。

　そしてコピー体は慌てて、イム本体へと戻ろうとした。

　が、それをナナは許さない。近づくと、自らの足でぐちゃりと踏みつける。

「ほうら、スライムはうまく斬れば増えるんだ！　アハハハハハハ！　さすがは魔族だよねえ！　さあ……いったいどれだけ細切れにしても平気だと思う？」

【スライムが絶命するまでに□体分裂】

　空中にそんな文字が浮かび上がった。

　なん、だと……？

「みんな！　楽しい楽しい賭けの時間の始まりだ！」

　盛り上がる音楽の中、弾はじける水で七つの白刃を躍らせて、ナナが煽あおった。

「いつものように理システムに接続アクセスして、好きな数字を入れて賭けてくれ。数字は『１』から受け付けているぞ。……スライムは次で死ぬかもしれないからね！　アハハハハハ！」

　足の下でもがいていたコピー体が蹴けり飛とばされた。遠くに転がり、ばしゃり、と青い水たまりになる。

　なんという……！

「面おも白しれえー！」

　ヒトどもがどっと沸いた。数百人の観衆が一いつ斉せいに、眼前に理システムの表示を呼び出し、それぞれＣキヤストをつぎ込んでいく。

　悪意の狂乱だった──。

　なんだ、これは。ヒトという生き物は……ここまで醜しゆう悪あくなものなのか!?

　俺もオズも狂気にあてられ、立ち尽くすことしかできない。

　こいつらは、こいつらは……!!

「そろそろ掛け率オツズも出そろうかな。一番人気は……『10』か。ハハハハ！　みんなギャンブラーだねえ！　メスとはいえ、たかがスライムがそんなにもつはずないだろう？」

　理システムからのリストを眺めながらナナが、片腕のないイムへと迫る。

「でもいいね、限界に挑戦だ！　今度は一気に九回切きり刻きざんでみせよう。さて、本当に十回もつのか、それまでに何回目が致命傷になるか……さあ」

「……！」

　イムは──諦あきらめに目を閉じていた。ヒトどもの隙間から俺ははっきりと目撃する。

　そして英雄の女は笑っていた。

　今度は七つの剣すべてを、怯えるイムへと向けながら。

「これは罰だ。せいぜい美しくない死に様を、私たちに見せておくれ！」

　……貴様がな！
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　考えるより先に、俺の腕が動いていた。

　白いローブの下から出したグロック１８Ｃ。それを、並び立つヒトどもの隙すき間まにねじ込んで──引き金トリガーを引く。

　パッ！

　グロックのスライドが動き、先端に着けたＦＤ９１７消音器サプレツサーから１発の音が漏れた。

　観客席に詰めかけた、やかましいヒトどもの声に掻かき消けされる程度のもの。

　しかし、確実に弾丸は発射されていて……。

　次の瞬間、４０ｍ見下ろした先で赤毛の英雄が仰のけ反ぞっていた。──当たった！

　見事にヘッドショットだ。離れていてもわかる、確かな「手応え」があった。

　渦うずを巻いていた大量の水が、ばしゃりと落ちる。摑つかんでいた七つの剣を取り落として。

　地下空間で、赤毛の英雄が頽くずおれた。

　やった……俺は！

「ナナ様!?」

「いかがしたのですか！」

　配下の女どもが慌あわてて駆けつけた。ナナは仰あお向むけに倒れたまま動かない。

　巨大テントの下にいる数百人の観衆も、異変に気付き騒然となった。

「お見事です！」

　俺の背後でオズが跳ねる。

　その声と銃じゆうを構えたままの俺に、側にいたヒトどもがざわつき始めた。

「なんだ？　あれ」

「今の……は？」

　まずい。英雄を１発で仕留めたのはよかったが、我を忘れて発砲していた。

　ナナの倒れた地下空間を取り囲む、観客席にいるすべてが冒険者だ。

　初めて見る俺の銃に怪け訝げんな顔をするのはまだ、ほんの数人程度だが……。

「～～～～～～～！」

　助かったイムが目を見開き、俺に向かって言葉にならぬ叫びを上げていた。

　逃げて！　──こんなときでもあのスライムは、己よりも魔王の身を案じるのだ。

　しかしもう遅い。

【魔王アハトの奇襲攻撃！】

　踊り巫女ダンサーに扮ふんしたオズの胸元は、呪じゆ具ぐで封じていたものの──理システムからの表示がでかでかと、倒れたナナの側に出た。

　ここにいる冒険者どもの傍かたわらにも、いくつも同じ文字が現れる。

「魔王!?　えっ」

「なに、マジかよ！　まさか!?」

　ついに、ばれた。

　ならば……俺の取るべき行動は、先手を取ること。

　パッ！　パッ！　パッパッ！

　俺は消音器サプレツサー付きのグロックで、側にいたヒトどもを次々に撃った。

「ギャア！」

「げぶっ！」

　黒い薬莢カートリツジが無数に落ちれば、頭を撃ち抜かれた死体の山ができあがる。俺の周囲が少し開けた。

　１弾マ倉グぶん１７発きっかり撃ち尽くしたが、近接武器の間合いからヒトどもを排除できた。

　それは、銃を活かすための距離。

　……怒りの衝動が過ぎ去った後、俺の思考は一気に冷えていた。

　冷静に──相手を近づけさせないための障害物を、無数の死体で築き上げる。

「うわああっ、なんだなんだ!?」

「どうなってんの！　し、死んだの？　ねえ！」

「あいつが……まさか!?」

　死体の中心に立つ俺は、そのぶん注目を集める。しかし冒険者どもはまだ理解が追いつかない様子だ。

　その隙にマグキャッチを押して、空の弾マ倉グを自重で落とす。

　同時に腰のポーチから予備弾マ倉グを摑み、グロックのグリップに叩き込んだ。

　カシッ、バシャッ！

　残弾０で後退しきっていたスライドも、いつでも撃てるように戻す。

「……～～～～～！」

　イムはまだ俺に向かって叫んでいた。

　いいのだ。俺は着ていたローブの、邪魔なフードに手をかけた。

　覚悟はもう決まっている。

「冒険者ども。貴様らの蛮ばん行こうは……万の死に値するぞ」

　フードを下ろす。見せつけるのは銀色の髪から生えた、漆しつ黒こくのねじれたツノ──。

　魔王の証を目にして、数百人のヒトどもが一いつ斉せいに狼狽うろたえた。

「否いな。今こ宵よいは万には及ばぬが、ここにいる者どもの血肉で溜りゆう飲いんを下げるとしよう」

「さすがです！　あえて自ら正体を明かすとは！　……さあさあ、その目に刻きざむがよい！　ここにおわすは新たなる魔王、アハトさまなり！」

　オズが隣に出てくると、胸飾りと踊り巫女ダンサーの衣装を細腕で引ひき千ち切ぎった。

「愚ぐ盲もうな者どもよ。魔王さまの御ご前ぜんである。無様にひれ伏すがよい！」

　瞬時に黒いドレスを形成し、短いスカートを翻ひるがえしつつ、従魔は薄い胸を張る。

「できぬなら……英雄をも一撃で屠ほふった我が主の力の前に、絶命するのみぞ！」

　然しかりだ。俺はグロックからＦＤ９１７消音器サプレツサーを取り外していた。

　もう音を消す必要はない。今は邪魔だ。足元に投げ捨てる。

　代わりにオズが拾いに来るが、そのときにはグロック１８Ｃのセレクターレバーを、単発セミオートから連射フルオートに切り替えていた。

　パパパパパパパパパ！

　冒険者どもが動く前に、１７発すべてを瞬またたく間に撃ち尽くす。

「ぎゃあああ！」

「ぐがっ」

「いぎ！」

【狐独な魔術師　フォーゲツ　Ｌｖ４５】

【駆け出し盗賊シーフ　ジャッカ　Ｌｖ２６】

【花の香りのエルフ　スイレーン　Ｌｖ３７】

【毒物研究家　モクモク　Ｌｖ５９】

【遊び人　キンジー　Ｌｖ１４】

【ドワーフ鍛冶職人スミス　フルド　Ｌｖ４０】

【砂漠の宣教師　ニチェコ　Ｌｖ３１】

【ＫＩＬＬ　２５】

　着替えたオズの表示を横目に、そいつらを一いつ掃そうした。

　……キル数は先程倒した連中と、最初の英雄ナナを足した値か？

【冒険者生存数　９７５／１０００】

　戦闘領域フイールド内にいる敵の数も表れる。ほう、きっかり千人もいたのか。

「クソおおお！」

「ざけんな……魔王が向こうから来たんだ！」

「いいねえ、あたしが殺して英雄になるわ!!」

【装備イクイツプ：黒鋼の双剣】

【装備イクイツプ：火炎槍】

【装備イクイツプ：流星弓☆☆☆】

【装備イクイツプ：大盾＋＋】

【装備イクイツプ：水晶杖クリスタルスタツフ】

　次々と冒険者どもが、理システム送りにしていた武具防具を装備していく。

　こいつらはけっして侮あなどれない。ＨＰ６６しかない俺は、どの冒険者からの攻撃でも一発食らえば終わるだろう。

　ならば──先にすべてキルすればいい。

「出でよ！」

【グレネード変換生成クリエイト】

　俺の手の中に現れたのは、オズの握った拳こぶしほどの小ぶりなもの。安全レバーのついた、黒く塗られた球体だ。

　表面には「Ｍ６７－ＭＡＯ８」の文字がペイントされていた。





■Ｍ６７ｇｒｅｎａｄｅ（ＭＡＯ８）

重量：３９７ｇ

起爆時間：５ｓ






　オズの胸元に表示が出る。Ｍ６７ハンドグレネード──手しゆ榴りゆう弾だん。

　一世代前のＭ６１は紡ぼう錘すい形だったが、より投げやすい球状に作られた代しろ物ものだ。

　銃を持つ手でまずは、安全レバーに絡からみつくクリップを外して捨てる。

　これで、レバーに刺さる円まるい輪っかがフリーになった。その輪っかに指をかけて、ピンを引き抜けば──。

　カンッ！

　Ｍ６７の安全レバーが宙に舞った。

　同時に聞こえたのは解放されたバネが跳ね、時限信管を叩いた音。

「ふ」

　俺は冷笑とともにＭ６７を投げ捨てていた。

　ヒトどもがひしめくこの場所は、地下に沈んだ完全な窪くぼ地ちだ。最上段にいる俺の手からこぼれた手榴弾は、下る段差を簡単に転がっていき……。

　バンッ!!

　きっかり５秒でＭ６７が炸さく裂れつした。重なる死体に阻まれながらも、魔王である俺に最も近い距離にいた、正面にいる連中の中心だ。

　目の色を変えたそいつらの姿が、一瞬で白煙に呑まれる。

　重い爆風が──ヒトどものいる観客席全体を揺らし、頭上の天幕をも突き上げた。

　飛び散るのはヒトの血肉だ。ああ……なんと醜みにくい。

「ギャアアアアアアア！」

「痛い痛い痛いいいい!?」

「耳が、耳がああ～～～～！」

　Ｍ６７は炸裂手榴弾だ。爆発と同時にばらまかれた大量の破片が、周囲を巻き込む。

　その破片の速度は一つ一つが銃弾ほどで、ヒトの肉などズタズタに引き裂いた。

　多くの冒険者が【ＨＰ　マイナス２２１】【ＨＰ　マイナス１８９】【ＨＰ　マイナス２１２】と負傷し、爆発の中心にいた連中はまとめて即死だった。

【ＫＩＬＬ　４９】

「なんという、派手な！　さすが魔王さまです！」

　新たな総キル数を前にオズが微笑ほほえむ。

　Ｍ６７の殺傷範囲は、半径１５ｍくらいか。

　倒れた英雄ナナのいる、観客席に囲まれた地下の底。ナナの配下や吟遊詩人バードどもが慌てふためくそこにまで、破片は届かないが……計算尽くだ。

　地下にはまだスライムのイムがいる。片腕を失ったイムは爆風の煽あおりは受けたが、青い体をふよんと揺らしただけで終わった。

　これ以上のダメージは、下級魔族のスライムにはきついからな。

「イム！　貴様はそのまま伏せていろ！」

　俺は銃を持たない左手を突き出した。

　今はもう、手榴弾を摑んで捨てた穢けがれた手だが……あのときイムの口づけを受けた、左の甲を見せつける。

　──誓ちかいは果たす。必ずな。

　Ｍ６７はそのための派手な目くらましだ。

「爆ばく裂れつ系魔法？　詠えい唱しようなしで!?」

「見えない攻撃も……魔王の魔法かよお！」

「どうなってんだああ！」

　冒険者どもが混乱する。攻撃魔法の準備に入りかけた者や、弓やボウガンの遠距離武器を構えた連中も、大勢がひしめく中で態勢を確保できない。

　この時間を稼ぎたかった！

　グロックの空弾マ倉グを落とせば、下から短い腕が伸ばされる。

「はい、こちらですね！」

　屈かがみ込こんでいた従魔の手には、下ろしたバックパックから出した、一際長い弾マ倉グが握られていた。

　３３発のロング弾マ倉グ──。

　もちろんグロックに装そう塡てんするなり、俺は全弾ヒトどもに叩き込む。

　今度は俺のいる位置から遠い、奥や左右の観客席を適当に狙って。

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！

「ぎっ！」

「ぐげええ!!」

【ＫＩＬＬ　６２】

　否。ある程度狙いをつけたのだが、弾数の割にはキルできなかったか。

　負傷者は多く出たようで、ぎゃあぎゃあ騒ぐ声のもとに、癒いやしの光をかざす回復魔法の使い手が駆けつける。

　やはりロング弾マ倉グは重量が増えたぶん、連射フルオートでのグロックの跳ね上がりが強く出るな。

　だから。

「オズ」

「……すぐに！」

　俺はロング弾マ倉グを引き抜いたグロックを、従魔に預けた。

　その間に「出でよ」の呼びかけで生成するのは、またＭ６７だ。

【グレネード変換生成クリエイト】

　今度は２つ。黒い球体をそれぞれ両手で握りしめ、こすり合わせるようにまとめてクリップを外し──二つの輪っかを口で嚙かむ。

　同時にピンを引き抜いて、俺は高々と手榴弾を投げ放った。

　──血ち塗まみれの観客席を駆け上がり、逃げようとする者どもがいた。

「や、やってられるか！」

「魔王があんなに強いなんて、聞いてないし！」

「やべえよ!?」

　それを俺が許すと思うか？

　バンッ!!　バンッ!!

　立て続けに空中でＭ６７が爆はぜた。頭上の天幕を穴だらけにしつつも、降り注ぐのは破片の雨だ。

「うわああああああああああああ！」

「げッは!!」

「ごふアッ」

　地下にくぼんだ観客席。その上部にいた者ほど、落ちてきた無数の破片に貫かれる。

【ＫＩＬＬ　１０４】

　ついに総キル数が三桁けたに達した。

【ＨＰ　マイナス２１】

「ふん」

　最上段の端に立つ俺にも多少降り注いだが、オズを庇かばってあえて受ける。

　ヒトどもには当たり所が悪ければ致命傷になるものでも、魔族は別だ。着ていたローブは穴だらけだが、魔力で紡つむぐこの体はすぐに自己修復できる。

　従魔のオズも同じだが、その手を止めさせないためだった。

「魔王さま！　これで……よろしかったでしょうか？」

　オズが俺に捧ささげたのはｍｉｃｒｏＲＯＮＩだ。

　内部には彼女の手で、預けたグロック１８Ｃが収められている。

「然り。褒めてつかわそう」

「はい！　光栄の至りです！」

　特殊なスキルＦＰＳは俺だけのもの。

　しかし俺と同調する従魔も、学べば理解することができる。一度見たことのあるｍｉｃｒｏＲＯＮＩへのグロックの合体ならば、簡単にこなすのだ。

　しかも応用が利く。すでにｍｉｃｒｏＲＯＮＩの下には、黒光りする大きな円盤が取り付けられていた。

　装塡されたのはバックパックの中にあった、とっておきのドラム弾マ倉グだ。

　さあ──。

「ちくしょう！　やるしか……！」

「そこどけえ！　邪魔だアアア!!」

【自動魔法オートマジツク発動】

【魔法陣マジツクサークル生成開始】

【必殺スペシヤルスキル発動成功：フルゲージまでカウント３０】

　火、土、風──様々な属性の魔法陣があちこちで起動し、いくつもの魔法武器が煌きらめいた。鮮やかな炎が生まれ、観客席の一部が盛り上がり、旋風が巻き起こる──。

　冒険者どもが皆、態勢を立て直そうとしていた。

　──もう遅い。

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！

　俺は銃弾の雨を降らせた。

　７０発ほどが収められたドラム弾マ倉グでも、わずか数秒で撃ち尽くした。ｍｉｃｒｏＲＯＮＩのチャージングハンドルが後退したまま停止する。

　だから、なんだ？　弾が切れればまた造ればいい。

【ＫＩＬＬ　１５６】

　あちこちで呻うめきが聞こえるが、まだまだヒトは生きているからな。

「もっと、出でよ！　もっとだ！」

【マガジン変換生成クリエイト】

　作り上げるのはもちろん、新たなドラム弾マ倉グだ。

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！

【ＫＩＬＬ　２０２】

「た、助けてくれえ！」

　死体の中から血を噴ふき出だしながら、懇こん願がんする者も現れた。

　……知ったことか。

　この地で貴様らヒトどもは、どれだけの魔族の命を弄もてあそんだ？

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！

　俺は【マガジン変換生成クリエイト】と掃そう射しやを繰り返すのみ。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩでの安定した弾道のおかげで、冒険者どもを余すことなくキルできる。

　ヤツらが反撃に出る隙など与えずに。

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！

　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパッ！
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　２０ほどもドラム弾マ倉グを撃ち尽くせば──四角い地下空間を囲む観客席に、動くものはいなくなった。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩのスリットから漏れた、グロックの排熱がゆらりと空気を歪ゆがませる。……さすがに連射しすぎたようだ。

「はあっ」

　俺の息も荒くなる。一気に魔力を消費したせいだろう。

「魔王さま、お疲れ様です。さすがでした！」





【魔王　アハト】

魔族／Ｌｖ９９

ＨＰ：４５／６６

ＭＰ：９４４／６６６６

所持金：６６１５９４Ｃ






　傍かたわらで片かた膝ひざをついたオズが、胸元に俺のステータスを表示させる。

　ＭＰが１０００を切るとは、なるほど……疲労を覚えるはずだ。

　そのぶんすべてキルしたか──。

　ヒトどもは誰もが血に濡ぬれて、折り重なって息絶えていた。

　戦士の男がいた。魔法使いの女がいた。素手の格闘家らしき者がいた。

　革かわ鎧よろいに穴を空けたドワーフがいた。弓を持ったまま倒れたエルフがいた。

　盾を構えたまま、Ｍ６７の直撃で頭を失った死体があった。観客席の一部を石の壁に変える途中で、穴だらけになった男が倒れる。火炎魔法の誤爆を受けて、半身が炭化したのはたぶん、キツネ種の女獣人コボルトだ。

　朱しゆに汚れた白い鱗うろこのリザード族もいれば──倒れてきた重装甲の騎士に潰つぶされて、圧死した者の足だけが見えた。割れて中身が出ている禿はげ頭あたまもあった。厨ちゆう房ぼうの男か？

　地下の底では光の障しよう壁へきも消えて、吟遊詩人バードも配下の女どもも全員、英雄の死体の側で倒れていた。

　ダメ押しでＭ６７グレネードをもう一つ生成しておいたが、必要なかったらしい。

　とりあえず空きポーチにねじ込んでおく。

　湧き上がるのは感かん慨がいだ。……俺は本当に皆、キルしてしまったのだな。

「ふ」

　自然と口元が歪んでいた。

　まだ熱いｍｉｃｒｏＲＯＮＩの銃口マズルを、ようやく下ろす。弾切れのドラム弾マ倉グも捨て去った。

　他にも空のドラム弾マ倉グが転がる足元には、ｍｉｃｒｏＲＯＮＩから吐き出された、大量の黒い薬莢カートリツジが散らばっていた。

　これだけ撃ったのだ。そこに後悔はない。

「ふはははははははははははははははッ！」

　やらなければ、きっとこちらがやられていたから。

　キルする以外他になかった。だから嗤わらう。散乱する薬莢カートリツジのぶんだけ、命を奪った重みを胸に感じながら。

　スキルＦＰＳ──これだけの数を屠ほふれるとは、我ながら恐ろしい。

　ああ、なんと罪深き力なのだろう。

　否いな。きっとこれは、魔王故ゆえに負わされた業ごうだ。──虐しいたげられし魔族たちを救うための、必要な代だい償しようか。

　いいだろう。俺の心くらい、いくらでも削ってやる！

　ヒトどもの命を奪ってでも救いたい、守るべき命があるからな。

「……！　……!!」

　その一つが死体の間をすり抜けて、俺たちのもとにやってくる。

　にゅるりと這はい出でてきたのは、半透明の青い塊かたまり。スライムのイムだ。

　彼女は身を起こし、すぐに豊満な体を形成するが……右腕は欠けたままで痛々しい。

　また、無理に狭い隙すき間まを通ってきたため、足に巻いていた包帯もほどけていた。

「？　！　？」

　イムはあたふたと包帯を摑つかみ、片腕で巻き直そうと苦戦する。

「否だ、イム。違うな」

「？　？」

「今はこちらに巻くべきだろう」

「わたくしがいたします！」

　従魔が飛びつき、包帯を今度はイムの右腕の欠けつ損そん部ぶに巻き付けた。

　イムが水すい晶しよう色の瞳を潤うるませて、俺を見つめる。

　言葉を発せなくともわかる。感謝と、自分のせいで魔王を危険に晒さらしたことへの慚ざん愧き──。

「気にするな、イム」

「……！　……!!」

「俺は勝利を約束すると言ったぞ。そのとおりにしただけだ」

「そうです。魔王さまはそもそも、下級魔族たちを救うべくこの地を訪れたのですから！」

　オズが俺の思いを語る。さすがは従魔だ。

「でも確かに、あなたが捕まっていたのは誤算でした。まったく、そこは魔族として重々反省してくださいね！」

　……一言多いがな。

　しかし、然しかりだ。俺が戦ったのはイムのためだけではない。地下に囚とらわれた、多くの魔族の解放こそが悲願だ。

　その魔族たちはどこにいる？

　英雄の倒れし、地下への四角い空間は開いたまま。そこには、イムが檻おりに入れられ通って来た大扉がある。

「イム。あの先はどうなっている？　他の魔族たちは出てこられないのか？」

「……！」

　透ける長い髪を揺らしてイムが、ふるふると首を横に振る。

　ふむ。おそらく、大扉が固く閉じているせいだ。

　降りていけば破壊できるか？　自おのずと、ポーチの中にある余ったＭ６７を確認する。

　俺はとりあえずｍｉｃｒｏＲＯＮＩに、残っていた最後の予備弾マ倉グを装そう塡てんした。

　大扉のもとに降りようにも、ヒトどもの死体が邪魔で、足の踏み場もないのが難点だが……。

「オズ」

「はい魔王さま、アイテムの回収をしますね！」

　従魔が黒い魔力を放ち、冒険者の装備品を略奪していく。観客席に倒れ込んだヒトどもの鎧よろいや武器が、次々と虚こ空くうに消えた。これで少しは隙間ができるか？

　それと、これは先を考えてのことだ。

　──然り。先がある。

　俺が七人目の英雄を倒し、地下廃城を奪還したことは、サーガイア中に広まるだろう。

　キルした冒険者どもの死亡情報は確か、理システムを通して自動的に、冒険者ギルドに回るはず。それが冒険者証の力だったか。

　いくつかパーティが壊滅しただけならともかく、英雄ナナを含めて、いきなり千人も死んだのだ。事情を突き止める依頼クエストが発生してもおかしくはない。

　ならば、今のうちに必要な素材を得ておく必要があった。このｍｉｃｒｏＲＯＮＩよりも、９㎜弾よりももっと、威力のある銃と弾を生成するために。

　だが、オズの回収作業が始まってすぐ──。

「誰ですか!?」

　物音がして、オズが手を止め誰何すいかする。俺も同時に反応し、振り返った。

　そこは死体の山がある、観客席の中ではない。銃弾を叩き込んだ領域の外。

　穴だらけの天幕の下には誰もいないはず。閑散としたテーブルと樽たる椅い子すだけが並んでいるが……そこで、慌あわてて逃げようとする者が一人いた。

　そう、一人。──ヒトだ！

　パァン！

　俺は反射的に構えて、ｍｉｃｒｏＲＯＮＩを１発撃った。

　カァン！

　響き渡るのは、弾が跳ねた硬質な音──なに？

「きゃああん!?」

　樽椅子に足を取られ、近くのテーブルを巻き込んで倒れたのは、長い耳を頭に生やした娘。

　黒毛の女獣人コボルトだった。

　見覚えがある。白い手袋を着けた、給きゆう仕じ役のウサギ娘だ。

「あの女は、魔王さま！　確かミミーとかいう？　いえ、それよりも！」

【冒険者生存数　１／１０００】

　慌てて出したオズの表示には、確かにキルし損そこねた者が「１」いるとあった。

　……なるほど。俺たちの確認ミスだ。

　そう言えば、理システムからの勝利宣言がまだ出ていなかったな。

　だが、なぜ弾が当たらなかった？

「きゃあー！　きゃあ、きゃああああああ！」

　ウサギ娘の方が驚いているようだ。持ち手のついた円まるい鉄板を握りしめ、一人で騒ぎ続けている。逃げることも忘れ、大きな尻を地に着けたまま固まっていた。

　そこに近づいたのは、なんとイムだ。

「！　！」

「……ひゃあああああ！　き、気持ち悪い、気持ち悪いよおぉ!?」

　やわらかい体でウサギ娘に巻き付いたイムが、そのまま見事に拘こう束そくする。

　負傷した下級魔族ではそれくらいしかできないようだが、十分だ。

　俺はオズをつれてゆっくり近づき、スライムの体から頭だけ出したウサギ娘に、ぴたりとｍｉｃｒｏＲＯＮＩを突きつけた。

「貴様は……」

「ご、ごめんなさいごめんなさいぃ！　ヤダあああああぁ！」

　ウサギ娘はすでに銃の威力を知っている。額ひたいに銃口マズルを押しつけられれば、黒い耳を必死に揺らし、赤い瞳からぽろぽろと涙をこぼした。

　スライムの中に沈むその手に、まだ握られていた鉄板は──確か、料理を載せて彼女が運んでいたものか。

　その中央部分がへこんでいる？

「ほう。よもやそれで、俺の９㎜弾を跳ね返したか」

「なんと！　こんなもので魔王さまの一撃を防ぐとは、運のいい女ですね！」

　まったく、と腰に手を当てオズが呆あきれる。

「でも、少々時を稼いだだけのこと。さあ今度こそ……魔王さまの一撃の餌え食じきとなりなさい！」

「し、死にたくない死にたくない、死にたくないよおおぉ！」

　このまま引き金トリガーを引けば、簡単にキルできる。

　しかし……。

「アタシまだちゃんと冒険に出たこともないのにぃ！　うわ────ん！」

「貴様？　そうか」

「ギャンブル狂のミミー、悪運博兎バツド・ラビツトミミー、でしたか？」

　オズが耳にした情報を口にする。

「そして冒険者ギルドの登録証を持たない女、でしたね」

「は、はいいぃ！」

　動けないウサギ娘が何度も頷うなずく。

「持ってないよぉ、アタシ！　ギャンブル好きだけど、魔族どうしを戦わせる賭かけには参加したことないし……ゆ、許してくださぁあい！」

「……一つ確認する。噓うそ偽いつわりなく答えるがいい、ミミー」

「え？　は、はいぃ？」

「貴様は魔族を狩ったことはあるか」

「ないです！　アタシは……まだ、戦ったこともなくてぇ。ぜんぜんしてないよぉ！」

　顔中をべたべたに汚してウサギ娘が訴えた。

　どうやら真実を言っているようだ。

　ならば──俺はｍｉｃｒｏＲＯＮＩの銃口マズルを下ろした。

「イム。もういい、放してやれ」

「？　？　？」

　ウサギ娘に絡からみつくイムはあっけにとられたようだ。ぽかんと大口を開ける。

　しかし、魔族は温和な種族。俺のためにウサギ娘を捕らえたイムだが、傷つけようとはしなかった。

　だから命じられたとおり、イムは拘束を緩ゆるめる。

　それでいい。俺たちは、ヒトとは異なる種なのだから。

「助かった……助かったよおぉ！」

　必死にスライムから這はい出でて、ウサギ娘が跳ねて逃げ出す。

「やはり、さすがです。魔王さまは！」

　無様なウサギ娘から目を離し、従魔のオズが笑顔を向ける。

「愚かなるヒトであっても寛大な心でお許しになる……。魔族というだけで殺さつ戮りくする冒険者とは違う、ということですね！」

「ふ。然りだ」

　──すぐそこに俺がキルした、大量のヒトの死体が転がっている。

　けれども冒険者と同じではない。同じであってたまるものか。

　あそこまで堕おちないことが……魔族の王たる俺の、矜きよう持じだ。

「魔族を手にかけたことがないなら、命を奪う理由もない。そうだな、イム？」

「……！　！　！」

　イムも頷く。

「あ、あの……ありがとうぅ！」

　そこに、声が届けられた。

　なに？

　逃走したウサギ娘が一度だけ足を止め、頭を下げてから、天幕の外に出て行った。

　……ありがとう？

　くすりと笑ったのはオズだ。

「魔族に礼を告げるなんて。おかしなヒトもあったものですね、魔王さま」

「？　！」

　イムも目を丸くしている。

　感謝だと？　まったく、筋違いだな。

「ふ」

　俺がキルすべき冒険者ではなかった。ただそれだけのこと──。

「む？」

　冒険者で……なかった？　俺の中になにかが引っかかる。

　はっとしたのは従魔のオズも同様だ。

「魔王さま！」

【冒険者生存数　１／１０００】

　オズは再び、生き残った者の数を表示した。

　その数字「１」は変わらない。あのウサギ娘の姿が見えなくなっても！

　──否、彼女は最初から冒険者ではなかった。１０００の数に入っていない。

　ならば、生き残りが別にいる？

　俺もオズも自ずと振り返る。

　そこにあるのは無数の死体の山に埋もれた、地に沈んだ観客席だ。

　その中にまだ、死んだふりをしている者がいるのか？

「……無様でも、丁寧に死体撃ちをしておくべきだったな」

　Ｍ６７を余らせている場合でもなかったか。

　とにかくｍｉｃｒｏＲＯＮＩを構え直し、踵きびすを返す。弾数とＭＰに余裕はないが、ウサギ娘を逃がしたのは例外だ。

　観客席で騒いでいた連中はすべて、魔族を弄もてあそんできた者。

　イムを刻きざもうとしたときの、あの熱狂を俺は忘れない。一人として生かしておく価値などあるものか。

　問題は、どうやって見つけるかだが……。

　その必要はなかった。

　俺たちが９９９の死体の前に戻ったとき、身を起こす「１」がいた。

　……こいつは!?
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　巨大天幕の大穴から、三つの月の光が降り注ぐ。

　三色の輝きが混ざり合い、白銀に染まる四角い地の底で、ふらりと立ち上がったのは赤毛の女だ。

　まさか……バカな！

「英雄、ナナですか!?」

　ともに観客席へと駆けつけたオズが、うわずった声を上げる。

　然しかり。間違いない。死体だらけの斜面を挟んだ、４０ｍ離れた下にいても……見間違えるものか！

　生きていたのは、最初に俺がヘッドショットを決めたはずの英雄ナナだった。

　グロックの弾は当たらなかった──？

　否いな、確かにヒットしたのだろう。彼女の顔面は血ち塗まみれだ。

　ならばなぜ、ヒトごときが死なない？

「……な、に、これは……？」

　取り巻く四方の観客席に倒れる、九百九十九人の死体の山。

　それらをようやく認識して、明らかにナナが狼狽うろたえる。

「なにが、起きた？　わ、私の……ショーが！　あああっ、お前たち!?」

　側で倒れている配下の女どもにも気付き、ナナはその場で蹲うずくまった。

「私の育てた、美しき若わか百ゆ合りがあああ……!!」

　感じているのは絶望か？　──滑こつ稽けいだな。

「英雄よ、なぜ自分たちは狩られないと思っていた？」

　俺はｍｉｃｒｏＲＯＮＩを向けたまま、累るい々るいと重なり合う死体越しに声をかけていた。

　ようやくナナが面おもてを上げて、俺とオズの存在を捉とらえる。

「お前は……!?」

「驕おごるな。命を狩って許されるのは……狩られたことのある者だけだ」

　露あらわになった頭のツノを、軽く叩いて誇示する。ナナの目が大きく見開かれた。

　そうだ。七度殺された、魔王である俺こそが──ヒトを狩る因果を持つ者だ。

　パパパパンッ！

　連射フルオートで無数の弾丸を放はなつ。

　いくつかが英雄の体にヒットした。新たに鮮せん血けつが噴ふき出だし、ナナが倒れ込む。

「さすがです！　１発で倒せないのならば、さらに撃ち込めばよいというわけですね！」

　隣でオズが嬉き々きとして胸元をはだけ、理システムからの勝利宣言を確認する。

【冒険者生存数　１／１０００】

　なに？

「……１？　いったいどういうことですか!?」

　答えなどたった一つ。ナナがまだキルできていないという意味だ。

「これが……お前の得た、新しい力というわけかっ、魔王おおおぉ!!」

　血ち反へ吐どを吐きながらも、やはり英雄ナナは起き上がった。

　ばしゃり。全身に空いた穴から流れ出た大量の血液が、彼女の周囲で渦うずを巻く。

【自動魔法オートマジツク発動】

　地下の床に転がっていた七本の剣。それらを血の渦が次々に拾い上げる。

　この状態でもまだ戦えるのか、英雄は──！

　否、おかしい。少なくとも弾で傷を負っているはずなのに、ダメージ表示が表れない。

　なぜ？

「魔王さま！　あれは！」

　従魔とともに俺は、見た。英雄の胸を裂いた傷跡から、なにかがきらりと光るのを。

　その色を俺が見み紛まがうものか。漆しつ黒こくよりも尚なお暗い、闇色の魔力の煌きらめきは……。

「なるほど、貴様は……！」

「英雄に取り込まれた、魔王さまの……わたくしの欠片かけらですね！」

　奪われた従魔が、魔王である俺よりも理解していた。

　然り。そしてこやつは魔王を倒したＥＸＰを得たことで、変質した。

　肉の体を持ちながらも、魔族と同じく膨大な魔力で命を紡つむぐ存在に。

　それはもうヒトではない。

「ああ、あああああぁあぁぁぁぁぁ！　血が足りなぁぁぁぁぁぁぁぁあああい！」

　赤毛の英雄が吠えた。血の渦がわななき、摑つかみ上あげた七つの剣を疾はしらせる。

　その切っ先が突き立てられ、掻かき回まわしたのはなんと、側に倒れる配下どもの屍しかばねだ。

　──肉を斬り、骨を砕くだき、死体から血が飛び散る。

　それらはすべて英雄の操る渦に吸い込まれた。そしてナナの全身に降り注ぐ。

「アハア♪　なにこれぇ、いい……もっと、もっとおおおおおお！」

　ヒトの血を浴びた英雄が、恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

　銃弾を撃ち込んだ傷が、見る間に癒いえていく。

　だが七つの白刃は、さらに血を求めて舞った。配下どもの次は吟遊詩人バードたちの死体を刻きざみ──それだけでは飽き足らず、観客席にも飛び込んでいく。

「血ぃ！　血いぃいいいい！　血いいいいいいいいいいいいい!!　アハハハハハハ！」

　切り刻まれた腕が、足が、首が──ピンク色の臓ぞう物もつが血の渦で躍っていた。

「……～～～～～～～～～!!」

　あまりの光景に遅れてやって来たイムが、声にならない悲鳴を上げる。

　血肉はすべて赤い渦に囚とらわれたが、凄すさまじい臭気が撒まき散ちらされた。俺もオズも顔をしかめる。その前でナナの操る血の渦は、どんどんと肥大化していた。

　中心にいるナナは──なんだ？　その姿が明らかに妙だった。周囲を血の池に変えながら、細切れにした肉と臓ぞう腑ふの海を歩き……渦と同じく、一回りも二回りも大きくなる。

　否。もう、ヒトの形すら失っていた。

　四方の観客席をくまなく抉えぐった剣たちは、いつしかすべて折れ飛んでいた。武器の耐久値を超えて酷こく使しした結果だ。

　だがすでに、英雄は剣を必要としなかった。

　ばき、ぐちゅっ、じゅるるるる。

　肉と骨を取り込んで太くなった手足を振るい、死体を無造作に引ひき千ち切ぎる。つまみ上げては中身をすすり、さらに体を大きくした。こいつは……！

「ヒトの死肉を取り込んだのか！」

「なんという醜しゆう怪かいな!!　信じられません！」

　共食いだ。禁きん忌きの行為に、俺もオズも目め眩まいを覚える。

　厚手のマントを羽は織おり、豪ごう奢しやな鎧よろいを着ていた女の姿はどこにもない。

　最後には血の渦すらも吸い込まれて、できあがるのは深しん紅くの鱗うろこに覆おおわれた巨きよ軀くだ。

　大口にはヒトの腕ほどもある牙が生えそろい、食らいついた冒険者の屍を、防具ごと容易たやすくバリバリと嚙かみ砕くだく。

　背中に生えた二枚の翼は、巨体にしては小さいが……太い尾の長さは、１５ｍはあろう身の丈をゆうに超えていた。その姿は──。

「竜!?　なんてことですか！」

　正体をオズが当てる。

　魔竜だった「我」の力を取り込んだ影響か。観客席に倒れる死体の半分ほども食い尽くせば、英雄ナナは赤き竜へと変へん貌ぼうしていた。

「魔王さま！」








【竜の英雄　ナナ】

人間（超越）／Ｌｖ４０７

ＨＰ：２３５００／２３５００

ＭＰ：９９９９／９９９９

所持金：２９３０７２Ｃ






　オズが表示したのはナナのステータスだ。

　まさか。魔族である俺には、冒険者の細かな数値は把握できなかったはず。

　──もう、ナナがヒトではない証か。

　赤竜が一歩踏み出すたびに地面が揺れた。観客席から這はい上あがれば、頭が天幕に引っかかる。

『ルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　その声もヒトのものではなくなっていた。竜の咆ほう吼こうだ。

　天に向けて放たれた叫びに、穴だらけになっていた天幕が引き裂かれた。

「くっ！」

「魔王さま！　きゃあ！」

「……！　……！」

　俺やオズが余波で転び、イムは青い体を地面にへばりつかせて耐えた。テントの下にあったテーブルや樽たる椅い子すが軒並み倒れる。

　無数のランタンも転がり、魔法の明かりが瞬またたいた。

　攻撃をされたわけではない。一吠えで大気が震え上がったのだ。

「さ、さすがは、かつての魔王さまのお力です！」

　こんなときでも従魔が褒める。

　否──俺が「我」だったときでも、ここまでではなかったはず。

　これがレベル４００超えの力というわけか……！

『ああああア……このワタシが、ワタシの体がこんナ、こんナ……！』

　今になって英雄が、赤竜となった己の巨軀を認識する。

『こんな美しい姿にいイイイィ!!　わかる、わかるゾ！　これがワタシに相応ふさわしい、英雄の真の姿というわけかア！　アハハハハハハ！』

　三つの月と星だけが見下ろす中で、双そう眸ぼうを赤黒く輝かせる。睨にらむのは踏み荒らした観客席にまだ残る、冒険者どもの無数の死体だ。

　赤竜は大口を開け、きれいに食らい尽くそうと身を沈める。

　俺やオズ、イムにはまったく興味がないらしい。圧倒的な力を得た今、俺たちは路ろ傍ぼうの石程度のものなのだろう。

　……別にこいつが、ヒトどもの屍をどうしようと構わない。

　だが──不快だ。なぜこいつだけがまだ生きている？

「魔王さま！」

　転んだときに手から離れて転がったｍｉｃｒｏＲＯＮＩを、オズが拾って持って来た。

　然り。英雄はキルしなければならない。

　かつて殺された俺だからこそ、強く思う。側にいるスライムのイムを横目に捉えた。もう二度と……魔族を弄もてあそばせるものか！

　だが竜と化した英雄の体に、９㎜弾では明らかに威力不足だ。俺はあえて、ｍｉｃｒｏＲＯＮＩを従魔から受け取らない。

　ポーチに残るＭ６７を使うという手もあるが……。

「今こそ出いでるがいい！　俺の、新たなる銃器よ！」

【カービン変換生成クリエイト】

　魔力の残りに不安があったものの、俺は新たな銃器を願う。９㎜より強力な銃弾を使える代しろ物ものを。

　スキルＦＰＳが黒い魔力の煌めきで応えた。

　回収途中ではあったが、先程得たばかりの素材があったおかげだろう。俺の手の中に漆黒の小銃カービンが現れる。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩよりも大きく重い、こいつは……！

「なんと。魔王さまの新しいじゅう、ですか？」





■ＳＲ－１６（ＭＡＯ８）

使用弾薬：５・５６×４５㎜

装塡数：３０

銃口初速：９０５ｍ／ｓ

連射速度：０・０７６ｓ

有効射程：５００ｍ






　オズがスペックを表示させた。

「……ＳＲ－１６!?」

　俺は驚きを隠せない。アサルトライフルであるＭ１６Ａ２の──銃身バレルを若干短くした、取り回しに優れるＭ４カービン。そのＭ４シリーズの、各パーツの精度を高めた最上級ハイエンドモデルがＳＲ－１６になる。

　確かに側面には「ＳＲ－１６－ＭＡＯ８」の文字が刻きざまれていた。

　なんて……美しい銃だろうか。無駄のそぎ落とされた、Ｍ４そっくりの外観。頑健な三角断面の前方照準フロントサイトが系列の証だ。

　しかし上部はすっきりとしている。折りたたみ式の後方照準リアサイトがつくのは、幅２０㎜規格のＲＩＳレール・インターフエイス・システムだ。

　レールのどこにでも汎用パーツを装着できる、優れた仕様だ。銃身バレルにも縦横にＲＩＳが組まれていた。今は左右にハンドガードパネルが固定されている。

　グリップを握って構えれば、パネルを摑んで支えた左手に、どっしりとした重みがかかった。跳ね上がりを抑おさえるためＭ４同様、重銃身ブルバレルとなっているのだ。

　そのため重心がトップヘビーか？　引き金トリガーの前方にぶら下がる、少し湾わん曲きよくした樹脂製弾倉Ｐマグも重い──。

　中に詰められているのは５・５６×４５㎜ＮＡＴＯ弾だ。

「ほう。しかも３０発入りか！」

　いいではないか！　初弾を薬室チヤンバーに送り込むため、銃床ストツクの付け根にあるチャージングハンドルを引く。

　バシャッ！

　内部の遊底ボルトが動くのと同時に、右側にあるカバーが展開した。

　ダストカバー。薬莢カートリツジを飛ばす排はい莢きよう口こうに、砂すな埃ぼこりが入らぬよう普段は閉じているもの。そこから黒光りする細長い５・５６㎜弾が見えた。

　さあ──グリップを握る親指で触れるのはセレクターレバーだ。

　単発ＦＩＲＥを、連射ＡＵＴＯに切り替えて。

「オズ！　イム！」

「はい、離れています。魔王さま！」

「……？　？　？」

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩを預かる従魔が、ようやく身を起こしたスライムのもとへと走る。

　赤竜はさらに死体を喰くいあさり、いっそう巨体を大きくしていた。

　こいつ……まだレベルを上げるか！

　止めるなら今だ。俺はＳＲ－１６を構え、赤竜の頭部に狙いをつける。

　距離はわずか２０ｍ。標的は大きく、外しようもない。

　また相手は喰うのに夢中で、こちらの動きにまったく気付いていなかった。

　後は赤い竜の鱗を、この弾で貫けるかだが……。

「ふ」

　俺は嗤わらった。貫けぬのなら、戦わないのか？

　違うな。否だ。俺はただ、魔王として魔族のために戦うのみ。

　これまで何度敗北してきても、そうしたように──。

　ババババババババババババンッ!!
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　夜の風を引き裂いて、無数の弾丸が赤竜に吸い込まれる。

　ＳＲ－１６の５・５６㎜弾は見事、竜の鱗うろこを砕くだいていた。

『ギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　食い散らかされた死体の残る観客席で、赤竜が顔面を覆おおい、夜空に仰のけ反ぞる。

　三つの月明かりが染める白銀の世界を──噴ふき出だした赤黒い血が彩いろどった。

　らんらんと輝く、竜の目の片方が潰つぶれていた。

「やりました！　さすがです!!　あの鱗を射い貫ぬくとは！」

　イムのもとに駆けつけたオズが跳ねて喜ぶ。

　然しかり。近距離からのＮＡＴＯ弾の連射は、いかな竜でも防げない威力だった。血肉に汚れた観客席の斜面で、巨大な体たい軀くがぐらりと傾かしぐ。

　しかし、頭に何発か当てても致命傷には至らなかったか。理システムからのキル表示は出てこない。

『痛イ、痛い痛い痛いイィィィイ!!　ワタシのッ、美しいカオが、カラダがアアア!?』

　ばきっ、ごきゃ！　ぐしゃっ、ぐちゃ！　ばりい!!

　血ち塗まみれの赤竜が地響きを立てて倒れ込むと、撒まき散ちらされたのは大量の肉と臓ぞう腑ふだ。

　下敷きにした観客席のヒトの死体。それらが再び赤竜に貪むさぼられていた。

　……なに？

「魔王さま！　奴の……傷が!?」

　従魔が叫ぶ。俺も見た。

　観客席に伏せて這はう竜の、頭部から流れていた鮮血がもう止まっていた。砕けた鱗も剝はがれ落おち、その下から新たな鱗が盛り上がる。

　しまった。こいつはヒトの血肉を取り込むことで、肉体を修復できる！

　残っていた死体をきれいに片付けると、潰れていた片目も再生を果たしていた。

　ぬるりと新しい眼球が動く。赤黒い双そう眸ぼうが、ＳＲ－１６を構える俺を捉とらえた。

　ヒュウウウウウウ──。

　風が……俺のローブをはためかせた。

　まずい。赤い竜の胸が膨らんでいく。

　竜の吐息ドラゴン・ブレスか！

「魔王さまあ！」

　従魔も気付き、慌あわててイムの前に立つ。

　俺も瞬時に、弾マ倉グに残る５・５６㎜弾をすべて叩き込んでいた。

　バババババババババン!!

　的確に狙ったのは竜の顎あごだ。銃弾の雨に、赤竜の口元がわずかに跳ねて──深しん紅くの霧が俺たちの真上を掠かすめた。

　ゴバアアアアアアアアアアアァァッ!!

　濃密な毒のブレスだ。夜の闇を駆け抜けて、赤い毒霧が大地を焼く。

「くっ……！」

　直撃を免まぬかれたとはいえ、ヒトの肉体ならば沸ふつ騰とうするほどの毒だ。掠めた俺の左腕がわずかに溶けた。弾切れになったＳＲ－１６を取り落とす。

「……～～～～!!」

　イムの悲痛な声が届いた。

　彼女が無事で済んだのは、オズが俺の意図に従って守ったからだ。

　青いスライムの前で、毒霧の余波を防いだ従魔が、黒い欠片かけらとなって転がった。

　……よくやった！　だが褒めている余裕はない。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ────────!!』

　赤竜と化した英雄は、怒りでヒトの言葉すら忘れている。

　顎先から血を噴き出しつつも、もう傷の修復に構わない。血と臭気が煙る観客席を踏みつけて、くぼんだ地下から這い上がり、俺へと迫ってこようとする。

　しかし、大地を揺らす足取りは遅い。

「ふ」

　つい自じ嘲ちようの笑みが浮かんだ。自分が「我」だった頃と同じだから。

　大きすぎる体を持て余し、竜は速く動けない。背中の翼もわずかに浮ける程度のもの。

　だからこそダンジョンに身を潜ひそめ、魔竜セプテムはヒトを迎え撃ったのだ。

「イム！　今度は、貴様がオズを守れ！」

　俺は、黒い石板を拾い上げたスライムに命じる。状況は最悪だが──。

「立て直すぞ」

　まだだ。まだ負けていない。戦える。

「出でるがいい！」

【グレネード変換生成クリエイト】

　残ったＭＰを振り絞り、俺は新たな武器を乞こう。

　溶けかけた左手の中に現れたのは、新たなタイプの手しゆ榴りゆう弾だんだ。

　Ｍ６７のような丸いフォルムをしていない。穴だらけの筒状で、中には黒光りする金属柱が入っていた。

　──Ｍ８４スタングレネード。爆発はせず、強烈な音と閃光を放つ代しろ物ものだ。

　竜には効果あるか？

　ふ、相手はしょせん肉の塊かたまり。

『グオオオオオオオオオオオオオオオオオン!!』

　赤竜の凶悪な頭部が、俺目がけて真っ直ぐに突っ込んできた。

　Ｍ８４にはレバーに絡からむクリップはない。代わりに三角と円の、二つのリングがついていた。二重のピンによる安全機構だ。

　それらをまとめて一気に引き抜き──俺は投げない。レバーが跳ねて信管に着火したＭ８４を、左手でつまみ上げた形で突き出す。

　オズの表示は出てないが、このタイプなら爆発までほんの２秒。

　迫り来る竜の正面で、一瞬の閃光が夜を薙ないだ。

　バァアアン!!

『ギ……!?　ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』

　凄すさまじい音も炸さく裂れつし、赤竜がたまらず身をよじった。俺の真横をすり抜けて赤い巨体が倒れ込み、千ち切ぎれた天幕が張り付く、朽くちた遺跡の一部へと突っ込んだ。

　轟ごう音おんが響き渡り、砕けた遺跡の破片が煙のように夜に舞う。

　その様子をすべて、魔族の俺は目視できていた。

　やはりだ。スタングレネードの強烈な閃光も、ヒトならば耳が聞こえなくなるほどの音も、魔力で紡つむいだ体には無意味。

　それは下級魔族のスライムも同じだ。

「今のうちだ。オズを頼むぞ、イム！」

「……！　……!!」

　青いスライムに指示を出し、俺は落としたＳＲ－１６を拾い上げて駆け出した。

　イムも石板の欠片を豊満な胸に抱き、ぬるりと走る。

『何をしたアアア!?　魔王ウウウウウウウウウ!!』

　赤竜はまだ目と耳が回復していない。遺跡の一部を長い尾で破壊しつつ、大暴れする。

　この隙すきに俺たちが向かうのは、魔法光の街灯が灯ともる大通りを抜けた先──街の外だ。

　ＳＲ－１６の残弾もなく、従魔の補佐も得られず、俺の魔力も限界に近い。ヒトのように息が荒くなる。

　しかし、愚ぐ鈍どんな竜からは容易に逃げ切れるだろう。

　ならば……後はＭＰの回復を待ち、次に賭かける。

　できるはずだ。俺は片手で担ぐＳＲ－１６の威力を知った。

　あるいは魔力と素材さえ十分に整えば、これ以上の銃器をも造れるはず。

『さすが冷静なご判断です、魔王さま！』

　石板に戻ったオズの声が届いてくる。

　それでも気にかかるのは、まだ地下に囚われたままの下級魔族たちだ。

　否いな。地上でまだ竜が暴れ回っているのだ。地下にいた方が安全か。

　ともかく今は、ここを離れて……。

『逃、がス、モノかアアアアアアアアアアアアアアアアアアア─────!!』

　ゴバアアアアアアアアアアアアアアアァァッ!!

「なに!?」

「……！　!!　!?」

　風が暴れた。またブレスか！

　俺とイムがいたのは赤竜から離れた、街の出入り口に近い、無数の宿屋が建ち並ぶ区画だ。咄とつ嗟さに建物の陰へと飛び込む。

　しかし街の中心では、信じられない光景が見られた。

　なんだ……あれは？

『ブレスの、柱ですか!?』

　イムの胸の谷間に挟まる、石板の欠片が震えた。

　建物の隙間から俺たちが見たのは、夜空に真っ直ぐ駆け上がる深紅の霧柱だった。

　赤竜は、真上に向かってブレスを吐いたらしい。なぜ？

　俺が感じ取ったのは魔力の流れだ。噴き上がる毒霧の柱──その頂点が大きく渦うずを巻く。それ以上昇のぼることを許さず、掻かき回まわし、一気に散らした。

「しまった！　ヤツは……！」

　つまり、英雄ナナが水を操っていたのと同じこと。

　竜のブレスに混ざる毒は、霧状となった液体だから……。

「自在に操れるのか！　ブレスを！」

　吐き出され続けるブレスの毒霧が、星空を掻き消して街へと落ちてくる。

『すべてを覆い尽くす気ですか!?　なんてことを！』

「……走るぞ！」

　俺はイムとともに通りへと飛び出した。

　目と耳が回復しても、竜の足では俺たちに追いつけない。故ゆえに苦くるし紛まぎれの策だろう。

『さすがです。毒の海に街が沈むより早く、逃げ切ればよいというだけですね！』

　オズが言ったとおり……のはずだった。

「……？　！　!!」

「なんだと!!」

　けれども、赤い毒霧は街の中には落ちなかった。

　散らされた赤い霧が降りたのは、街の外。そこで分厚く停滞し、大きく渦を巻き始める──。

　できあがったのは、地下廃城をすっぽりと覆う毒霧の壁だ。これは……！

「そうきたか」

　やられた。後少しで街から出られるところだったが、相手も知恵が回るようだ。

　振り返れば遙はるか向こうで、赤竜がブレスを吐ききったか。

　ヤツが頭を巡らせる前に、俺は近くの物陰に隠れる。イムも遅れて飛び込んで来た。

『どこだアアアア、魔王ウウウウ！　まだ死んでいないよナア？　アハハハハハ！　醜みにくく踏み潰してカラ、食い殺してやるゾ!!』

　幸い見つからなかったらしい。赤竜は歩き出したようで、重い足音を響かせながら破壊音をぶちまける。

　なるほど。俺たちを閉じ込めておいて、巨体で蹂じゆう躙りんする気だろう。

　分厚い毒霧の壁はちょうど、俺とオズが渡ってきた石橋をまるごと飲み込んでいる。

　──無理矢理突っ込んで、下を流れる川に飛び込めばどうにかなるか？

　否。魔力が少なく、ＨＰも少ない俺の体がもつかは怪しい。

　それに下級魔族のイムにはまず無理だ。スライムの体ではすぐに溶けて消えるだろう。

　ならば……。

『魔王さま、この建物は！』

「ふむ。物もの見みの塔だな」

　従魔に言われるまでもない。俺はイムとともに背中をつけた建造物が、長らく廃はい棄きされていた塔だと気付く。

　その入り口はすぐ側だ。大柄な魔族でも通れるように空いた四角い穴から、上へと昇る石段が見えた。

　物見の塔の高さは１０ｍほどか。……ここからなら。

「上がるぞ、イム」

「？　？　？」

　俺が塔の中に入れば、片腕のスライムが髪で【？】を作りながらもついてくる。

　塔は頂上が少し崩れているようだ。そこから白銀の月明かりが差し込み、空っぽの塔の内部に張り付いた、螺ら旋せん状の石段を浮かび上がらせる。

　厚い砂すな埃ぼこりを踏みしめて石段を登り切れば、屋根の一部を失った最上階に辿たどり着ついた。

　ここにあるのは崩くずれた壁に空いた小さな穴と、街の外に向けられた覗のぞき窓まどだ。

　スリット状の穴が並ぶそこから、街を囲んだ霧の壁が見通せたが……。

「ダメだな、あれは」

　感じ取るのは、毒霧を留とどめる魔力の流れだ。渦巻く形で完全に制御されている。

　あの分厚い毒の渦は、繰り手である竜を排除しない限り消えないだろう。

『さすがは魔王さま。一目で判別なさるとは……！』

　いつものように軽口を叩くオズ。しかし石板の欠片となった従魔を抱くイムは、半透明の青い体を震わせていた。

「案ずるな、イム。あの竜は倒せる」

　溶けていた左腕がようやく癒いえて、俺はＳＲ－１６を抱え直す。

　──銃はもうこれしかない。グロック１８ＣはｍｉｃｒｏＲＯＮＩの中に入れたままオズに預けていたが、欠片に戻った際にバックパックともども落としてきた。

　故に残っているのは、ポーチの中のＭ６７グレネードが１つきり。

　しかし、策はある。

『そうです！　竜の鱗を射貫くことはできました！　後は……』

「弾が必要だ」

　ブブー！

【ＭＰが足りません】

　だが俺が願っても、５・５６㎜弾の１発も生成できなかった。

　消耗が激しい──。

　限界近くまで魔力を振り絞った上、腕の修復にＭＰが持っていかれた。

　目め眩まいを覚え、立ち上がれない。気を抜けば意識を失いそうだ。

　けれども俺は焦らない。

「少し休むぞ」

　俺はイムの腰を摑つかみ、引き寄せた。そのやわらかい体に寝転んで、頭を預ける。

「！　？　！」

『なんと、魔王さまの仮かり初そめの寝床に使われるとは！　身に余る光栄だと思いなさい、イム！』

　従魔がやかましいが、構わず俺はイムの腿ももを堪たん能のうする。魔力の回復が最優先だ。

　だが眠らない。目は閉じるが耳を澄ませる。

　竜の足音はまだ遠い。こちらに気付いている様子はないようだ。ぎりぎりまで回復に専念すれば、勝機は……。

　──そこに別の足音が聞こえた。

　なんだ？　俺は瞬時に反応して起き上がる。

「だ、誰かいますかぁ？　足跡あるからいますよねぇ!?　よかった、生きてる人がいて！　だって魔王が現れたと思ったら、次はドラゴンがぁ！　どうなってるのこれぇ！　変な赤い霧も出てるし、なんとか一緒に逃げて……あれ？」

　石段につけた、俺たちの痕こん跡せきを辿ってか。

　最上階へと駆け上がって現れたのは、見覚えのある黒毛のウサギ娘だった。
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　壊れた屋根から白銀の月明かりが差し込む、物もの見みの塔の最上階。

　そこに現れたウサギの獣人コボルト娘は、勢いよく石段を跳ね上がってきたものの、俺たちを前に固まった。

「ま、魔王さん？　……い、いやあああっ！　どうしてここにぃ!?　やっぱりアタシ殺されるんだああ！　死にたくない死にたくないぃ!!」

「黙れ」

　驚きのあまり腰を抜かし、逃げることもままならないウサギ娘。その鼻先に俺はＳＲ－１６の銃口マズルを向けた。

　弾は入っていない上に、初めて見る銃のはずだが……こいつの生存本能か？　ウサギ娘は慌あわてて両手で口を塞ふさぐ。

　しかしこいつがなぜ、ここに。

『この獣人コボルト、ミミーでしたか？　逃げ遅れたようですね。なんて間抜けなウサギなのでしょう』

「……！　！」

　石板の欠片かけらがスライムの胸の狭はざ間まで嘲ちよう笑しようすれば、イムもこくんと頷うなずいた。

　おバカ。さすがにそう呆あきれたようだ。

　どちらの言葉もヒトには届かないもの、のはずだったが……。

　ぴくんと動いたのは、ウサギ娘の頭に生える長い耳だ。

「わ、悪かったねぇ、もたもたしてて！　水も食料も持ってないから、働いてた宿屋で確保してたのぉ！　こんな着の身着のままで外に出たら、荒野ですぐ倒れるもん！　……ああぁあ、でもこんなことになるなら、とりあえず街を飛び出せばよかった！」

「貴様……？」

『魔王さま、この女……今のわたくしや、イムの言葉がわかるようですね』

「わ、わかるよ！　アタシ、耳いいもん！」

　だからなに？　とウサギ娘は返答し──しかし、へたり込んだまま困こん惑わくした。

「あれ？　今の声って、誰ぇ？　どこから……」

『ここです。ここ。スライムの、忌いま々いましくも無駄に大きな乳袋の間です』

「え。えええぇ？　声は、魔王さんと一緒にいたあのコだよねぇ？　なんでそんな姿に！」

「うるさいぞ」

　今度は従魔にも向けて告げた。ウサギ娘とオズが黙る。

　否いな、外の異変に耳を澄すませたかっただけだ。

　──暴れ回っていたはずの、竜の足音がぴたりと静まっていた。

　しまった！

『魔王ウウ！　今、そこの塔の中にいるなアアアア!?　飛び込んだのが確かに見えたゾオオオ!!』

　赤竜が吠ほえていた。イムがはっと俺を見て、次いでウサギ娘に目を向ける。

　……そういうことだ。

『あ、あなた！　このお間抜けウサギ……塔に入る姿を竜に見つかりましたね!?　向こうは勝手に魔王さまだと思ったようですが、とばっちりもいいところです!!』

「噓うそ!?　アタシのせいぃ？　やだ───！」

『そんなところにまで逃げていたとはアア！　危うく逃がすところだったじゃないカアアアア！　アハハハハ！』

　来るか？　俺はＳＲ－１６を抱えて身を伏せる。

『頭を下げなさい！』

　オズも警告し、イムが慌てて従った。体を崩くずしてべちゃりと這はう。

「え？　え、えぇ？」

　ウサギ娘も腰を抜かしたまま、頭を抱えて床に転がる。

　──しかし、毒のブレスで塔ごと焼かれることはなかった。

　溜め込んだ毒をすべて吐き尽くしたか、街の外で渦巻かせるので手一杯か？

　否。単に一息で殺す気がないからだ。

　伏せた格好になって初めて、外壁に空いたわずかな穴から、街の様子が覗のぞき見みえた。

　大通りの石いし畳だたみを踏ふみ潰つぶしながら、赤い竜がやって来る。

　その歩みは、やはり遅いが──。

「……まだだぞ」

　ブブー！

【ＭＰが足りません】

　弾を生成しようとしても、理システムは応えない。魔力の回復が追いついていなかった。

『いえ、さすがは魔王さまです！　後少しで足りるはず。わたくしにはわかります！』

　崩れたスライムの中で、従魔が断言する。

　ふむ。確かにそんな感覚はあるが……。

「どういうこと、どういうことどういうことぉ!?　なんでドラゴンが……魔王さぁん、ドラゴンに恨うらまれるようなことしたの!?」

「うるさい」

『お黙りなさい！　もう！』

　状況がわかってないウサギ娘が混乱したが、いちいち説明する気はない。ＳＲ－１６をまた突きつけるだけだ。

　そのＳＲ－１６の弾がない。

『もう少し。もう少しだけお待ちください、魔王さま』

　黒い石板の欠片がぴくぴく動く。

『後少しでわたくしの体が紡つむげる程度には回復します。ささやかですが、その魔力をどうぞお使いくださいませ！』

「ふ。頼むぞ、オズ」

『お任せください！』

「……！　！」

　だがオズが間に合わせるより先に、身を起こしたのはスライムの体だった。

　彼女は俺に対して、長い髪を揺らしてぺこりと深く一礼し……伏せた俺にいきなり顔を近づけてきた。

「イム？　むぐっ」

　そっと瞳を閉じて、強引に重ねるのは唇くちびるだ。

　やわらかな舌が入り込み、感じたのはあたたかな、彼女から流し込まれてくる魔力。

　止める間もなかった。

　下級魔族のわずかばかりのＭＰが、一気に俺に注ぎ込まれ──。

『あなた、なんてことを！』

　咎とがめた石板の欠片を、青い手のひらですくってイムが差し出した。

　俺がオズを摑つかんだときにはもう、スライムの腕が消えた。長い足も、豊かな尻も胸も、艶つややかな髪も粒りゆう子しとなって溶けていく。

　口づけをしたまま瞼を開き、水すい晶しよう色の二つの瞳ひとみが最さい期ごまで俺を見つめていた。

　魔族が魔力をすべて失えば、こうなることはわかっていたのに！

「イム!!」

　唇が離れた瞬間、俺は……俺がつけた彼女の名を呼んだ。

　気まぐれでつけただけの安直な名前。

　それでも彼女は──満足げに微笑ほほえんだのだろう。

　……もうわからない。

　美しかったスライムの透けた体は消失し、腕に巻いた包帯がばさりと落ちた。

【スライム　イム　Ｌｖ１　ＤＥＡＤ】

　決定的な表示が石板の欠片からもたらされる。残されたのは煌きらめく滴しずくが一つだけ。

　月光を弾く、イムの瞳と同じ色の結晶体が浮遊していた。

「え、え……なに、が？」

　消えたスライムを目撃して、ウサギ娘が目を丸くしている。

　──塔が揺れた。巨大な竜が近くまで来た証だ。

　外壁の一部がさらに崩れる。起き上がりかけたウサギ娘がこけて、あわや煌めく滴に触れかけた。

「触るな!!」

　俺はイムの残した、小さな心結晶コア・ハートに飛びついた。

　代わりにＳＲ－１６が転がるが、構うものか！

『さすがです。危ないところでした！』

　左手に摑んだ心結晶コア・ハートを見て、右手にある石板の欠片が安あん堵どする。

『ヒトに触れられれば、取り込まれるところでしたから……』

「え？　じゃあそれ、さっきのスライムの？」

　知らなかったのか。今になってウサギ娘が息を呑のむ。

　こいつは本当に、冒険者として魔族を狩ったことがないのだな。

「で、でも時間が経たてばほらぁ、戻れるんだよね？　だってそこのコ、そんな姿になっても元気だし」

　……なにを言っている？

『あなた、ご存じないのですか。わたくしは魔王さまの従魔ですから、魔王さまが滅ぼされない限りは何度でも蘇よみがえります。しかし普通の魔族は……』

　オズの言葉でようやく理解したようだ。ウサギ娘が絶句する。

「そうだ。死んだのだ。この世界の理システムもそう語っただろう」

　俺はイムの残ざん滓しを握りしめた。

　伝わるのは最後に遺のこした、心結晶コア・ハートに刻きざまれた彼女の意志だけ。

　──生きて。

「然しかりだ、イム……。魔王のために捧ささげた貴様の命、無駄にはしないぞ」

　哀しんでいる余裕はない。

　後回しだ。それはイムも望んではいないこと。

　俺はベルトの空ポーチに、美しきスライムの心結晶コア・ハートを大切にしまった。

　ともに行こう。そこでちゃんと見ているがいい。

【５・５６×４５ブリット生成変換クリエイト】

　出た！

　たった１発だが──真っ黒で細長い５・５６㎜弾が、俺の左の手のひらに現れる。

　イムを引き換えに得た、彼女の想いの詰まった塊かたまり。

　これで……俺は！

「魔王さま」

　俺の右手から転がり落ちたのは、黒い石板の欠片だ。瞬またたく間に黒いドレスを纏まとう、金髪の幼女の姿となる。ようやくオズの魔力が回復したのだ。

　だが、彼女は頭こうべを垂れたまま俺の前で顔を伏せる。

「……この身が恥ずかしいです。なぜ今になって……もう少し早く、体を紡げなかったのかと。さすればわたくしが魔力を捧げ、イムは……！」

「否。違うぞオズ」

　俺はＳＲ－１６を拾い上げ、空だった樹脂製弾倉Ｐマグを引き抜いた。

　そこに黒い弾薬を上から押し込む。

　グロック１８Ｃのダブルカラム式のように、弾を二列に収納する「ダブルフィードマガジン」だ。ぱちんという音とともに、しっかり弾が固定される。

　それをＳＲ－１６に再装そう塡てんし、引き金トリガーの真上に起き上がっていた小さなレバー──ボルトキャッチを押し込めば。

　ガチャッ！

　確かな動作音が、握ったＳＲ－１６のグリップに伝わった。撃ち尽くした反動で後退したままになっていた遊底ボルトが、５・５６㎜弾を発射位置まで押し込んだ音。

　これでいつでも狙い撃てる。寝そべり直して確認すれば、外壁の小さな穴から、迫り来る赤竜が捉とらえられた。

　しかし……キルするにはまだ足りない。この位置ではダメだ！

　だから俺はポーチに入れたままだった、丸いＭ６７グレネードを取り出した。

「オズ、わかるな？」

「……！　はい、魔王さま！」

　ようやく面おもてを上げたオズがＭ６７を受け取って、安全クリップを外した。いつでもピンを引き抜いて放てるように。

　俺の従魔だ。目の前で一度使ってみせれば十分理解できている。

「わたくしにはわたくしで役目があるということですね。さすがです、お任せください！」

「うむ、頼んだぞ」

「はい！　では行ってまいります。愛しき我が主と、亡きイムのために！」

　多くを語らずとも従魔は察して、Ｍ６７を胸に抱いて石段を降りていく。

　後は待つだけ。

　俺は塔の最上階に残り、伏せた姿勢でＳＲ－１６の後方照準リアサイトを起こした。照準サイトの丸い穴越しに、塔を揺らし続ける足音を響かせて、近づいてくる赤竜を捉える。

　距離はまだ５００ｍ以上か。ＳＲ－１６の有効射程外だ。セレクターレバーを単発ＦＩＲＥに切り替えるが、引き金トリガーには指をかけない。

　もっと引き寄せなければダメだ。それに今は角度が悪い。

　狙い撃つべき「標的」が見えない。そのためにオズを遣つかわしたが──俺が場所を移るべきか？

　然り。もう一押し必要だ。そのためにはなんでもやる。

　俺はＳＲ－１６とともに起き上がった。

　どのみち居場所はばれている。留とどまっていても利はない。

　問題は赤竜にばれずにここからうまく出なければ、ということだが……。

「あのぉ……」

「なんだ？　貴様、まだいたのか」

　おずおずと俺に話しかけてきたのは、すっかり存在を忘れていたウサギ娘だ。

「アタシの、せいだぁ」

　竜の足音にいちいち揺れる塔の中で、へたり込んでいた彼女はどうにか立ち上がる。

　その目と鼻からべとべとに体液が流れていた。

「貴様……？」

「魔王さぁん！　こんなこと言うの絶対変だと思うだろうけど……アタシ、アタシぃ！」

「なんだ。俺はここを出るぞ。貴様は残るも去るも好きにしろ」

　興味がない。俺は無視して石段を降りようとした。

　が、そこにウサギ娘が慌てて跳ねて回り込む。

「……邪魔をするか？　貴様！」

「違う、違うのぉ！　アタシに……償つぐなわせて!!」

「なに？」

「考えたこともなかったよ、アタシ……。でもそうだよねぇ、冒険者になるって魔族を……命を奪うってことでぇ！　ごめんなさぁあい！」

　ウサギ娘が泣きながらも、赤い瞳で俺を見み据すえる。

「あのスライムの女の子が死んだの、アタシのせいだよぉ！　アタシがここに入らなければ！　いっつもそう、アタシってドジで、間が悪くって……こんなアタシになにができるかはわかんないけどぉ、でも！」

　同じ赤でも、竜と化したあの英雄の濁にごった色とは違う──澄んだ眼まな差ざし。

「お願い！　アタシにも、お手伝いさせてよぉ!!」
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　バンッ!!

　──突然の破は裂れつ音。俺はそれが、オズに渡したＭ６７グレネードの音だとわかる。

　爆風に煽あおられてぱっと夜空に揺らいだのは、街を囲む赤い毒霧の一部だ。

『……アハハハハ！　何をしたかと思えバ、悪あがきカ!!　その程度で美しき竜と化シタ、ワタシのブレスが散らされるモノカアアア!!』

　赤竜が嗤わらうとおりだ。魔力で操られる霧の渦うずは、瞬またたく間にもとの厚みに戻っていく。

　が、別に構わない。俺は夜の闇に渦巻く、赤い毒霧から目を離す。

　オズにさせたのは、霧の壁に穴を穿うがつことではない。もとより手しゆ榴りゆう弾だん一つ程度の威力で、どうにかなるとは思っていないしな。

　Ｍ６７を使わせたのは別の目的のため。毒霧の壁に爆風が届いたのは単なる余波だ。

　そちらは引き続きオズに任せるとして──纏まとう白ローブを翻ひるがえし、このタイミングで勢いよく塔を飛び出す。

　三つの月と星が照らす地面を蹴けり跳はねて、疾しつ駆くし、まずは塔から近い宿屋の裏へと身を隠した。

　それはこちらに迫って来ていた竜に、やはり見られてしまったらしい。

　煌こう々こうとした月明かりの下では、ローブの白さが嫌でも目立ったか。

『今になってソコを出たかア？　ハハハハハ！　逃げろ逃げロ!!　せいぜいこのワタシを恐レ、醜みにくク、無様に逃げ回れ魔王オオオオオ！』

　嬉き々きとした足取りで地を揺らし、赤い竜が大通りを踏ふみ潰つぶして迫り来る。

　あまりの揺れに、連なる木造の宿屋が何軒も崩壊し始めた。

　しょせんは安やす普ぶ請しんだな。これでは隠れていられない。

　走るしかない──。白いローブの裾すそをはためかせ、一気に通りへと躍り出た。

　残念ながら退路は少ない。通りの左右は倒れた巨大な遺跡に塞ふさがれて、まるでそそり立つ城壁だ。駆け上がることはできない。

　故ゆえに、ここには一本の大通りしか造られていなかった。

　退しりぞいて物もの見みの塔に戻るか、それとも迫る竜の足元をすり抜けるか？　残されたのは二択のみ。さあ、どうする？

　……臆おくしようとする足を叩いて、選んだのは竜へと向かう血路だ。

　それは、さすがに無理が過ぎるか。

『舐なめるナアアア！　魔王ウウウウウウウ!!』

　風が舞い、赤竜の胸が膨らむ。ブレスが来る！

　直前に、かぶっていたローブのフードが脱げる勢いで、真横へと跳躍していた。

　ゴバアアアアアアアア!!

　赤いブレスが放たれて、通りの石いし畳だたみを焼き尽くす。

　それをぎりぎりで回避できたのは、生まれついての脚力があったからだ。地面にごろごろ転がって、慌あわててぴょんと跳ね起きる。

「む、無理無理無理いぃ！　これ以上は、ほんとに死んじゃうよお────!?」

　わめいたのはフードの下から長い耳を出した、黒毛のウサギ娘だった。

『何ィ!?　お前ハ……魔王じゃナイイ!?』

　よくやった。正直、ここまでできるとは思っていなかった。

　巨大な竜がウサギ娘の方を向いている。

「後少しだ」

　着ていたローブをウサギ娘に渡した俺は、物見の塔の最上階に留まっていた。

　寝そべり、銃床ストツクに頰ほお付づけし、ＳＲ－１６の照準サイト越しに赤い竜を狙い続ける。

　ウサギ娘はただの囮おとり。そうなることをヤツが望んだから。

「ふ。死ぬぞ、貴様」

　俺は一応忠告した。

「し、死にたくはないけど！　でもぉ……どのみちアタシなんか、このままだと絶対、あっさり死ぬだけだと思うしぃ！　言いたくないけど運の悪さには自信があるのぉ！」

　自己分析だけはできている女だった。

　確かにそのとおりだろう。無力なウサギ獣人コボルトがたった一匹で生き残れるほど、状況は甘くない。隠れたまま暴れる竜に潰されるか、逃げて毒のブレスに巻かれるかだが、少なくともヤツの目はどちらも望んではいなかった。

　別にウサギ娘を信じたわけではない。

　魔王たる俺が、ヒトなど信用するものか。生きるも死ぬも勝手にすればいい。

　戯たわむれに許しただけ。最悪、まったく役に立たないことも織り込み済みでだ。

　俺の予測では、最初のブレスで終わると思っていたが……ふ、意外としぶといな。

「悪運博兎バツド・ラビツトだったか」

　くだらない二つ名を思い出し、つい口にする。

　ただし、まだ十分ではない。竜の立ち位置は、俺の望む向きに足りない。だから引き金トリガーには指をかけない。

　大切な、たった１発しかない５・５６㎜弾だからな。

『謀はかったナアアアアア！　魔王ウウウウウウウウウウウ!!』

　赤竜が怒り狂い、厳いかつい頭を巡らせる。

　もうウサギ娘には興味がないようだ。俺を探して赤黒い双そう眸ぼうを輝かせる。

　一度は、俺のいる物見の塔も睨にらんだが──竜は他に視線を移す。

『どこだアッ、どこにいるウウウ!?　おのれ小こ賢ざかしイ真ま似ねヲヲヲヲヲヲヲヲヲヲヲ!!』

　ウサギ娘に気を取られているうちに、俺は塔から出てどこかに身を隠した。そう思えば思うほど物見の塔が死角になる。

　頭だけでは飽き足らず、巨体を動かし竜が周囲を索敵する。いつでもブレスを噴ふけるように胸を少し膨らませ、口元からはちろちろと赤い霧を漏もらしていた。

　まだ攪かく乱らんには足りないか？

　しかし俺は焦らない。十分に時は稼げたはず。そろそろだ。

　──なあ、オズ？

【行くがよい!!】

　理システムを通しての、従魔のメッセージが現れた。

　それも赤竜の目の前に、俺の近くに、赤霧に囲まれた街のあちこちに。

　すべては位置を気け取どられぬようにするためだ。竜が文字に面食らう。

『何だアアッ!?　どこダアアアアアアアアアアアア!!』

「ふ」

　俺は嗤わらっていた。……ほくそ笑んだものではない。自じ虐ぎやくの笑みだ。

　魔王である俺は、命じた。従魔を通して命じてしまった。

　赤い竜と化した英雄を討うつために──使える手は他になかったのだ。

【今こそ我らが魔王さまへの忠義を見せるときぞ！】

　宿屋の瓦が礫れきがまだ砂すな埃ぼこりを上げる、大通り。

　そこに姿を見せた、異形の群があった。

　どろりとした粘ねん液えきの体を持つのは、赤や黄に緑のスライム種だ。燃える毛並みを纏う大きな鼠ねずみがその間を這はい回まわり、折れた街灯の代わりに夜の石畳を淡く染める。また、揺らめく明かりを足に抱える蝙蝠こうもりが飛び、手足の生えたキノコが胞ほう子しを撒まきながら走った。

　少し遅れて現れるのは、ヒトほどもある蜘く蛛もに、ごろごろと転がる岩石だ。それと石畳を覆おおいながらうねる、無数の蔓つる──。

　地下に閉じ込められていた下級魔族たちが今、一いつ斉せいに地上に出てきた。

　そのために俺は、オズにＭ６７グレネードを渡したのだ。

　従魔に破壊させたのは、物見の塔からほど近い位置にあった、【×】と記された巨大な岩。塞がれた地下ダンジョンへの出入り口の一つだ。

　そこへオズは飛び込んで、下級魔族たちを扇せん動どうした……というわけだ。

【すべては魔王さまのために!!】

　照準サイトから目を離した、塔の壁の穴から見える視界。そこに蠢うごめく魔族の数はおそらく百に満たない。短時間でオズが掻かき集あつめるにはこれが限界か。

　それでも皆が、生まれついての俺の忠臣だ。巨大な竜を前にしても歩みを止めない。

　散開し、それぞれが一斉に襲いかかる！

『何だアッ！　ザコどもガアアアアアアアアア!!』

　確かに竜の吠ほえるとおりだ。いるのは下級魔族ばかり。

　ゴバアアッ！

　赤いブレスを吐きかけられれば、逃にげ損そこねたランタン蝙蝠が数体蒸発した。地面ではマタンゴたちも溶けてなくなる。

　その隙すきに土蜘蛛が左右に散り、尻から粘性の糸を吐きかけた。竜の太い足や尾に絡む。

　さらに、竜の足の下に潜もぐり込こんだのはスライムたちだ。彼らは自らが踏み潰されながらも、ぬるりと竜を滑らせる。赤い鱗うろこに覆われた巨体がぐらついた。

『それガ、ドウしたアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　振るわれたのは竜の尾だ。地を叩き、走り回る焰ほむら鼠ねずみを潰しながら巨体を支えた。

　そこに無数の爆ばく裂れつ岩いわが転がり込む。

　丸い岩の体は燃えていた。──魔力を暴走させた、最さい期ごの手段。

　命と引き換えに岩は爆はぜ、竜の足の鱗を焦こがした。

　すべて、竜にとってさほどのダメージではないだろう。赤竜は絡んだ糸を摑つかみ取とり、繋つながる蜘蛛を引きずり回した。強固な遺跡の壁に叩きつけ、粉砕する。

　下級魔族たちは次々に蹴け散ちらされ、煌きらめく残ざん滓しだけになった。

　魔族の心結晶コア・ハートだ。

　それも動き回る竜の巨体に触れれば取り込まれ、消失する。

　死んでいく……俺の見ている前で、臣下たちが。

　俺はＳＲ－１６の照準サイトに視界を戻し、その様子をつぶさに目に焼き付けた。

　感じ取るのは下級魔族たちの、魔力の波動。

　そこに恐怖はない。竜と化した英雄への激情ばかりだ。

　ああ、なんと哀しいことだろう。魔族は元来温厚で、ここまで怒りに駆られることはない。戦うのも身を守るためだけだ。それなのに……。

「貴様たちは、それだけのことをされ続けてきたのだな」

　故に皆の動きには躊躇ためらいがない。スライムのイムが迷いなく、俺のため自らを犠ぎ牲せいにしたように。

　その猛攻に今、竜の注意が完全に惹ひき付つけられていた。

　……足止めを食う赤竜との距離は、およそ３００ｍ。

　ＳＲ－１６の非光学照準器アイアンサイトで狙うには、ぴたりの射程だ。

『おのレ……煩わずらわしイワアアアッ!!』

　赤い鱗の竜が胸を大きく膨らませる。まとめてブレスで片付けようというのだろう。

　巻いた風を──潰れた宿屋の瓦礫に絡み、身を起こした這い寄る蔓たちが受けて、そよいだ。それ以外に風の動きがないことを蔓の葉が示す。

　重ちよう畳じようだ。取り巻く毒霧の渦があるせいか？　中心となる街の中には、弾を邪魔する横風がない。

　さあ、見せろ！　俺は引き金トリガーに指をかける。このときを待っていた。

　赤竜は取り巻く魔族をブレスで一掃しようとしてか、巨体を回す。

　見せてみろ！　晒さらせ！

　反転し、見えたのは竜の背中。翼の付け根──。

　鱗に唯一覆われていない、かつての「我」も白刃で貫かれた、竜の弱点。

「ふ」

　今だ！

　──バァン!!

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』
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　最後の５・５６㎜弾が夜気を裂さく。

　照準サイト越しの視界で俺は、赤竜へと疾はしる、黒く煌きらめく弾道を捉とらえていた。

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?』

　赤い竜が溜め込んだブレスを撒まき散ちらしながら、夜の闇に仰のけ反ぞった。

　──ヒットしたのは狙い通り、竜の背中。翼と翼のやわらかい狭はざ間まだ。

　巨体の後ろと前から、大量の鮮せん血けつが噴ふき出だした。弾頭が体内を貫通した証か。

　ふ。まさに読み通り。

　英雄ナナは魔竜であった「我」の力を奪い取った。故ゆえに弱点も引き継いでいたのだ。

【必殺の一撃クリテイカル・ヒツト！】

　理システムからの決定的な表示が、倒れていく竜の真上に出る。

　月光の注ぐ半壊した塔の最上階で、俺は立ち上がった。まだ銃口マズルから煙る、熱を帯びたＳＲ－１６とともに。

　消耗しすぎてふらつきながらも、石段を降りて外に出る。

　すべてが終わりを迎えた証に、街を囲んでいた赤い毒霧の渦うずが崩れ、夜風に吹き飛ばされていった。

　砕くだけた石いし畳だたみを踏みしめ、通りを行けば──瓦が礫れきの山に横たわる赤竜の姿があった。

　否いな。もうそれは、竜とは呼べない有様だ。

『アアアあ……ワタシの、完璧ナ、カラダがあああアアアああああ～～～～……！』

　胸と背中の傷口から漏れ出たのは、取り込んだヒトの血肉だけではない。俺にはわかった。大量の魔力が噴出し、夜の闇に消えていく──。

　そのせいで竜の巨体が維持できない。全身の赤い鱗うろこが崩れ落ち、残されたのは……しゅうしゅうと湯気を立てる、蠢うごめく黒い肉にく塊かいだけ。

　魔竜の「我」が絶命したときと同じだ。

　決定的なクリティカル・ヒットは、魔力で紡つむいだ核に直接ダメージを与える。

　今回は直撃した５・５６㎜弾が、核を体内から抉えぐり取とったか。

「魔王さま、こちらです！」

　誰よりも早く駆けつけていたのは、下級魔族たちとともにいた従魔のオズだ。

　傍かたわらには、黒く煌めく石板の破片が浮かんでいる。

　かつてのオズの片割れだ。奪われ、取り込まれていた──魔王の力の一部。

　オズが恍こう惚こつの表情で、再会した自分の欠片かけらを眺める。

「さすがの一言です魔王さま！　本当に……一撃で決められたのですね！」

　俺の持つＳＲ－１６を預かって、従魔が傅かしずいた。取り巻く他の魔族たちも続く。

　翼の破れたランタン蝙蝠こうもりが、抱える明かりをそっと掲かかげた。

　寄り添うのは消耗し、炎の消えた焰ほむら鼠ねずみだ。

　足を何本かなくした土つち蜘ぐ蛛もはもう、一体しか残っていない。

　完全にいなくなったのは、爆ばく裂れつ岩いわだ。焦こげ跡あとだけが大通りの石いし畳だたみに残っている。

　その痕こん跡せきを、這はい寄よる蔓つるがそっと覆った。

「勝った……の？　ほんとに、あんな大きなドラゴン、倒しちゃったよおぉ！」

　そこに混ざる、場違いな者が一人。

　穴だらけの汚れたローブを着たまま、呆ほうけた顔で立ち尽くすウサギ娘だ。

　まだいたのか？　ふ、よく生き残れたものだな。

「皆、大義だった」

「……わたくしたちは、忠義を果たしただけです。もったいないお言葉かと」

　下級魔族は言葉を操れないため、従魔のオズが代弁した。

　しかし魔王である俺には十分伝わっているぞ。下級魔族たちの興奮冷めやらぬ、魔力の揺らぎがな。

「では魔王さま。奪われ続けた、ほんの一欠片を取り戻したに過ぎませんが……いえ！　これこそが魔王さまの、偉大なる反撃の第一歩となりましょう！　どうぞ、御おん身みに」

「ふ。違いない」

『……アア、アアァァァ……やめロ、やめロオオオオォ』

　腐臭を放ち、どんどんと小さくなっていくだけの肉塊から、弱々しい声が届いた。

「まだ死んでいないのですか、此こ奴やつは！」

　オズが下級魔族たちとともに、改めて肉塊を取り巻いた。

「確かに、理システムからの死亡表示は出ていませんが……」

「オズ」

「魔王さま？　警戒の必要はないということですか。さすがです！」

　然しかり。どう見ても、もう呻うめくのが精一杯なようだ。

　ぐずぐずに腐っていく体で必死に、浮かぶ黒い欠片へと向かおうとするが──。

『こん、ナ……魔王にイ、イ……このワタシが、破れル、なんてエエェ……』

「違うな。竜と化した貴様を射い貫ぬいたのは、スライムの残した力だ」

『ナ、アァ!?』

「忘れたか？　貴様が今こ宵よい弄もてあそんだ、あのスライムだ」

　俺は空中に浮かんでいた、石板の欠片を摑つかみ取とった。

　瞬間、力が──奪われていた魔王の一部が、俺の中に流れ込む。

　──蠢く肉塊に残っていた、わずかな魔力の余よ韻いんをも奪い取って。

　肉塊の動きが止まった。呻きも消える。

【ＫＩＬＬ　１０００】

【冒険者生存数　０／１０００】

【掃そう討とう完了──魔王の勝利です】

「魔王さま!!」

　オズが胸元に出した表示に、笑顔を咲かせた。

　俺は腰のポーチに、石板の欠片を持っていない方の左手で触れる。そこに入っているのは水晶色の心結晶コア・ハートだ。

　約束は果たしたぞ、イム……。もう聞こえてはいないだろうがな。

「皆、勝かち鬨どきを！　魔王さまの勝利を祝って!!」

　従魔が生き残った下級魔族たちを促うながした。

　オオオオオオオオオオ─────！　夜空に昇る三つの月に向かい、魔族が唸うなる。

　多くの犠ぎ牲せいが出てしまった。それでも勝ちは勝ちだ。

　ウサギ娘が一匹残ってはいるが、この地からすべての冒険者を排除することができた。今はそれに酔いしれよう。

「ま……だ、だぁあアアア!!」

「なに？」

「魔王さま!?　此奴めが！」

　オズが反射的に俺を庇かばう。睨にらみ付つける視線の先には、あの腐った肉塊があった。

　その中を掻かき分わけて、這い出る者がいたのだ。

　赤毛のヒトだ。英雄ナナの頭が、裸体が、ずるりと肉から抜け出してくる。

「あり得ません!!　冒険者はすべて死んだと理システムが通知しましたのに！」

　確かにオズの言うとおり、【冒険者生存数】は０のはず──。

　しかし……これはもう。

「……冒険者どころか、ヒトでもないか」

「ひいぃ！　いやああああああああああぁ!!」

　ウサギ娘が絶叫していた。

　英雄ナナの形は異様だった。頭の向きに対して、乳房と背骨のつく位置が裏返っていた。腕は二カ所三カ所と、余計に関節が増えている。

　腰から下に至っては太ふと股ももが一つなのに、足首が六つも七つも生えている。

「返せえぇえ！　ワタシのォ、チカラああをヲヲ……美しカッたカラダををヲヲヲ！」

　執念だけで動いているのか？　取り込んだ血肉で、歪いびつな命を繋つなぎ止とめている印象だ。

　まともに這うこともできず、もう血で渦も作れない。ただただ両腕を俺へと虚むなしく伸ばした。

「否いな。貴様のものではないだろう」

　俺は右手の中にある、取り戻した石板の欠片を強く握る。

　二度と奪われるつもりはない。

「そこですべてを失ったまま、醜みにくく枯れて果てていけ。英雄よ」

「う、噓うそぉ!?」

　赤い目を丸くしたのはウサギ娘だ。

「英雄？　なんでぇ？　というか、じゃああのドラゴンって、英雄が化けてたのおー!?」

「今頃気付いたのですか？　呆あきれた」

　オズがふんと鼻で笑った。

「英雄の化けの皮が剝はがれただけ。騒ぐほどでもないことでしょうに」

　……化けの皮？

　ドクン！

　俺の中で心結晶コア・ハートが突然跳ねていた。右手の中の欠片が熱い。

　──奪われていた力を取り戻したせいだろう。記憶の一部が鮮明になった。




『ようやく辿たどり着ついたぞ！　魔王セプテム！』

　地下に造られた魔王の寝所に、凜りんとした女の声が放はなたれた。

　白銀の全ぜん身しん鎧よろいを着込む集団の先頭に立った、女騎士だ。

　これまで記憶の中で、闇色に塗ぬり潰つぶされていた顔が今──はっきりとする。

『七しち水すいの聖騎士ナオが率ひきいる、この誇り高き聖ミト王国白しら百ゆ合り騎士団が……今日こそ貴様を討とう伐ばつしてみせよう！』

　操る七つの水柱で、七本の剣を漂ただよわせた女騎士。その髪は赤毛ではなく、澄んだ青色をしていた。

　他の騎士たちも本数は少なけれど、同じく水で剣を摑んで魔竜の「我」と相対する。

　ただし最後尾にいた赤毛の小娘だけは、腰の鞘さやから抜ばつ剣けんしていた。

『足手まといにはなるな、ナナ！　お前は我らの予備の剣を用意しておけ！』

『魔王の前よ！　半人前の従者は下がっていなさい！』

　その小娘は明らかに、他の者たちから格下に扱われていた。

　だから「我」は迂う闊かつにも見逃したのだ。よもやこの小娘が、他の仲間が倒れていくのを無視して、「我」の玉座の後ろに隠れていたとは。

　そして青髪の聖騎士の、最後の剣を弾き飛ばし、ブレスでトドメを刺したはずが……剣を拾った小娘に背後から襲われたのだ。

『グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!』




　思い出した。あのときのすべてを──。

「そうか、貴様は……！」

「魔王さま、わたくしにも流れてきました！　取り戻された先代魔王セプテムさまの、最期の記憶が！」

　従魔が俺より興奮していた。

　変わり果てたナナの伸ばす腕を、オズは細い足で容よう赦しやなく踏みつける。

「何が英雄ですか！　七つの水柱を繰る、七水の聖騎士？　そんなものですらなかった。此奴は……パーティでただ一人生き残ったのをよいことに、魔王さまのお力で水を操る魔法を真ま似ねて、成り代わったんです!!」

「然りだ。どうりで柱と渦、水の操り方が違うわけだな」

「ア？　ああァアアアア……!?」

　這いずるナナの顔が強こわばった。

「なんて卑ひ劣れつなのでしょう！　よもやすべてが騙かたりだったとは！」

「否。得心がいった。なぜ貴様はこの地にいた？」

　俺にはある違和感がずっとあった。

「確かに英雄は、魔王の拠きよ点てんを我が物とするが……ここは辺境だ」

　七代目の魔王が追い込まれた、最後に残った魔族の領地。ヒトにとって住みやすい場所ではない。

　故に英雄が居座っても、似つかわしくない規模の街しか作れなかったのだ。

「今ならわかるぞ。貴様には居場所がなかったのだ。真の聖騎士ならば自らの国に堂々凱がい旋せんすればいい。だが貴様は帰れなかった！」

「さすがです、魔王さまのおっしゃるとおりかと！」

「ああぁあアアア、ちがう、ちがううぅうう」

　否定するナナの表情がすべてを物語っていた。

　従魔が侮ぶ蔑べつの眼差しで足を離した。もうなじる価値もない。

「しょせんは紛まがい物ものの英雄。この小さな街で魔族をいたぶり、愉ゆ悦えつに浸ひたるしかできない身だったわけですね。なんと矮わい小しような……」

「アアぁあああああああああぁぁぁぁぁ！」

　オズだけでなく魔王の俺もナナから離れれば、取り巻く他の下級魔族たちも倣ならった。

　ヒトでもなく──英雄でもなかったなにかに興味はない。

　そのまま無様に生き続けるもいいし、どこかで野垂れ死んでもいい。

「どういうことぉ？」

　まだ状況が飲み込めていないのはウサギ娘だった。

「ええと、つまり……この英雄は、その、偽物ってことぉ？　なんでそんな」

「言うなアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

「きゃああぁ!?」

　月夜に向かって叫びを逬ほとばしらせたのが最後になった。

　絶望に歪ゆがんだ顔を自分自身で引ひき千ち切きり、ナナが倒れる。

「ワタ、シが、英雄だァァ……！　ナオさ、ま、じゃなイ……このワ、タシ、こそ……」

　かはあっ、と一息吐くと──赤毛頭も歪な肢体も腐り果て、溶けた。骨と肉の残ざん骸がいとなって崩れ落ちる。

　絶命したのだ。

「え、ええぇ？　どーしてえぇ？」

「くだらぬ。自ら死を望んだか」

　俺は狼狽うろたえるウサギ娘を見る。

「……ふ。貴様の一言が、ヤツの心を折ったようだな」

「へ？　アタシぃ？」

「さすがの洞察力かと、魔王さま。つまりは魔族ではない者にすべてを知られてしまった故、執念でしがみついていた命を手放したのですね」

　ふむふむとオズが頷うなずく。

「此奴には相応の、醜い終わり方でしょうね。しかし、これではまるで……いえ」

　途切れさせた従魔の言葉の続きが、俺にはわかった。

「『英雄殺し』の誕生だな」

「はい？」

　ウサギ娘がきょとんとしていた。

　俺とオズの視線が自分に向けられているのに気付き、やがて理解する。

「アタシが？　そんな、違う！　違うよおぉ！」

「お黙りなさい！　魔王さまが命名したのです。今宵このときからあなたの二つ名は、英雄殺しに決まりです！」

「そ、そんなムチャだよぉ！　まだ借金女王の方がマシで……」

「反論は許していませんが？」

　オズがぴしゃりとやり込める。

　俺としてはどうでもいいのだが──。

「アタシ、冒険者でもないのにぃ！　英雄殺しとかそんなの……メチャクチャだからあああぁ─────!!」

　三つの月が浮かぶ静寂しじまに、ウサギ娘が泣きながら吠えた。
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　一夜明け──ヒトのいなくなった地下廃城は、ダンジョンから出て来た魔族たちで沸いていた。

　魔王の俺がついに英雄を倒し、皆を解放したのだ。盛り上がらないわけがない。

　失われた命も多かったが……。

「さあ、ここを魔王さまの居城に戻すのです！　我らが魔王軍の再興が今、この日このときより始まったのですよ！」

　オズは張り切り、魔王の従魔として魔族たちに指示を出す。

　せっかく取り戻したかつての拠きよ点てんだ。ヒトの手でいいように作り替えられたが、もうここは下級魔族の牢ろう獄ごくではない。

　新たな住処すみかとしてすべて作り替える必要があった。

　いつまでも哀しみに暮れるのは、魔族の有あり様ようではないからな。

　──ヒトが英雄譚の大地サーガイアと名付けたこの世界は、魔族にとって残ざん酷こくだ。いつまた冒険者どもに襲われるかもしれない。

　だから常に備える必要がある。魔族はそうやって虐しいたげられながらも、強したたかに生き延びてきたのだ。

　魔王である俺もそうだ。

「ふ。そう急せくな」

　天井付近の採光穴から光が差し込む、地表に近い地下の大部屋。

　採光用の無数の穴を塞ふさぐ手間を惜しんでか、区画ごとヒトが封じていた場所だ。

　故ゆえに比較的、小こ綺ぎ麗れいなまま残されていた。ここを一時的な俺の寝所として、オズが手配したのである。

　高さと奥行きがたっぷりとある空間に運び込まれたのは、無数の傷を修復した、巨大な玉座だ。１ｍほどの高さの肘ひじ掛かけには、ＳＲ－１６とバックパックや、グロック入りのｍｉｃｒｏＲＯＮＩを載せてある。

　そして俺は、竜が座すことのできるほどの座面で寝転んでいた。側には美しき裸体を晒さらす、メスの魔族たちを侍はべらせて。

「じらしすぎたか？　いいだろう」

　そのうちの一体──全身を蔓つると葉で作り上げた、メスの這はい寄よる蔓。

　太ふと股ももで俺の頭を挟はさんでいた彼女が、柔軟に体を曲げて唇くちびるを近づけてくる。

　もちろん俺は拒まない。蔓の唇を吸い、葉でできた舌をねぶり──わずかばかり魔力を吸った。

「……～～～～～～!!」

　這い寄る蔓のメスは快楽に身をよじり、くたりと果てる。全身の蔓を緩ゆるませて、玉座の背もたれに寄りかかった。

　もっと楽しませてくれてもいいのだが、下級魔族はどれも魔力が少ない。こんなものだろう。

「ふむ。それなりに回復はできたか」

　──玉座には他にもメスたちが、まだ余よ韻いんに浸ひたり寝転んでいた。

　腕が翼となったランタン蝙蝠こうもりのメスが三体、上気した顔で明かりを囲み、身を寄せ合う。隣では炎の毛皮を脱いだ焰ほむら鼠ねずみのメスが、胸も露あらわなままで目をとろんとさせていた。

　二体のマタンゴのメスは少ししおれ、もう胞ほう子しの一つも出せない顔で折り重なる。

　オスと違い、手足と頭を生やしたメスの小柄な岩石岩は、ぶすぶすと黒い煙を上げていた。……ふぅむ、さすがに少しやり過ぎたな。

　地下で生き残っていた魔族のオンナたちはこれですべてだ。

　そして全員が消耗しきった魔王のために、魔力を捧ささげに集まったのだ。

　十にも満たない下級魔族の注ぐ魔力を合わせても、さして俺のＭＰの足しにはならない。時間経過での回復量の方が上だ。

　しかし、心は癒いやされる。

　胸の奥にある心結晶コア・ハートに刻きざまれた傷は、まだ塞ふさがっていないが……。

「……なぜ、いない？」

　俺は玉座で独り、身を起こす。

　ここには唯一、スライムのメスだけがいなかった。腰のポーチの中に小さな心結晶コア・ハートがあるだけ。俺は左手の甲に視線を落とす。

　あのときの誓ちかいは果たした。なのに、虚むなしい。

「イム……真の英雄殺しめ。その貴様がいないとは、なんともつまらないではないか」

　俺がつけた名を呼んで、懐かしむのみ──。

　そのときだった。

　ドクン！

　ポーチの中でイムの心結晶コア・ハートが……震えた？

　否いな、一つではない。俺の心結晶コア・ハートも胸の中で跳ねていた。

　この感覚は理解できる。繋つながる従魔の、強い感情が流れ込んできたもの。

「興奮と……歓喜だと？」

「魔王さま！　魔王さま、魔王さま、魔王さまあ─────！」

　しばらくして大おお慌あわてで、オズが部屋に飛び込んで来た。

「ご報告いたします！　見つかった……見つかったのです！　さすがです、魔王さま！　あなたさまはやはり天運に魅み入いられたお方です！　よもやこんな奇跡があろうとは……」

「オズ？」

「はい、報告いたします！　いえ、お会いになるのが早いかと……こちらです！」

　従魔が改まって部屋の扉を示した。

　開け放たれたままになっていた、ヒトがつけた木製の扉の横。そこにいたのは──あの黒毛のウサギ娘だった。

　なぜか服をすべて脱ぎ、貧相な胸や股の付け根を隠していたが。

「ちょ、ちょっと待ってえぇ！　なんでアタシがこんな目にぃ!?」

「貴様？　まだいたのか」

「い、いましたよぉ！　……なんかこのコに、手伝えって無理矢理ずっと働かされてぇ！　そしたら魔王さんに謁えつ見けんするから、いきなり脱げって……」

「光栄に思いなさいな、あなた！　ヒトの身ながらも魔王さまからのご寵ちよう愛あいを賜たまわることができるやもしれぬのですからね！」

「ゴチョーアイ？　な、なんでぇ!?」

「だってあなたが見つけたのですから。彼かの者を」

　──オズが指し示したそこに、他の誰もいはしないが。

「あなた何をしているのですか？　魔王さま、少々お待ちを！　どうにも、今一つ知能が足りないようで……。地下が解放されても自分から出てこなかったわけです。あの状態では魔族としては不完全ですしね。とにかく、つい先程このミミーがダンジョン内の片付け中に発見して……ほら、出て来なさい！」

　オズが取り付くのは、両開きになった分厚い扉の裏側だ。

「……よもや恥ずかしがっているのですか？　ええい、魔王さまの御ご前ぜんですよ！　姿を見せぬ方が非礼というもの……覚悟を決めなさい！　大丈夫。魔王さまはどんな姿であろうとも、あなたを受け入れてくれますよ」

　オズに手を引かれ、ぬるりと扉の裏から出て来たのは、小さな青いスライムだった。

　まさか……まさか!?

　ただのスライムではない。メス。しかも小さくて、ずんぐりむっくりとした。

　体型はまるで違うがイムとそっくりの──。

「イムのコピー体か!!　無事だったのか！」

「はい。ずっと隠れていたそうですよ」

　英雄に蹴け飛とばされたきりだったが、さすがはスライム。驚異的な生命力だ。

「さあ、魔王さま！　……心結晶コア・ハートをどうぞ！」

　然しかり。促うながされるまでもない。

　コピー体はあくまで一世代限りの、本体を模も倣ほうしただけの存在。

　しかし、その半透明な体はまごうことなくイムの一部だ。

　おずおずとやってきて傅かしずいたコピー体が、小さな手を精一杯差し出す。

　そこにポーチから取り出した、イムの心結晶コア・ハートを与えれば。

　ごぽっ！

　核を得て、コピー体の粘ねん性せいの体が湧き立った。魔力が心結晶コア・ハートより流れ込み、体を新たに構築していく。より大きく、豊満に……。

【スライム　イム　Ｌｖ１　ＲＥＢＯＲＮ】

　従魔の胸元から出た表示どおり。俺たちの前にできあがったのは、再生したイムだった。

　透けた長い足で立ち、青い体は美しく、大きな胸に艶つややかな髪を持つ。そして水すい晶しよう色の瞳ひとみで俺を見て……ぬるっと動いた。

　小柄なオズの後ろへと逃げ込み、できるだけ小さくなる。

「ちょっと、あなた？」

「……～～～～！　～～～～！」

「まだ恥ずかしがっているのですか？　もうー」

　怒った口調のオズだが、口元はほころんでいた。従魔がそうなら俺も破顔しているのだろう。

　イムは復活を遂とげた。生きている。

　ふ、これ以上喜ばしいことがあるか？

「生き返った……生き返っちゃったよぉ！　よかったねえ！」

　なぜか全裸のウサギ娘が号泣していた。

　魔族の復活をヒトが祝うのか？　おめでたい女だな。

　──それよりも次々に起き上がったのは、俺の側で寝転がっていた下級魔族のメスたちだ。快楽の余韻に浸る体を起こして、玉座を降りてイムを囲む。

　彼女たちは笑顔で抱ほう擁ようを交わし、イムの無事を確かめ合った。

「イム」

　最後は俺だ。魔王らしく玉座の上に座したまま手招きする。

　メスたちが離れ、従魔がイムの背中を押した。

「よくやりました、イム。あなたの献身で、あの竜に勝利することができたのです。魔王さまはその功績を誰よりも認めていますよ」

「うむ、然りだ」

「……！　！　！」

　おどおどしながらもイムが進み出て、玉座の前に跪ひざまずいた。まだ遠いな。

「イム、上がっていい」

「……？　……？」

「貴様に褒ほう美びを取らせよう」

　イムは恐縮したのか、後ろに立つオズを見る。

　従魔は俺の意に従うのみ。頷うなずき一つで促した。

　ようやく青いスライムの乙女は、俺の座す巨大な玉座へ這い上がった。

「ふ。あのときの貴様の口づけ、忘れられぬぞ」

「……！　……！」

「だから今度は俺の番だな」

　有無を言わせずイムを引き寄せ、俺は唇を奪った。

　長く、長く──やわらかな感触を堪たん能のうする。

　ふ。やはり極上の女だ。

　大きな胸に指を這わせて弄もてあそべば、半透明の青い肌が火ほ照てり出す。

　イムはそっと瞳を閉じて、躊躇ためらいがちに舌を絡め、魔力を注いで来ようとした。

　違うな。否だ、イム。

　俺は褒美と言ったのだ。

　スライムの口こう腔こうをねぶりながら、魔力を注ぎ込むのは魔王である俺だ。

「～～～～～～～～～～～～～!?」

　愛してやる、イム。

「ふ。どうした？」

　許容量を超える魔力に仰のけ反ぞるイムは、絶頂を迎えたらしい。

　少し刺激が強すぎたか？　いったん唇を離したものの、俺も性欲に溺おぼれていた。

　新たに転生してから初めての衝動だ。──こんなに女を犯おかしたくなるなんて。

「さあ、イム。ともにたっぷりとまぐわうぞ」

「……！　!!　！」

　とろけたオンナの顔をしながらイムが必死に頷いた。再び唇を重ねてくる。

　大好き！　彼女の魔力の波動が、その一色に染まっていた。

「うわぁあぁ、なんか……純愛だよぉ」

　そんな俺たちを見て赤面していたのは、玉座の正面に突っ立っていたウサギ娘だ。

　まだいたのか。他のメスたちと退散しようとしたオズが、慌てて駆けつける。

「何をやっているのですか！　魔王さまの本気の愛あい撫ぶには、このわたくしも興味津々ですが……さすがにお邪魔ですよ！」

「へ？　アタシ、もういいのぉ？」

「というかむしろ、とっととここから出て行きなさいな。あなたは」

「ほ、ほんとに？　噓うそぉ！」

　構わない。俺はイムと一つになったまま、仕草でウサギ娘を追い払う。

「見逃す、と魔王さまは最初に約束されたはず。本当に、さすがです魔王さまは。こんな亜人種との約束をも守ろうとするとは……」

「やった……出るよぉ、すぐ出る！　出ますう！」

「でも忘れないことですね。あなたがもし冒険者となって、魔王さまと相対したならば」

「ならない！　もぅ冒険者にはならないよぉ！　里へ帰っておとなしくしてるからぁ！」

　ウサギ娘は長い耳を振り乱し、服も着ないまま逃げ出した。

　……まったく、最後までやかましいヤツだったな。

「では魔王さま。どうぞごゆるりと……」

　オズが扉を閉めて出て行けば、この新しい魔王の間まには俺とイムだけとなる。

　もっと……。イムが玉座に寝転んで愛撫をせがんだ。

「然り。いいだろう」

　俺は半透明の美しい体にキスをしていく。

　魔力を注ぎ、吸い、たっぷりと愛し合えば──イムが何度も言葉にならぬ声を漏らし、青い身をくねらせた。
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　少し、楽しみすぎただろうか？

「……～～～～～……」

　寝所で一夜を明かし、外から入る光が朝焼けの赤に染まった頃──イムはぐったりと、玉座の座面に体をへばりつかせていた。

　青いスライムは満足げに、本当にとろけているのだ。

　俺はそんな彼女の上に寝転んで、ふよふよとした寝心地を堪たん能のうする。

　たっぷりとした二つの乳房を枕にするのは極上だ。しかし、そろそろ頃合いか。

「ふむ」

　俺は腰のポーチから、黒い石板の欠片かけらを取り出した。

　奪われていた魔王の力の一部であり、従魔の片身。ヒトを竜に変えるほどの力を発揮した直後のせいか、再び魔力を満たすのに時間がかかったが……。

「魔王さま。このときをわたくし、待ちわびておりました」

　時が来たのを感じ取り、オズが寝所に現れる。

「ふ。そうだな、次は貴様が褒美を得る番だ」

　石板の欠片を奪取した瞬間から、失われた「我」だった頃の記憶は戻った。

　けれども、オズの姿は相変わらず小さいままだ。

「ああ！　ようやくです。ようやく……少しはまともな体を取り戻せるのですね！　なんという至福！」

　膨らみのない胸元を押さえ、従魔が金色の髪を揺らして歓喜に震えた。

　ここにある欠片はまだほんの一部。それでもこの欠片が離れていなかった、先代魔王に仕えていたときのオズは成熟した姿だった。

　胸も尻も豊かで、しっかりとくびれた腰を今の俺は思い出せる。

「イムと同じく魔王さまのご寵ちよう愛あいを受けようにも、この体でしたから……。やはり乳袋がないとご満足いただけないようですし」

　オズが玉座でまだ余よ韻いんの中にいる、スライムの乙女を見て目を細めた。

　別に俺は、そんなこだわりはないのだが。

　──などと思っているうちに、手の中にあった欠片から魔力がついにあふれ出す。

「オズ」

「はい、魔王さま！　後は我が君の、闇やみ色いろの魔力の導くままに……」

　オズが幼女の姿を紐ひも解といて、自ら黒い石板の欠片に戻った。

　そこに俺は摑つかんでいた、もう一つの欠片を放り投げる。

　二つの石板は空中で交こう錯さくし、互いに黒き輝きに染まった。

「……！　！」

　へばっていたイムも驚いて、思わず頭を起こすほどだ。

　俺の込めた魔力が煌きらめき、混ざり合い、小さな渦うずとなる。二つの欠片がその中でくるくると弄もてあそばれ──急激に接近した。元通り一つになるために。

　カキン！

　しかし欠片はぶつかり合い……なに？

「……い、いったい何ですか？　これはっ！」

　弾かれ、転がった欠片の一つがすぐにオズの姿に戻った。

　だがもう一つはまだ、黒き光の渦の中だ。魔力の煌めきを吸収しながら、俺たちの前で変化を起こす。

　オズと同じだ。魔力で小さな体を紡つむぎ上あげ、外からの赤い光に照らされる床に、華きや奢しやな足で降り立った。消えゆく渦の粒子が幼い体を包み込み、最後には漆しつ黒こくのぴっちりとしたドレスを形成する。

　できあがったのはなんと、もう一体の幼女だった。しかもオズそっくりの。

　胸元には俺の従魔の証たる紋もん章しようが、鮮やかに浮かんでいた。

「わた、くし……？」

　従魔の動揺が俺にも伝わる。

　否いな。確かに似ているが、よく見れば違いもあった。

　まずドレスの細部が異なっている。丈の短いスカートのように見えたのは、斜めにずり落ちた太いベルトだ。ショートパンツとなっている。

　他にも全体的に、オズより布地が少ないデザインだ。

　金色の髪も短い。横側に丸めて垂らしたオズと比べて、明らかにボリュームが不足している。

　代わりにオズがまとめた位置で、金髪がぴょこんと跳ねていた。

　こいつは──？

「オズ、か？」

　同じだ。俺には理解できた。黒い石板の欠片をもとに生み出した、俺の従魔。

　隣でイムがあっけにとられているが、オズたちは違った。

　顕けん現げんした別の自分と、まるで鏡あわせのように向き合い──互いに手を伸ばし、そっと触れ合う。

「……なんということでしょう！　さすがは魔王さまのお力、予想もつかない事象を引き起こされました！　よもや別の、わたくしを生み出してしまわれるとは！　いわばスライムのようなコピー体？　いえ、きちんと別に核を持っていますから、これは」
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「わた、オズ。おな、にたいめ」

　新たに生まれたオズは、見た目通りどこか足りないようだ。しゃべり方はカタコトだし表情も変わらない。

　主である俺には、新たに体を得たことを喜んでいるのは伝わったが……。

　簡単にくっつくかと思っていたが、そうでもなかったようだ。割れた従魔の核を合わせるなど、確かにやったことがなかったからな。

　これまでずっと奪われ続けるだけの、七度の生涯のせいだ。

　しかし、オズどうしはあまり気にしていないらしい。

「二体目のわたくし……？　ふうむ、ふむふむ」

「おな、おな」

　オズとオズが確かめ合うように、同じ動きをしながらそれぞれの体をまさぐった。

　背中を合わせ、頭をくっつけ、最後に揉もむのは膨らみのない両者の胸だ。

「……引き分けです！」

「ごぶ、ごぶ」

　両者が真顔で興奮する。

「背丈も胸の大きさも、まったく同じですね！　やはりわたくし、というわけですか」

「オズ、オズ」

「舌足らずですが、わかりますよ。オズはオズということですね。いろいろ足りないようですがよいでしょう、わたくしが補えばよいこと。ええ、なにせあなたもわたくしなのですからね」

「えらそ、いったいめ」

「なんですって？　それは、わたくしの方が本体なのですから、二体目とは違いますよ！」

「おな、ジュウ」

「立場が同じ従魔ですって……そんなわけありません！　いえ、それは魔王さまが決められることですが」

　オズとオズはくるりと揃そろって玉座にいる俺に向いた。

　従魔の序列？　正直どうでもいいのだが……。

「魔王さま、いかがしましょう？」

「まお、ど？」

「二体目も同じ意見です！」

　通訳せずともわかる。俺は従魔の主だからな。

「あー、オズ」

「はい！」

「ん」

　……なるほど、どちらも返事をするわけだ。隣でイムも髪で【？】を作り、さらに右左に【↑】【↓】とさまよわせていた。

　どっちがどっちか確かに困る。

　さしあたって区別する必要はあるか。ならば……。

「改めて名を授ける。最初からいるオズは……これからはフル＝オズと名乗れ。新たなオズはセミ＝オズだ。いいな」

「フル？」

「セ、ミ？」

　顔を見合わせたオズたちだが、すぐに揃って片かた膝ひざをついた。

「新たなる名を賜たまわれるとは、なんという至福！　フルにセミ、わたくしたちの髪の長さで決められたのですね。魔王さま、さすがです。大変わかりやすいです！」

「さす、まお」

「セミも、さすが魔王さまと言っています！」

　──よくしゃべる方を連フ発ル、訥とつ々とつとしか話せない方を単セ発ミとしただけだが。

　まあいいか。魔族の名付けに立ち会って、イムもぽよぽよと手と髪を叩いている。

　しょせんどちらもオズ。俺の従魔であることに違いはないのだから。
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　二体となった従魔はなかなかに便利だった。

「まお。きた」

　夜も更ふけた、物もの見みの塔の最上階。そこに座す俺の側でセミ＝オズが反応する。

　屋根の大穴から入る、淡い月明かりからも身を隠し──俺は片膝を立ててＳＲ－１６を構えた。

【冒険者パーティを確認。数は４です】

　セミの薄い胸元から出たのは、理システムを通して届けられたフル＝オズからの報告だ。

　フルは今ここにはいない。地下廃城の周囲が遠目に見渡せる、いつぞやバギーで訪れた山岳地帯の頂いただきに残してきた。

　そこから昼夜を問わず目を凝らすのが、フルに与えた役目だ。

　そして今、何度目かとなる地下廃城へと近づく冒険者を発見し、俺に伝えてきたのである。

　最上階の石壁に、スリット状に空いた覗のぞき窓まど。そこから見える外の荒野にやがて捉とらえた。

　ＳＲ－１６の上部に装備した、コンパクトな「ＣｏｍｐＭ２－ＭＡＯ８」のレンズを覗き込む。

　──手のひらサイズの円筒の内部に、赤い光点レツドドツトが浮かぶ代しろ物ものだ。

　倍率のあるスコープではなく、視界は等倍の光学照準器ドツトサイト。そのぶん感覚の狂いがなく、レンズ越しでもあちこちを見渡しやすい。

　夜間のため、光点ドツトの輝き度どは上げてある。わずかな月明かりだけでも十分に、次々と人影を標的に収められた。

「然しかり。確かに四人パーティだな」

　距離はもう４００ｍくらいか。夜に紛まぎれ、地下廃城の状況を窺うかがいに来たようだ。

　四人とも動きが遅く、明かりも伴っていない。警戒している様子だな。

　無理もない。英雄を含めて千人もの冒険者どもが、一夜にして絶命した──。

　それからもう二十日は過ぎたか。

　しかし詳くわしい情報は、冒険者ギルドにもまだ出回っていないはず。

　調査にやって来る冒険者どもをすべて、俺がここで狙撃して、キルし続けているのだから。

「まお。でた」

【荒くれ野党頭　クレイトン　Ｌｖ５９】

【手下盗賊　ナンガ　Ｌｖ３６】

【雇われ暗殺者アサシン　ラキューシャ　Ｌｖ４４】

【抜け忍　ペペル　Ｌｖ４９】

【冒険者生存数　４／４】

　俺が相手を目視したことで、セミが四人パーティの情報を出す。

　盗賊パーティ？

　否、それはどうでもいい。俺がいつも注目するのはヤツらのレベル。

　数値のぶんだけ魔族を殺し、心結晶コア・ハートを取り込んできた証だからな。

　……どうやらまた、遠慮なくキルできそうな相手どもだ。

　四人が３００ｍの距離に近づく。俺は光学照準器ドツトサイトの光点ドツトで、まずは一人目を狙い……。

　カシッ！

　銃口マズルに追加した、円筒形のＳＲ－１６用消音器サプレツサー「ＱＤＳＳ－ＮＴ４－ＭＡＯ８」。こいつのおかげで発射音はほぼ出ない。

　単発ＦＩＲＥにした銃の硬い動作音と、白煙だけが塔の最上階に染みた。

　だが５・５６㎜弾は確実に発射されていて──夜の荒野で、先頭の一人が倒れる。

【魔王アハトの奇襲攻撃！】

【ＫＩＬＬ　１】

　セミから表示がもたらされ、冒険者どもにも同じものが出ただろう。残る三人の足並みが乱れた。

　そのときにはもう俺は、次の標的を狙っている。

　カシッ！

　銃身バレル下部に取り付けた、二脚銃架バイポツド「ＳＲ－５－ＭＡＯ８」。

　ＳＲ－１６につけるにはごつい二本足だ。そのぶん覗き窓の縁へりにしっかりと接地して、狙いを微み塵じんもブレさせなかった。

【ＫＩＬＬ　２】

　いつものように相手は、どこから攻撃されているかまるでわからないようだ。

　今回は夜の闇に包まれている、ということもあるだろうが。残った二人のうち片方が慌てて魔法の光を放つ。

　視界を確保したいようだが、愚かだな。こちらからも丸見えだぞ。

　カシンッ！

【ＫＩＬＬ　３】

「うひゃああアアアアアアアア!?」

　三人目が倒れたのを見て、最後の一人がここまで届く悲鳴を上げた。

　消えていく魔法光に照らされながら、大慌てで反転する。ＣｏｍｐＭ２のレンズに捉えたのは、獣けものの毛皮を纏まとった大柄な背中だった。

　リーダー格らしき、野党頭か？　今更逃げてももう遅い。

「否。違うな」

　カシュッ！

　──野党頭が無様に大地に転がった。

　ヘッドショットできなくても、５・５６㎜弾の威力は凄すさまじい。ヒトにとっては手足に当たっただけで、出血多量の致命傷だ。

　野党頭はしばらくもんどり打っていたが、やがて動かなくなった。

「ギルドの依頼クエストでも請け負ったか。それともヒトのいなくなった、地下廃城を荒らしに来たか。……どちらにせよそう決めたときに、貴様どものキルは確定していたのだ」

【ＫＩＬＬ　４】

【冒険者生存数　０／４】

【掃そう討とう完了──魔王の勝利です】

「さす、まお！」

【お見事です。さすがは魔王さま！】

　二体の従魔が勝利を祝った。しかし俺はまた、淡々と次に備える。

「オズ」

【はい。わたくしは引き続きこちらで警戒します】

「わた、いく」

　一言で両者に意図が伝わり、セミは最上階から降りていった。

　倒した冒険者どもからアイテムを回収するためだ。

　なにせ、撃てば弾を消費する。それにそろそろ消音器サプレツサーが寿命だ。

「むう。やはり……３０発ほどが限界か」

　最後の１、２発の音が少し違っていた。

　発砲時の音とともに、燃焼ガスを吸い込む消音器サプレツサーは消耗品──。残念ながら交換時期だ。

　まだ熱の残るＱＤＳＳ－ＮＴ４の、銃口マズル部分に嚙かみついたロックを解除する。軽く摑んで引き抜けば簡単に、消音器サプレツサーはＳＲ－１６の先から外れた。

　もうこれは使えない。最上階の床に投げ捨てる。

　円まるい消音器サプレツサーが転がって当たるのは、散らばる黒い薬莢カートリツジだ。それと以前にも使い切った、同型のＱＤＳＳ－ＮＴ４。

　廃棄はこれで２本目となる。……これが最近の、魔王である俺の日々だった。

　魔族たちが集い、規模は小さいながらも魔王軍が再興したのだ。魔王の俺が守らずにどうする？

　そしてここが新たなる拠きよ点てんだ。

　この地を中心に俺は、魔族の領域を再び取り戻していかねばならない。

「今度こそ、絶対に守り抜いてみせる」

　ＳＲ－１６を抱いて独り、俺は誓ちかう。

　いつかの魔竜の「我」にも、それ以前の「妾わらわ」にも「僕」にも「■■」にもできなかったこと。

　故ゆえに、もう失わない。失いたくない。

　そのためのスキルＦＰＳのはずだ。

「ふ。できるさ、今の俺ならな……」

　──ズズン！

「なに？」

　突然、塔がぐらついた。
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　揺れたのは物もの見みの塔だけではない。おそらく下の地面ごとだ。

　……冒険者の奇襲か!?　傍かたわらにどちらのオズもいないため、表示も出ないが──極大魔法でも放たれたような規模だ。

　──ズズズズズズズ……。

　先程の盗賊パーティはまさか、囮おとりだった？　震動がまだ伝わってくる中、俺はＳＲ－１６とともに急いで塔の中を駆け下りた。

　よもや接近を気付かせず、裏を掻かいて襲撃するとは。冒険者どもを舐なめすぎたか！

　外に飛び出せば、夜の闇を引き返してきたセミ＝オズと出くわした。

【魔王さま！　地下廃城の中央が！】

　セミがしゃべるより先に、フル＝オズからの知らせを飛び出させた。

「なんだと？」

　中央？　確かに……かつてヒトどもが巨大な天幕を張っていたそこに異変が見えた。

　月明かりの下でもわかる、大規模な土煙がもうもうとあがっていた。

　なるほど。これだけの規模なら、フル＝オズのいる山岳地帯からでも見えるはずだ。

【わたくしも向かいます。魔王さま、許可を！】

「否いな、フルはそこで待機せよ。他に動きがあったら知らせるがいい」

【それがわたくしの役目ですね。冷静なご判断、さすがです。では補佐はセミに譲ります】

「ん、うけたま」

　こくんとセミが頷うなずいて、俺と一緒に駆け出した。

　地下廃城全体を震わせていた揺れが、ようやく収まってきた頃──俺たちは震源地に辿たどり着つく。

　そこはあの、ヒトの残ざん骸がいが散乱していた場所だ。すでに下級魔族たちの手で片付けられたはずだが……確認できない。土煙にすべてが覆おおい尽つくされていた。

　それ以前に、大地が割れて完全に陥かん没ぼつしていた。……地下を巻き込んで崩落した？

　ダンジョンにいた下級魔族たちはどうなった!?

　──幸い皆、無事なようだ。ランタン蝙蝠こうもりが焰ほむら鼠ねずみが、マタンゴが土つち蜘ぐ蛛もが、爆ばく裂れつ岩いわに這はい寄よる蔓つるやスライムたちがあちこちから姿を見せる。

　しかし、俺は違和感を持つ。

　冒険者の気配はない。セミが側にいるのに、一つも表示が出ないからわかる。

　それにこの崩落は、なぜ起きた？

　突然発生したはずなのに──魔族の中に負傷した者は、どうして一体もいない？

「貴様たち、これは」

「……魔王様。すべて、私がやらせたこと。みんな、叱しからないで」

「な……!?」

　つたないしゃべり方をした誰かの声に、俺は耳を疑った。

　声は下級魔族の中から放たれていた。言葉を操れる者はいないはずなのに！

　しかし、涼やかな声音が俺の胸に染み入る。──俺のよく知る相手だと、心結晶コア・ハートが感じていた。

　崩落のせいで断絶し、あちこち歪ゆがんだ石いし畳だたみの大通り。そこにぬるりと進み出たのは、青いスライムの乙女だ。

　イム。だがその雰囲気は……これまでとまるで違う。

「魔王様、ダンジョン、潰つぶしたの。もうここ、使えない、です」

　唇くちびるを開けばしゃべる。話せるようになったのだ。

　なぜ？　問いかける前に俺は、隣でセミが傅かしずいたのに気付いた。

　これは……。

【なんということでしょう！】

　理システム越しにフルもおののく。

【よもや、魔王さまのお力を受け継ぐだなんて！】

「はい。そのよう、です」

　他の下級魔族たちを従えたイムが、微笑ほほえみながら自分の下腹部を撫なでた。

　透けて見える体内に煌きらめくのは、黒き輝きの複雑な模様。

「イム！　貴様、まさか！」

「魔王様の愛、ここにある、です」

　青い体の中で浮かぶ、イムの心結晶コア・ハート。そこに俺の注いだ闇色の魔力が絡からみつく。それがまるで紋もん章しようのようになっていた。

　二つの魔力が今、イムの体内で新たな命を育はぐくんでいるのだ。

「俺の……魔王の子を宿したか」

　ふ、と俺は破顔する。これほど嬉うれしいことはない！

　よもや、こんなことがあるとは──！

【奇跡です！】

　フルの言うとおり──実は、魔族は上位種になればなるほど繁はん殖しよく力りよくが低くなる。

　もとより魔族は違う種と交配しても、うまくいくことが少ない。

　その上、魔王はたった一体の種。故ゆえに子を成すのではなく──魔王だけは転生する。特異な形で次世代へと、単体の種を引き継ぐのだ。

　しかし、できた。

「然しかり！　なるほど、これまでスライムとまぐわったことはなかったが……魔族の中でも繁殖力の高い種だからこそ！」





【スライムクイーン　イム】

魔族／Ｌｖ９９

ＨＰ：９９／９９

ＭＰ：９９／９９

所持金：６Ｃ






　セミがそっとイムのステータスを表示した。

　スライムクイーン。俺の子を孕はらんだことで、魔族の女王に転じたようだ。

　ヒトの成長とは異なるが……魔族が、進化した？　よもやこんなことが！
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「でかした、イム」

「はい」

　スライムの女王が愛いとおしそうに腹をさする。しかし……。

「ではなぜだ、なぜ……地下廃城を潰した？　子を育てる場所が必要だぞ。それを」

「子ができた、だから。魔王様の、重しになる、です」

「なに」

「ううん、今も」

　三つの月が染め上げる、白銀色の夜で──取り巻く下級魔族たちがじっと俺を見つめていた。重し？

「なる、かせ」

【なるほど。いわゆる足あし枷かせということですか】

　俺と同時に察したオズたちが告げる。

「ここがあると、魔王様、ずっと残る。ダメです、それ。魔王様は……行くべき。ここにいない、みんなのため」

　イムが他の魔族を代表して頷いた。

「魔王様の強さ、きっとそのため、です。だから」

「貴様たちは……俺をこの地に留まれないようにしたのか？　ダンジョンを破壊してまで……」

「ヒトが残した、仕掛け、いじったの。みんな、手伝ってもらった、です」

　──確かにダンジョンの中心部がめくれ上がるような、大がかりな装置が作られていたな。

　その魔術機構マジツクギミツクを利用すれば、大規模な崩落くらいは起こせるか。

【なんと！　すべては魔王さまを旅立たせるために？】

【素晴らしい！　これぞ魔族の鑑かがみです！】

【王のために尽くすこと。それこそが魔族なのですから！】

　フルが興奮してか、立て続けに文字が出た。表情の乏とぼしいセミも瞳ひとみを揺らす。

　従魔が心打たれたように、主である俺も……心結晶コア・ハートが震えた。

「貴様たちは、しかしどうする？」

「大丈夫、です」

　イムが微笑む。

「他にも、隠れる場所、たくさん。山でも、森でも。そこで生みます、この子」

　彼女はそう決断し、行動したのだ。ならば俺は──。

「イム。魔王の俺がいなくても大丈夫か？」

「は、い」

　スライムの女王はしっかりと返答し、下腹部を抱く。

「代わりに、受け取ったもの、あるです」

「然り、承知した。丈夫な子を生み、育てるがいい」

　──スライムの繁殖力ならば、本来はとうに生まれてきてもおかしくない。

　しかし、魔王の子となればどうなることやら……。

　俺は他の下級魔族たちを見回した。

「貴様たちに命じるぞ。必ず、女王とその子を守れ！　魔王である俺に代わってな」

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！　赤や黄色のスライムが、ランタン蝙蝠が焰鼠が、マタンゴが爆裂岩が這い寄る蔓が夜に吠ほえた。

「ふ。忠臣たちめ」

　俺は嗤わらう。取り返した拠点と、新たに率ひきいた魔王軍は失ったが……。

「イム。そしてここにいるすべての魔族よ。王すらもときに突き放す貴様たちを、魔王として誇りに思うぞ！　それでこそ魔族だ！」

【そのとおり。さすがです、魔王さま！　魔族万歳！】

「さす、まお！　さす、まぞ！」

　オズたちが褒める中、魔族の咆ほう吼こうは途切れない。

　王との別れを惜しんで、長く長く続けられた。

　パパパパパパパパンッ!!

　俺もまた連射ＡＵＴＯにしたＳＲ－１６を夜空に撃ち、応える。

　いつかまたこの三つの月の下で、再会を果たすと心に誓って──。
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　イムと最後の口づけを交わせば、別れを惜しむのは終わりだ。

　夜が明けて──潰れた地下廃城の外には、一台のバギーが待機している。

　山岳地帯の川に長らく放置していたあの車両だ。それをフル＝オズが運転して持って来たのだ。

　足がペダルに届くかどうかのはずだが、さすがは俺の従魔だな。

「魔王さま、どうぞ」

　そのフルはもう、バギーの後部にあるバケットシートによじ登る。

　踏み台になるのは同じ従魔のセミ＝オズだ。そしてフルがセミを引き上げて、一緒に後部座席に腰掛けた。

　そのオズたちにはそれぞれ、予備弾マ倉グの入ったバックパックとｍｉｃｒｏＲＯＮＩを預けてある。

　ｍｉｃｒｏＲＯＮＩの中は空で、グロック１８Ｃは俺のレッグホルスターにあるが。

　拳銃ハンドガンはバックアップ用として、常に携帯しておくのがいいからな。

　光学照準器ドツトサイトを着けたＳＲ－１６は、二脚銃架バイポツドをたたんで運転席の横に押し込んだ。

　かなり邪魔だが、俺の今の主武装メインウエポンだ。いつでも撃てるよう初弾は装そう塡てん済みで、セレクターレバーをロックＳＡＦＥに切り替えてある。

　そう言えば……消音器サプレツサーは追加で生成していなかったな。装着すると取り回しの邪魔になるので、必要なときに造ればいいか。

　ともかく運転席に座れば、バギーのエンジンに火を入れた。

　ブオオオオン！

　イムと生き残った多くの下級魔族たちに見送られ、俺はバギーを発進させた。

　俺はもう振り返らないが──代わりに後ろ向きの後部座席で、二体の従魔がイムたちをずっと捉とらえる。

　ぐんぐんと遠ざかり、あっという間に見えなくなるのを主である俺も感じた。

　だが見据えるのは、荒野を走るバギーの前方のみ。

「オズ」

「……はい、魔王さま！　地図ですね」

「まお、ちず」

　フルがセミの手を借りて、後部座席から身を乗り出して胸をはだける。運転席の俺の側にサーガイアのマップを表示させた。

　行く先はもう決まっていた。

　取り戻した先代魔王の「我」の記憶が、その前に倒された、六代目の最さい期ごを少し思い出せたから。




『おのれえっ、おのれよくもおおおおおおおおおおおおおおお！』

　闇色の紅べにを差す美女である六代目魔王「シス」。

　その「妾わらわ」は、光魔法の輝きに焼き尽くされて絶命した。

　取り巻く深き、海の碧あおを見つめながら──。




「かつての拠点である『深しん海かい宮きゆう』のある位置は……確か」

　六代目魔王は海にいた。それもサーガイアの、温暖な南方の端だ。

　正確な位置までは思い出せていないものの、近くに大きなヒトの街があることは記憶にあった。地図にもいくつか都市が記されている。

　このどこかに赴おもむけば、深海宮の情報も手に入るだろう。どのみち「妾」を倒した六人目の英雄もいるだろうしな。

　……その英雄の顔は、取り戻せた記憶の中にはないが。

「とりあえずは南下していくというわけですね。魔王さま」

「いく、まお」

「ふふっ、さすがです魔王さま！　次の英雄を倒し、また拠点を奪い返せば……きっと！」

　ああ！　と盛り上がるのはフル＝オズだ。

「次なるわたくしの欠片かけらは、六代目魔王シスさまのときのもの！　絶世の美女であったその力を取り戻せたなら、わたくしも……今度こそは、絶対に、立派な乳袋に！」

「たわわ、たわわ」

　セミ＝オズもまんざらでもないようだ。

　ふ。やはりどちらもオズだな。

　確かに今回取り戻せた欠片では、従魔を一つにすることはできなかった。欠片が小さすぎたせいか？

　割れた石板がもとの大きさに近づいていけば、従魔も元の姿に戻れるはず──。

　しかし、そこが目指す終着点ゴールではない。

「オズ」

「はい！　もちろんわかっておりますとも。残る英雄は一人ではありません。世界には全部でまだ六人もいるのですから、気を引き締めませんと。さすがです」

「ぜん、ろく」

　然り。そして全員が──魔王の力を取り込んだため、老いぬ体を得ているだろう。さらに英雄ナナのように、ヒトを超えた力をも振るうか。

　……だからどうした？

「英雄も、その下に集う冒険者どもも、すべてキルするだけだ」

　俺はバギーを飛ばしながら、傍かたわらのＳＲ－１６とレッグホルスターに収まるグロック１８Ｃに目をやる。魔族を虐しいたげ続けたヒトどもを、一いつ掃そうしてやる！

　スキルＦＰＳの力はきっと、そのためにもたらされたものだから。

「さすがです魔王さま！　さすればこの地はきっと、魔族たちが平穏無事に暮らせる世界となりましょう！」

「さす、まお！」

　従魔と俺が望むのは新たな未来。魔族たちと、新たに生まれるイムとの子のために──俺はまた手を穢けがそう。

　命を狩る覚悟は、狩られたことのある俺が背負うべきもの。

　それが魔王アハトの生き方だ。

「ふ」

　さあ、次に照準サイトに捉える英雄は……どいつだ？
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　ばぎー、という魔王さまの鋼はがねの愛馬で、地下廃城を発たってから早数日。

　前の席には魔王さま、後ろの席にわたくしフル＝オズと、セミ＝オズを乗せてもさすがの健けん脚きやくで──ついに荒野を抜けて、今度は砂漠地帯に入りました。

　ただ、いかなばぎーとて、砂には足を取られるようで。

「……今夜はここまでだな」

　残念ながらさほど進めずに、夜が終わりを告げようとしています。

　いえ、さすがは魔王さま！　見通しのよいこの砂漠で、昼間にばぎーで移動しても、冒険者に見つかるリスクが高まるというもの。

　広大な砂丘の端が白んでくるなり、早々にご判断されたのはさすがです！

「ん、まお。あれ？」

「魔王さま、あちらは？」

　そしてばぎーの、高い位置につけられた席にいる、セミとわたくしに見えたのは……砂に埋もれた何かでした。

　ぼろぼろに風化した、廃はい墟きよ──。

「ほう。まだこんなところにも、魔族繁栄時代より前の、古い遺跡が残っていたのか」

　ブオオオオオン！

　白と黒に染まる砂煙を上げて、魔王さまがばぎーをそちらに進めました。

　灰色の、四角い巨大な柱。

　なるほど！　わたくしはセミとともに頷うなずきます。今は多くが欠けていても、石板たる身に刻きざんでいた記録と照らし合わせれば……あれは太古の建造物の特徴と一致します。

　それが少し斜めに傾いた姿で、砂から頭を出していました。

　……周囲にヒトどもの気配はないようです。外壁の一部に大きな裂さけ目めがあり、そこから魔王さまは迷いなく、愛馬を中に進入させます。

「ふ。悪くない」

　停止したばぎーから降りて、魔王さまが遺跡の中を確認しました。もちろんわたくしとセミも続いて、砂まみれの灰色の床に降り立ちます。

　──あちこちひび割れ、崩ほう落らくし、瓦礫が重なっている箇か所しよもあります。水場もなく、草の絨じゆう毯たんがあるわけでもない。居心地はよさそうではありませんが……いえ、だからこそヒトには見つかりにくい。そういう深い思し慮りよがあるのでしょう、さすがです！

「オズ」

「はい、こちらでご休息ですね。魔王さま」

「ん、ねむねむ。まお」

　多くを語らずとも察するのが、我ら従魔の役目。魔王さまはバギーの前の席に戻られると、そのまま静かに眠られました。

　無理もありません。わたくしとセミの背中にはそれぞれ、魔王さまより与えられた、そっくり同じ形の背はい嚢のうが。

　中にあるのはたくさんの、まぐ、とやら。それ以外にも魔王さまが、移動中に造られたものもいくつかあります。しがない従魔のわたくしどもには、魔王さまが実際に使われるまでは、理解できないものばかりですが……。

　わかるのは、それらを生成するために、魔王さまが魔力を消耗しているということ。

　遺跡の外はすっかり朝です。日差しの高い日中に、こうして回復に専念するのが魔王さまの、地下廃城を出てからの日課となっていました。

　そしてわたくしたち従魔はその間、無防備になる主を守ることが役目。

「セミ！」

「ん！　フル」

　一体が魔王さまのお側で、もう一体が少し離れて──というのが、二体になったわたくしたちのパターンとなりました。どちらを担になうかは交代制ですが、今回はわたくしフルが、魔王さまのお側ポジションですね。

　うふふ……魔王さまの寝顔をずっと眺められるなど、こんな役得がありましょうか？

「……フル、フル」

「わ、わかっていますよ。きちんと警戒もしています。また後で代わりますから、あなたもこっそり癒いやされれば……何です？」

　わたくしは、セミが別のことを告げているのに気付きました。

　小柄なセミがぴょこぴょこ跳ねるのは、外の光が差し込んできた、砂にまみれた床の端っこ。そこにはなんと、四角い穴が！

「下に、まだ空間が？　そこから降りられるということですか？」

「ん、ん。たしかめ」

「確かに……確認する必要はありそうですが」

　主の身の安全を確保するのが、従魔の務つとめ。

　そしてどうやらセミだけでは、降りていける穴ではなさそうです。わたくしが駆けつけると、なるほど──たくさん瓦礫が詰まっていますが、二体のわたくしたちが手を貸し合えば、なんとか降りていけそうですね。

「フル、セミ。いっしょ、いく」

「ダメですよ。魔王さまを残して、一緒に持ち場を離れるなど、そんな勝手は……」

　従魔に許されるわけがない。あり得ません。これまでのわたくしならば、ここで話は終わったはず。でも──。

　わたくしは、魔王アハトさまの従魔。新たなスキルを取得して活躍する主の姿を、誰よりもお側で目に焼き付けてきました。

　そのアハトさまは、たぶん、以前のどの魔王さまより変わられたかと。

　ならば、従魔であるわたくしも……？

「変わるべき、でしょうね。今の魔王さまのお役に立つ、可能性が少しでもあるなら」

「ん、ん！　フル」

「はいはい、わかりましたよ。セミ」

　降りましょう。わたくしたちは協力して、瓦礫の段差を踏み越えて、下の空間に移りました。

　さすがにここまで降りると、外の光が届かず真っ暗ですが……そうだ。

「魔王さま、こちらをお借りしますね」

　わたくしは背嚢に引っかけていた、折りたたまれた形のじゅうを手に取ります。

　確かまいくろなんとやら、とかいう代物。その内部に魔王さまが最初に造られた、小型のじゅうを組み込まないと機能しません。

　だけど今のわたくしたちが必要なのは、先端にある仕組みのみ。そこにある突起を押し込めば──ぱっ！　と闇が明るく切り裂かれました。やった！

「これで先に進めますね。さすがは魔王さまの造られたアイテムです！」

「ん！　いく」

　わたくしたちは明かりを頼りに、捜そう索さくを始めます。

　何もない？　いえ……何でしょうか、妙な気配が。

「これは……！」

「んん、フル？」

「はい。わかりますよ、セミ。……間近まで来られたからでしょうね」

　わたくしたちの胸元で──紋もん章しようが、ともに強く輝いていました。

　従魔に与えられしスキル【界線接続ネツトコネクト】で感知できる、世界の理システム。その強い流れが、この奥に……？

「強固な防壁プロテクトに隠されていた？　となるとここも、ヒトが制御下に入れた遺跡ということですか！」

「いま、あぶ？」

「……いいえ、長らく放置されているようで、今のところ危険度は低そうですが……」

　理システムとは？　それは太古の文明が構築したもの。

　魔族もその情報網ネツトワークを利用できるも、悔くやしいことにヒトどもには及びません。「大賢者」とやらの解析があり、アクセス権の大半が冒険者ギルドに掌しよう握あくされているからです。

　わたくしたち魔族が触れられるのは今や、理システムのほんの一部……。

　その理システムの、これは……膨大な記録の保管庫アーカイブ？

「みる、フル！」

「そうですね、こんなところで大量の、理システムの保管する情報に出会えるなんて！　こちらを見れば、理システムを奪還する手がかりを得られるかもです！」

　──わたくしたちの紋章に呼こ応おうして、闇に光が瞬またたきました。

　無数の窓ウインドウが展開し、そこに映し出されるのは……？

「太古の、ヒト？　いえ、これは」

「ん、まぞ！」

「ええ。明らかにヒトではありませんね。ならばきっと、魔族でしょう！」

　無数のノイズに蝕むしばまれる、劣化した古い映像。

「バーチャル、ＹＯＵ、Ｔ、Ｂ……？　うーん、どこのどんな記録なのかまでは、読み取れませんが」

　そこに現れたのは皆、独特の質感を持った者たちでした。

　ヒトのように荒れた肌や髪ではなく、魔力で紡つむがれた、わたくしたち魔族と同じ完璧なもの──。だからこそ一目で判別できました！

　その大半が乙女であり──おそらく魔力で造り上げた真っ白な部屋や、どこまでも奥行きのある不思議な空間で、歌ったり踊ったりとはしゃいでいます。

「まぞ、せんぞ？」

「……魔族のご先祖さまですか？　確かに、そうかもしれませんね。何をしているのかはわかりませんが……でも、ふふ、みんな楽しそうです」

「ん！　フル、セミ？」

　中にはわたくしとセミのようにそっくりな顔の、二体の幼女の姿もあり、思わずセミが指さします。ふぅん、確かにちょっと、わたくしたちと髪型が似ているかもですね。

　こんなにも、魔族が自由で楽しく暮らしていた時代があったとは……。

「とりもど、まお」

　しんみりしたのはわたくしだけでなく、セミもでした。

　わたくしよりもどこか欠けた、常に表情乏とぼしい彼女。でもその横顔がいつになく真剣だと、わたくしには理解できます。ふふ、同じオズですからね。

「そのとおりです。魔王さまとともに、取り戻さなければなりませんね……このような栄光の時代を」

「ん」

【違法界線からの不正ログインを検知しました】

　──だけど直後、わたくしたちの紋章を介して飛び出したのは、赤く染まった理システムからの警告でした。

　……しまった!?

「まずまず、ばればれ！」

「ええ、まずいです！　冒険者ギルドに……わたくしたちの存在がばれたかも！」

　わたくしたちは紋章の輝きを失わせ、理システムとの接続を切ります。

　もちろん慌あわてて引き返し、瓦礫の山を這はい上あがり、魔王さまのもとへと向かいました。一刻も早く、主に危険を知らせないと！

　なんたる失しつ態たい！　わたくしたち従魔は主の身を、危険に晒さらすためにいるのではないのに──！

　だけども、さすがは我らが主。わたくしたちが駆けつけたときにはもう目覚め、ばぎーに積んであった大型のじゅうを持ち出していました。

　従魔のわたくしたちの焦しよう燥そうは、魔王さまにも伝わるのです。

「オズ」

「は、はい、詳しよう細さいです！　地下にて理システムの情報端末サーバーに接触。ですが、そのために……」

「きた、ヒト！」

　わたくしの報告中に、セミが遺跡の外を指さします。

　砂漠に三つ──魔力の煌きらめきが現れ、そこからいきなり人影が！

【跳ちよう躍やく伯はく　カナタ　Ｌｖ１８８】

【戦術メイド長　キズス　Ｌｖ１７１】

【魔ま拳けん執しつ事じ　マジカナ　Ｌｖ１５４】

【冒険者生存数　３／３】

「魔王さま、冒険者どものようです！」

「然しかりだな。転移魔法使いとその手下か？　この早さで現れるとは、領域を管理する、高ハ位イクラスのギルドメンバーのようだが」

　わたくしの表示した情報に、魔王さまが美しく煌めく金の瞳を細めました。

　そのときにはもう──魔王さまはじゅうの、二本の足を伸ばして遺跡の床に着け、自らも寝そべる形になり。

　バババババババン!!

　凄すさまじい破は裂れつ音おんと、白煙を伴ともなう風圧が、積もる砂を飛ばしました！

　キンキンキキンキンキキンッ！

　硬い床の上を、じゅうの横から吐き出された、無数の金属筒が跳ねます。

　それで決着です。

【魔王アハトの奇襲攻撃！】

【ＫＩＬＬ　３】

【冒険者生存数　０／３】

【掃そう討とう完了──魔王の勝利です】

　なんという……！　わたくしもセミも、理システムからの表示に震えます。

　ふっ、と魔王さまが嗤わらいながら立ち上がりました。

「遮しや蔽へい物ぶつのない砂漠で一ひと塊かたまりになっているから、派手に踊るはめになる」

　ああ──素晴らしい！　圧倒的な強さです、八代目の魔王さまは！

　でも、わたくしたちは……従魔として感じています。冒険者どもをじゅうで排除するたびに、魔王さまの胸の奥に、重いものが積もっていくのを……。

　いいえ、だからこそ。わたくしたち従魔オズは二体とも、声を重ねていつものように主を賞しよう賛さんするのです！

「さすがです、魔王さま！」

「さす、まお！」

　魔王さまは優しすぎます。

　そのお心がせめて、少しでも軽くなりますように、と願いながら。
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あとがき






　ＦＰＳとは「ファーストパーソンシューター」の略で、第一者（主人公）視点でのシューティングゲームを意味します。

　……いやぁ、ＦＰＳゲームってすごく面おも白しろいですよね！

　昔から流は行やっていましたが、私はなかなか触れる機会がなくて、スマホのアプリで登場してからようやくプレイした口です。

　相手をキルする快感がすごい……！

　もちろん現実でやってはいけないことなので、背はい徳とく感かんもあります。ゲームだからこそ味わえる面白さですよね。

　そういった要素を落とし込んだ話は書けないか──？　そこから今作の「異世界で魔王だけが銃じゆうを持って無む双そうする」アイデアができたわけです。

「いいんじゃないですか。いわゆる『冒険者スレイヤー』ですね」

　担当で編集長の、Ｗ氏の反応もよく──。

「でもゲームまんまじゃダメですよ。銃器関連はちゃんと調べて書いてくださいね！」

　……確かに。

　なにせ私の銃知識は、ＦＰＳで得たものばかりでして。そこはしっかり下調べしておかないとなあ、ということで資料をあさってみたところ。

　ＦＰＳゲームの銃、けっこういい加減だぞ……!?

　実銃にないものをしれっと登場させていたり、イラストと名前が合ってないものがあったりと、確かにゲームだけを参考にしていたら大変なことになっていました！

　というか主人公である魔王に、どんな銃を持たせたらいいか。もうそこから頭を抱えるはめに……。

　そんな私に快こころよく、エアガンの資料を見せてくれたのが、業界でもガンマニアで有名な榊さかき一いち郎ろう先生でした！

「で、どれにするの？」

　訪問した榊邸で、ずらりとテーブルの上に銃器を並べて待っていた榊先生は、まさに「死の商人」という名がふさわしく……（※エアガンです）。

　いやいや、大変お世話になりました！　特に、実際に銃に触れてずしりとした重みや、質感を体感できたのがすごくよかったですね！（※エアガンですが）

　というわけで気が付けば、私も今作に登場する銃を、たくさん買いあさっていました（※くどいですがあくまでエアガンです）。

　うん、でも同じモデルを二つ買ってるとか、自分でもどうかと思う。

　──違うんですよ！　東京マルイさんのグロック１８Ｃはガスガンで、タナカワークスさんのグロック１８Ｃは発火型モデルガンなんですって！

　モデルガンは火薬を使っての、自動廃莢ブローバツクが再現できるんです！

　パンパン撃って廃はい莢きようしてる動画を見たら、実じつ銃じゆうまんまの動作がすごくて、もうこんなん買うしか──。

「あの動画見たけど、やっぱり実銃に比べると音がしょぼいですね～！」

　後に、グァムのシューティングレンジで本物の銃を試し射しやしてきた経験のある、氷ひ上かみ慧けい一いち先生がドヤ顔してきました（※仲良し）。

　……死ね！（※本当に仲良し）

　ということで実は本作では、氷上先生がこっそり魔王にキルされています（笑）。

　どのキャラがそうなのか、ぜひとも見つけてください。大丈夫、本人には許可を取りましたので（※ね、仲良しでしょ？）。

　ちゃんと本人の特とく徴ちようを踏まえて、巨乳で隻せき眼がんの美女にしましたしね……！

　え？　氷上先生は巨乳美人ですよ？　眼がん帯たいをつけた。ご存じないんですか？




　そんな感じで作り上げた今作、『８代目魔王はＦＰＳで冒険者どもをＫＩＬＬしたい』はいかがでした？

　もちろん銃のアレコレだけでなく、女の子もかわいく、けっこうエッチで……魔王の視点でご堪たん能のういただけたと思います！

　またね、イラストがいいんですよ。従魔の衣装がロリなのにエロいって、素敵すぎでしょ！　冬ゆきさん、銃モノという絵を描くにはややこしい案件を引き受けていただき、本当にありがとうございました！

　続刊できたらまだまだ銃を出していきますので、よろしくお願いします！（大変）




　……うん。買う方も大変ですけどね。

　今作用の資料として購入したエアガン関連が、あっさり10万円を突破している事実に、今いま更さらながら青ざめています。あああああ、高いよ、エアガン!!

　タナカワークスさんのグロックが２万５千円、台湾のＶＦＣさんのＳＲ－１６が４万円弱で……ハハハ、そりゃ榊先生くらい売れっ子でないと、武器商人レベルのガンマニアにはなれないわけですね！

　でも銃の世界は面白いですね。これははまるしかない……！

　オススメの銃などありましたら、私のツイッター「@hibikiyu_」にでもコメントいただければ嬉うれしいです！


ひびき遊　　　
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